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アレクサンドリアのクレメンス
『ストロマテイス』（『綴織』）第 4 巻
─全訳─
秋　山　　　学　
序．
　以下に掲げるのは，初期ギリシア教父の一人アレクサンドリアのクレメンス
（150 － 215）の主著『ストロマテイス』（『綴織』）より，その第４巻の全文拙
訳である．筆者は先に，クレメンスの著作のうち，『プロトレプティコス』（『ギ
リシア人への勧告』，全１巻）および『パイダゴーゴス』（『訓導者』，全３巻），
さらには本作品『ストロマテイス』の第１，２，３巻に関して，その全訳を筑
波大学の紀要類に順に掲載した 1．また『ストロマテイス』の第６巻および第
７巻についても，本巻と同時期にやはり筑波大学の紀要に掲載され公刊される
予定である 2．既刊の拙稿に記したように，註釈や訳文の整備は，教文館版（「キ
リスト教教父著作集」）による公刊の際に本格的に取り組む予定であり，本
稿はあくまでも試訳としての意味しか持たない．
　『ストロマテイス』は，クレメンスの神学の核心部分を成す「覚知」（者）
の思想が展開される主要著作であり，本第４巻では，主として「殉教」をめ
ぐるクレメンスの神学が開陳される．その主旨は，言うまでもなくキリスト
教的殉教の精神を尊ぶものではあるが，ややもすれば殉教に逸るあり方が流
行った当時にあって，殉教の精神性に立ち返ってよく省察することを教える
内容となっている．
　邦訳に際し，底本としては，既刊分・第３巻までの方針を踏襲し，オッ
トー・シュテーリン（Otto Stählin，1868 － 1949）の手になる校訂版テキス
ト（Stromata Buch I-VI / Clemens Alexandrinus ; herausgegeben im Auftrage 
der Kirchenväter-Commission der Königl. Preussischen Akademie der 
Wissenschaften von Leipzig : Hinrichs, 1906；Die Griechischen christlichen 
Schriftsteller der ersten drei Jahrhunderte, Bd. 2）を用い，近代語訳としては，
イタリア語訳（Clemente Alessandrino, Gli Stromati: Note di vera filosofia, Intro-
秋　山　　　学
duzione, traduzione e note di Giovanni Pini, Milano 1985）および C.Mondésert
の仏訳（SC463, Paris 2011）を参照した．各章の冒頭に掲げた内容小見出しは，
ミーニュ版のラテン語訳から適宜採用したものである．
　なお完全に原文を収める写本がフィレンツェ写本一つしかないため，文中に
は意味の取り難い箇所が散見される．そのような場合には，シュテーリン校訂
本の異読一覧より，特に補訂者の名を挙げることなく，適当と判断される修正
を取り入れた箇所が少なくない．正式には，教文館版公刊の折に整備する予定
である．
I．この巻の内容．
　1.1）思うに，次に扱うべきは殉教について，および「完全なる人」とはい
かなる存在であるか，に関してである．これらにより，必要上これから述べら
れる事柄のつながりが描き出されるであろう．また，性別として男性あるいは
女性としての生を享けたにしても，しもべであるにせよまた自由人であるにせ
よ，いかに哲学すべきであるかについて，同様に扱わねばならない．2）続い
ては，信仰について，また探求することについても加えて補記し，象徴的な形
式を提示しよう．その途上で，倫理学についてかいつまんで総括し，異邦人の
哲学からギリシア人たちに伝えられた益を提示するためである．3）そのよう
な素描の後，ギリシア人に宛ててまたユダヤ人に宛てて，諸書の要約により注
記が与えられる．また，そのための『ストロマテイス』（『綴織』）にあって，
序文の冒頭で提示された限りでは，題材の多さにやむなく妥協し，いずれ完全
に記すという注意書きに留まっていて，十全に扱うことが許されなかった事柄
も論じられる．2.1）これらに加えてその後，可能な限り，先述したことに従っ
て「素描」（hypotypōseis）を果たし，ギリシア人たちまた他の異邦人たちに，
諸原理について自然学的に語られた事柄を，われわれの許にまで教説が伝えら
れている限りにおいて述べ明かし，哲学者たちによって思念された事どもを，
何にもまさって手がけるべきである．2）それらに続くのは，神学の概説の後，
預言に関して伝えられている事柄を扱うことであろう．われわれが信じている
聖書が，その万能的な権威によって中心的であるということを示した後，その
順序に従って進み，そこからあらゆる異端に対し，律法と預言者たちを通じて
神が唯一であり万能の主であること，その方が幸いなる福音によって真正なか
たちで告げられた方であることを示さねばならない．3）しかるにわれわれを，
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異端諸派による抗言が数多く待ち受けている．彼ら異端は，自分たちによって
奉ぜられた説を，書き物のかたちで押し広めようと試み，聖書そのものを通じ，
たとえ無理やりにであっても，吟味を重ねて説得を行おうと努める者たちなの
である．
　3.1）さて，その場その場での必要に応じ，われわれがこの「覚書」を通じ
て奉仕しながら，予め挙げた課題がすべて果たされたならば（というのも真
理よりも先に述べておかねばならない必要事項は数多くあるのだから），その
ときにこそ，真なる覚知の本性論（physiologia）に移行しよう．その際には，
大いなる神秘を前にして，こまごました事柄については沈黙を守ることにする．
前もって語られ伝えられねばならぬ事柄が，予めクリアされ描き出されること
で，真に神的な祭儀（hierophantia）には何も障害とならないようにするため
である．2）実に，真理の規範に則っての覚知の伝承をめぐる本性論，否むし
ろ観照（epopteia）は，世界生成論（kosmogonia）の論拠に礎を置き，そこ
から神学的な形相（eidos）に向けて上昇する．3）そこから相応しくも，われ
われは伝承の端緒を，預言された創世から説き起こす．その際，異端諸派の説
も部分的には提示し，われわれにも可能な限り，それを解決すべく努める．4）
もし神が望み，どのようにか息吹を注がれたなら，その類の事柄も書き記され
るであろうが，まずはいま，提示した課題に進み，倫理学的な論議を尽くさね
ばならない．
II．なぜこの著作が『ストロマテイス』と名づけられているのか．
　4.1）さて，すでにしばしば述べてきたように（『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』1,18,1；55,1；
55,3；56,3），われわれによるこの『覚書』は次のようなものであることを企図
している．それはすなわち，自由にまた経験を伴わずに，さまざまな読み方で
読書する人々のため，この書の名そのものが示すように「書き散らされた」も
のでありたい，ということである．つまり，このテーマまた別のテーマという
ふうに絶えず行き来し，論述のつながり具合によってはある事柄を伝えながら，
また別の事柄をも示す，といったようなあり方である．2）ヘラクレイトスは
述べている．「黄金を探す人々は，幾多の土地を掘ろうとも，見出すのはわず
かである」（ﾍﾗｸﾚｲﾄｽ，断片 22 ﾃﾞｨｰﾙｽ）．ところが金という種の属性を真に掘り
起こす者は，わずかな土地にも幾多のものを見出す．3）なぜなら聖書は，理
解するであろう一人の者を見出すだろうからである．3）かくして『覚書の綴織』
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は，真理の想起と強調のために，探し求めることのできる人に対し，彼を助力
する．4）だがわれわれとしては，これらに加えてさらに，別の事柄にも尽力
しこれを発見することに努めねばならない．それは，知らない道に逸れてしまっ
た人々にとっては，そこまで導いてきた道筋を示してやるだけで十分だからで
ある．5.1）しかるにここから後の事柄および残りは，もう自分で歩まねばな
らないし自力で見出さねばならない．ちょうどそれは，あるとき「いったい何
をすれば，主人を喜ばせることができるでしょうか」と問うた奴隷に対して，
ピュティアの巫女が「探せば見つかるだろう」と答えたと言われるのと同様で
ある．2）したがって，隠れている美を見出すことは実に難しいように思われる．
なぜなら「徳には汗が先立つ」からであるが，
　　　「徳に向かう道は長くかつ険しい．しかも
　　　　最初は荒々しい．だが頂に達すると，
　　　　平坦にはなる，なお困難ではあるが」
 （ﾍｼｵﾄﾞｽ『農と暦日』289 － 292）．
3）というのも主の道は，真に＜狭く，かつ険しい＞（ﾏﾀｲ 7,14）からであり，
＜神の国は力づくでこれを奪い取る者のもの＞（ﾏﾀｲ 11,12）だからである．そ
こから＜求めよ，そうすれば見出すであろう＞（ﾏﾀｲ 7,7）と言われる．それは，
真に王的な道を歩み，そこから逸れない場合のことである．6.1）したがって
おそらくは，このような問題設定に含まれる教説のわずかな種子のうちに，幾
多の多産性があるかも知れない．それは聖書が＜あたかも野の草のよう＞（ﾖﾌﾞ
5,25）と述べているとおりである．2）ここから，主たる題辞も『覚書による綴織』
としたが，このような簡素な題目は，いにしえの献げ物から取り入れたまでで
ある．これについてはソフォクレスが次のように記している．
　　3）「わずかに綿毛が一房あるだけ．だがブドウの房からは，
　　　　お神酒と，よく熟したブドウが取れた．
　　　　大麦もまじえたあらゆる多産が秘められている．
　　　　オリーヴのラード，黄金のミツバチの
　　　　針がこしらえた，いとも彩なす労の賜物も」
 （ｿﾌｫｸﾚｽ『占い師』もしくは『ﾎﾟﾘｭｲﾄﾞｽ』断片 366）．
7.1）まさしくわれわれの『ストロマテイス』は，喜劇詩人ティモクレスの描
く農夫によれば
　　　「イチジク，オリーヴ，干しブドウ，蜜」（ﾃｨﾓｸﾚｽ断片 36）
を，言わば何でも産出しうる土地から蓄え上げたものである．2）この多産性
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に関して，喜劇詩人はこう付言する．
　　　「そなたはこれを，花冠と呼ぶがよい．ゆめ農作業とは呼ぶなかれ」．
3）というのもアテナイ人たちは，次のように声に出すのを常としていたから
である．
　　　「花冠はイチジクと，ふっくらしたパン，
　　　　袋に満ちた蜜をもたらし，オリーヴを塗ることを可能にする」
 （ﾌﾟﾙﾀﾙｺｽ『ﾃｾｳｽ』22）．
4）したがってしばしば，バスケットの中に様々な種子が混ざっているものだ
から，これを揺すり，投げてみて，小麦をより分けねばならないのである．
III．人間の真の卓越性は，何において成立するのか．
　8.1）しかるに多くの人々は，冬の状況にも似た，礎に欠け非理性的な状態
を有している．
　　2）「善き不信仰と悪しき信仰が，多くの事を為し遂げてきた」（典拠不詳）．
3）エピカルモスもこう述べている．「心のこんな繋ぎ目には，信を置かないこ
とを覚えよ」（ｴﾋﾟｶﾙﾓｽ，断片 250）．4）すなわち，真理に信を置かぬことが死
をもたらすのは，真理を信ずることが生命をもたらすのと同様であり，逆に虚
偽を信じ真理に信を置かないのは，破滅へと引きずりおろす．5）また，同じ
論拠が克己にも不摂生にも用いられる．すなわち，善行に固執するのは悪の
行状であり，不正から離れることは救いの始まりである．6）ここからわたく
しには，安息日は，諸悪から離れ去ることを通じて，克己と，一体いかなる点
において人間が獣と異なっているか，をほのめかしているように思われる．7）
人間よりも，神の使いの方が智慧に満ちている．天使はこう述べる．＜神は人
間を，天使に比べて少しばかり劣ったものにした＞（詩篇 8,6）．というのも天
使は，主から聖書を受け取ってはいない（主は肉をまとってはいるが）．ただ
完全にして覚知者たる人は，時間と衣のゆえに天使たちよりも劣っている．8）
したがってわたくしとしては，智慧は知識と何ら異ならないと表明する．それ
は生命が生命と異ならないのと同様である．なぜなら死すべき本性，すなわち
人間であることにおいて，生きることが不死性に値するとされるのに加え，観
想と克己の習性を，他のものとは異なったかたちで有するというのが共通点な
のである．9.1）わたくしには，このゆえにピュタゴラスも「神のみが知者で
ある」と言う一方（使徒もまた『ローマ人たちへの書簡』において，こう記し
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ている．＜すべての異邦人に知らされた信仰への従順に導くために，唯一知者
である神に，イエス・キリストを通じて＞〔ﾛｰﾏ 16,26 以下〕），自らに関しては「神
に対する友愛のゆえに愛智者である」と言っているのだと思われる．実に，聖
書にはこう記されている．＜神はモーセに対し，ちょうど友が友と語らうよう
に語らった＞（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 33,11）．2）神にあって真理は明らかである．かくし
て神は真理を生むが，覚知者は真理を愛する．神は＜怠け者よ，蟻のところに
行って見よ．そして蜜蜂の弟子となれ＞（箴言 6,6；6,8a）と語るとソロモン
は言っている．3）というのももし，各々の者にあって固有の本性に基づく業
が一つであり，それは牛にも馬にも犬にも共通するとするならば，人間にとっ
て固有の業とは何であるとわれわれは言うのだろうか．4）わたくしが思うに，
人間とは，テッサリア人の想像物であるケンタウロスの如くに，理性的な部分
と非理性的な部分，すなわち霊魂と肉体より成る合成物である．しかるに肉体
は大地を耕し大地に向かうが，霊魂は神に向けて配されており，真なる愛智・
哲学によって教育され，天上界の同質なる者に向かい，労苦と恐怖だけでなく，
肉体の持つ欲情から回心して離れる．そしてわれわれは，忍耐も恐怖も善に属
すと言うことをすでに示した（『ｽﾄﾛﾏﾃｲｽ』2,39,4 以下；『ﾊﾟｲﾀﾞｺﾞｺﾞｽ』1,67,2 ほ
か）．6）というのももし，律法を罵る人々が言うように，＜罪の認識は律法か
ら来たる＞（ﾛｰﾏ 3,20）のであれば，＜律法の前にも罪は世にあった＞（ﾛｰﾏ 5,13）
が，＜律法がなければ，罪もなきに等しい＞（ﾛｰﾏ 7,8）とわれわれは彼らに言
い返そう．7）というのも恐れからその原因，すなわち罪を取り除くならば，
恐れは取り除かれるであろうし，さらには，自然本性的な欲情を取り除いてし
まうならば，いっそう懲罰も取り除くことになるであろう．＜なぜなら律法は，
義人のために据えられているのではない＞（1 ﾃﾓﾃ 1,9）からである．10.1）し
たがって，ヘラクレイトスが「人々は，正義という名前さえ知らなかっただろ
う，もしそういうものが存在しなかったなら」（ﾍﾗｸﾚｲﾄｽ断片 23 ﾃﾞｨｰﾙｽ）と言い，
またソクラテスが「法は，善のためにできたのではあるまい」と語っているの
は的確である．2）だが反論者たちは，使徒が次のように述べているのも知ら
ない．それは＜隣人を愛する者は，悪を行わない．なぜならあなたは，殺すな，
姦淫するな，盗むな，という掟を持ち，また他に掟が何かあったとしても，律
法は次の言葉のみに集約されているのだ．それは「あなたの隣人をあなた自身
のように愛せ」（ﾚﾋﾞ 19,18）という掟である＞（ﾛｰﾏ 13,8 － 10）．4）実に使徒
は，＜あなたの神である主を，あなたの心のすべてで愛せ＞と言うのと同じよ
うに，＜あなたの隣人を，あなた自身と同じように愛せ＞と言っている．する
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と，もし隣人を愛する者が悪を行うものではなく，またすべての掟がこの教え
のうちに集約されているのだとすれば，恐れを取り除く掟は，憎しみをではな
く愛をその頂点に戴くものであろう．11.1）それゆえ，律法が生み出すところ
の恐れは情動ではない．したがって使徒によれば＜律法は聖なるものであり＞，
真に＜霊的なものである＞（ﾛｰﾏ 7,12;14）．2）したがって思われるに，身体の
本性と霊魂の実体を究明する者たちは，各々の目的を把握すべきであり，死を
悪と考えてはならないのである．3）使徒は言っている．＜というのも，あな
た方が罪の奴隷であったときに，あなた方は義によって自由となったのである．
あなた方はそのとき，どんな実りを得たのだろうか．そのことに関して，今あ
なた方は恥じねばならない．なぜなら罪の実は死だからである．でも今やあな
た方は罪から解放され，神に隷属しているのだから，あなた方の実りを聖化に
向けて有しており，その実りは永遠の生命なのである．なぜなら罪の報いは死
であるが，神の恩恵は，われらの主キリスト・イエスにおける永遠の生命だか
らである＞（ﾛｰﾏ 6,20 － 23）．
　12.1）したがって，霊魂が罪を負っている場合，身体におけるこの霊魂との
共存は死であるということが，敢えて示されることがある．しかるにこの場合，
罪からの離脱が生命である．2）一方，両足の柵，情動の溝，はたまた怒りや
憤怒の落とし穴は多い．したがって，いまだに＜鏡のように＞（1 ｺﾘﾝﾄ 13,12）
神に関する覚知を捉えることのできない者は，それらの落とし穴を飛び越え，
伏兵どもの仕掛けをすべて回避せねばならない．
　　3）「轟音のゼウスは，徳のただ中で人を捉える，
　　　　はたまた，奴隷の日が彼を捉えようとも」
 （ﾎﾒﾛｽ『ｵﾃﾞｭｯｾｲｱ』17.322 － 323）．
4）ここで「奴隷」とは，罪のために罪に売り渡されている者どもの意味であ
り，聖書は快楽におぼれる者たち，肉体に取り付かれる者たちを知っている．
彼らは人間というよりもむしろ獣であり，家畜に比せられるべき者どもであっ
て，隣人の妻をしたっていななく女狂いの馬である（ｴﾚﾐﾔ 5,8）．懲らしめの利
かない者は虚傲のロバであり，貪欲な者は獰猛なオオカミであり，ごろつきは
ヘビである．5）というわけで，霊魂を身体から離脱させることは，一生かけ
て専心した場合，哲学者には，覚知の伴う熱意を備えて，本性の死を果敢に耐
え抜くことができるようにさせる．死とは，霊魂の身体への鎖の解き放ちなの
であるから．6）＜世はわたしのために十字架に付けられ，わたしは世のため
に十字架に付けられている＞（ｶﾞﾗﾃﾔ 6,14）と使徒は言っているが，これはす
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なわち，彼がすでに，肉のうちにありながら，あたかも天上界に住む者である
かの如くに生活しているということを意味している．
IV．殉教に対する賛辞．
　13.1）かくしてふさわしくも「覚知者」（gnōstikos）と呼ばれる者は，肉体
を求める者に対してさえ容易に忍耐をもって聞き従い，情念をも差し出す．そ
れは情念から肉的なものを予め剥ぎ取っているためであり，試みる者を咎める
のではなく，思うにむしろ教育しかつ反駁するのである．かくしてそのさま
は，エンペドクレスが言うように，
　　　「何という名誉から，また何という大きな幸福から」
 （ｴﾝﾍﾟﾄﾞｸﾚｽ，断片 119）
この世に来たり，死すべき者どもと振舞いを共にするのだろうか，という有様
である．2）この人間は，自らの身をもって，正真正銘の信実なる者が神に向
かってあるということを真に証しする．その一方で，試みに遭わせる者が，愛
のうちに信実なるものを妬んでも虚しく，教えに向かう神的な説得は主のもの
であること，信実なる者は，その説得からは死の恐怖をもってしても引き離さ
れえないこと，そして福音の告知の真実性に対しては，これを行いでもって確
証し，自らがそこに向かっている神を立証することが可能であるということを
示すのである．3）あなたは，彼の愛に対して驚きを禁じえないかもしれない．
この愛を，彼は同質性に向け感謝をもって付き随いながら明瞭に教え，それば
かりでなく＜貴い血でもって＞，不信心なる者を恥じ入らせる（1 ﾍﾟﾄﾛ 1,19）．
14.1）彼は律法のために，恐れの故に殉教者となる目的でキリストを否むこと
を避けるが，それは恐れの故にではない．彼は，用意された贈り物への望みか
ら信仰を売り飛ばすのではなく，愛ゆえに主に向かい歓喜してこの世での生命
から解放されるであろう．おそらくは，この世からの脱出の端緒を提供してく
れる人，および陰謀を企んでくれる人に感謝を献げ，麗しき挨拶を述べる．そ
の挨拶とは，彼が自ら提供するものではなく，彼自身が何者であるかを示すも
のであり，自らは忍耐を通じて，しかし主に対しては愛を捧げる．その愛をもっ
て彼は自らを主に捧げ，誕生の前から殉教する選択を知っていたのである．2）
かくして彼は友なる主に向かって意気軒昂と赴く，その主のために彼は身体を
も自ら進んで捧げたのであるが，身体ばかりでなく霊魂も奉献する．これは陪
審員たちが予想していた通りである．そして彼は「愛する兄弟よ」（ﾎﾒﾛｽ『ｲﾘｱ
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ｽ』4,155）という詩人の声を，われらの救い主から耳にする．それは，生涯が
似通っているためである．われわれが殉教を「完成」と呼ぶのは，その人が他
の人々と同じように人生の終焉を獲得するためではなく，むしろ愛の極まれる
業を証しするからである．4）いにしえの人々もまた，ギリシア人たちの中で，
戦争に際して亡くなった人々がある場合，その彼らの死を称揚した．それはそ
の人々が，人為的に死ぬことを画策したのではなく，戦争によって亡くなるこ
とで，恥をかくことなく死ぬことから解放され，身体から切り離されたので
あって，霊魂において疲弊したのでも脆弱になったのでもないからである．彼
は，病ゆえに苦しむ人々の場合とは異なる．彼らは，脆弱となりかつ自らは生
を望みつつもそこから解かれるからである．15.1）苦しむ病人らは，霊魂を浄
らかなまま解き放つことがなく，むしろ，もし誰か彼らの中に有徳の人物がい
なければ，いわばモリブデンのごとき欲情をまとった状態で霊魂を遺すことに
なる．2）しかるに戦いの中で，欲情を伴ったまま死す人々もあるが，彼らが
病のうちに衰弱死するのと何ら変わらない．3）したがって，もし神に対する
告白（homologia）が殉教・証しであるとすれば，神に関する認識を伴って浄
らかに生きる霊魂，掟に聴従する霊魂はすべて，生においても言葉においても
証し人なのである．それはまさしく，霊魂がいつか身体から分離する際，血が，
生涯すべてにわたる信仰を証しするばかりでなく，それに加えて生からの脱出
をも注ぎ出すためである．4）主はまさしく福音の中でこう語っている．＜誰
であれ，父，母，兄弟＞云々を＜福音とわが名のために棄てる者はみな＞（ﾏﾙ
ｺ 10,29 以下），幸いである，と．ここで主は，単に殉教・証しばかりではなく，
覚知をともなった証しを強調しているのである．これは，福音の規範にしたが
い，主に対する愛によって生きる人間の為せる業である．5）というのも，名
をめぐる知識，福音に関する想念が「覚知」の内実を意味するのであって，単
なる名称だけを表すのではないからである．これは「覚知」が，世俗的な生き
方を放棄し，情動に左右されぬ生き方を通じて，あらゆる実体と獲得とを放棄
することを意味することから明らかである．実に「母」という語彙でもって，
祖国と養い手が比喩的に表され，「父」という語彙でもって，政治的な法が意
味されるのと同様である．6）実にこれらは，神の友となるため，また聖性の
より優れた部分に与かるために，高潔な義人によっては相対的に位置づけられ
るべきものである．それはちょうど，使徒たちが為したのと同一のことなので
ある．
　16.1）ここからヘラクレイトスは，次のように言っている．「神々も人間た
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ちも，戦いのために命を落とした人々を尊敬する」（ﾍﾗｸﾚｲﾄｽ断片 24 ﾃﾞｨｰﾙｽ）．
プラトンもまた『国家』篇の第 5 巻でこう記している．「従軍の際に亡くなっ
た人々の中で，優れた名望とともに死した人があれば，この人についてわれわ
れはまずもって＜黄金の種族に属す人だ＞と言いはしないだろうか．いかにも
そのとおりである」（ﾌﾟﾗﾄﾝ『国家』468E）．2）しかるに黄金の種族は，天上
に存し惑いのない圏に見られる神々とともにある．この神々とは，とりわけ人
間たちに関わる先慮という指揮性を有する存在である．3）異端者のある者た
ちは，主の言葉を曲解し，不敬虔かつ憐れむべき仕方で生に執着し，真にある
方（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 3,14）なる神をめぐる覚知こそ真実なる殉教・証しであると述べ
ている．われわれとしても，この点には同意する．しかるに彼らは，自らを自
分自身に対する殺戮者，死をもって証しを立てる殺害者であると自認し，他に
もこの類の怯惰ゆえの詭弁を公然と持ち出すのである．彼らに対しては，しか
るべき時期が到来したおりに反駁が行われるであろう．というのも彼らは，わ
れわれとは諸原理をめぐって考えが異なるからである．17.1）しかるにわれわ
れもまた，死を熱心に追い求める者どもを譴責する．なぜなら，創造主に対す
る憎悪に自らを委ねることに逸る者ども，すなわち死の競技者があり，彼らは
われわれと心を同じくするものではなく，単に名のみを共有するだけだからで
ある．2）われわれは彼らが，自らを証しなしに追い出す者どもと言おう．彼
らは，たとえ公の面前で懲罰されようともそうなのである．3）というのも彼
らは，信篤き殉教の性格を救いとっておらず，真なる神を知らず，虚しき死に
自らを委ねるからであり，それはインドの裸体行者たちが，直火に身をさらす
のと変わらない．4）しかるに，これら偽りの殉教者たちが身体を虐待するの
であれば，彼らは，身体の調和あるあり方とは，その善き本性において思惟と
相伴った姿で見出されるものだということをよく学ぶがよい．18.1）このため
に，『国家』篇の第 3 巻においてプラトンは次のように述べる．彼らはこのプ
ラトンを証人として引き合いに出すのであるが，その際に誕生を悪しきものと
している．プラトンによれば，霊魂の調和を図るために，身体を気遣わねばな
らない（ﾌﾟﾗﾄﾝ『国家』410C）．このあり方によってこそ，真理の告知を行う
者は生きることができ，廉直に生きることができる．なぜならわれわれは，生
きることそして健康を通じて旅をしつつ覚知を学び尽くすことができるからで
ある．2）しかるに必需のものを修め，それらを通じて覚知に資するものをす
べて行うことなくしては，たまたまであっても高みへと到達することは不可能
である．この者には，どうして善く生きることが選択されるべきでなかろうか．
アレクサンドリアのクレメンス『ストロマテイス』（『綴織』）第 4 巻
─全訳─ 
3）実に，善く生きることは生きることのうちに打ち立てられるものであり，
身体を通じて善き生き方に配慮する者が，不死性の習慣へと導かれるのである
から．
V．悲しみ，貧困その他の外的な事柄を軽んじることについて．
　19.1）さて，ストア派のある人々がやはり，霊魂は肉体から何ら影響を受け
ないし，病気によって悪に向かうということも，健康によって徳に近づくとい
うこともない，ということを述べていることは，驚愕するに値する．彼らはこ
れらの双方を「善悪無記」（adiaphora）であると主張する．2）だがかのヨブ
もまた，十全な克己と信仰の護持によって，富める者から貧しい人へ，また栄
誉に満ちた人から不名誉な人へ，健全な人から病める人へと変わったが，それ
はわれわれにとっての善き範例として記されるためであった．彼は試みる人を
恥じ入らせ，創造主を讃え，最初の境遇だけでなく第二の境遇をも耐え忍んだ．
こうして彼は，覚知者たる者がおよそあらゆる境遇を，可能な限りにおいて美
しく用いるべきであるということを教えているのである．3）また使徒は，古
の正しき行いは，われわれ自身による矯正にとっての像であるということを，
次のように強調して述べる．＜わたしが監禁されているのはキリストのためで
あると，兵営全体，その他のすべての人々に知れ渡り，主に結ばれた兄弟たち
の中で多くの者が，わたしの囚われているのを見て確信を得，恐れることなく
ますます勇敢に，御言葉を語るようになった＞（ﾌｨﾘﾋﾟ 1,13 － 14）．すなわち
殉教もまた，回心のための，栄光とともに聖化された範例なのである．4）使
徒は言う．＜記されている事柄はすべて，われわれの教えのために記されてい
るのであって，聖書に記された忍耐と慰めにより，われわれは慰めに向けての
希望を得ることができる＞（ﾛｰﾏ 15,4）．
　20.1）さて，何か苦痛が襲い来た場合，霊魂はここから逃れ，現在の苦悩か
ら解放されることがより価値のあることだと考えるように思われる．言うまで
もなくそのような状況下にあって，霊魂は教えから離れて弛緩し，時には他の
徳もなおざりにされることがある．2）われわれはそのような場合，決して徳
そのものが苦難を被っているとは言わない（徳が病むわけではないから）．む
しろ，徳と病の両方に捕えられ，その桎梏の軋轢に悩むのだと考える．たとえ
崇高な霊魂を備えた人物でなくても，もし克己の習慣を身に付けた者でなかっ
たならば，逃げることと辛抱しないことを等しいと見なすであろう．21.1）こ
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れと同じ事柄は，貧しさに関しても当てはまる．貧しさは，観想と浄らかな無
垢さという必要不可欠なものから，霊魂が遠ざかるように強制する．すなわち，
まだ完全には自らを愛によって神に献げ切っていない者に対して，生計のこと
で思い悩むように強いる．すなわち，健康や，必需品を困難なく所持できるこ
とは，霊魂を自由にして躓きのないかたちに守る．そして霊魂は，現にある財
を十全に用いる術を知るのである．2）使徒は言っている．＜そのような人々
は，肉体に苦労を負うことになるだろう．わたしは，あなた方にそのような苦
労をさせたくない．わたしはあなた方に，品位をもって主を休みなく待ち望む
ことに関して，思い煩いのない状態であって欲しい＞（1 ｺﾘﾝﾄ 7,28；32；35）．
22.1）つまりこれらの事柄に留意せねばならないのは，それ自体のためではな
く，肉体のためである．しかるに肉体に対する配慮は，霊魂を通じて行われ，
霊魂へと上昇する．2）つまり，覚知者に相応しいあり方で生活を送る者は，
霊魂のうちに相応しい事どもを知ることが必然である．というのも彼は，何ら
かの快楽が悪しきものであるということから，快楽は善ではないということを
認めるだろうからである．3）だがその後，もし何らかの快楽をわれわれが選
び取り，何らかを避けるとすれば，すべての快楽が善とは言えないということ
になるだろう．4）同様にして，苦痛に関しても同じ論理が当てはまる．その
うちのあるものについてわれわれは耐え忍ぶが，またあるものについては避け
るということであれば，その選択と回避は知識によって行われるものである．5）
したがって，善なるものは知識であって快楽ではないということになる．その
知識にしたがってわれわれは，何時どのような快楽を選択すべきかを知ること
ができようからである．23.1）殉教者は，現在の苦痛を通して，希望による快
楽を選び取る．もし喉の渇きによって苦痛を覚えるのであれば，飲むことによっ
て快楽が生じるのであるから，先行する苦痛は，快楽を生むものとなったわけ
である．しかるに善を生むようなものは悪とはならないであろう．したがって
そのどちらも悪ではないのである．2）実にシモニデスは，アリストテレスと
同様，こう記している．
　　　「人間にとって，健康であることこそ最上」
続けて，
　　　「第二には，性格において麗しくあること，
　　　　第三には，謀なく富めること」．
3）メガラの人テオグニスもこう言っている．
　　　「貧困を避け，深く口を開けた大海に，キュルノスよ，
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　　　　　切り立った岩場から身を投げるべきだ」（ﾃｵｸﾞﾆｽ，175 以下）．
4）さらには，喜劇詩人のアンティファネスもこう述べている．「富は，より
裕福な他人を見る者をとりこにし，彼を盲目にする」（ｱﾝﾃｨﾌｧﾈｽ，断片 259）．
24.1）実に詩人たちによっては，生まれながらの盲目というものが告げられて
いる．
　　2）「彼女は彼のために，日の光を見ることのない男児を産んだ」
 （ｴｳﾌｫﾘｵﾝ，断片 74）
とカルキスの人エウフォリオンは言っている．
　　3）「富やあまりの贅沢は，人間どもにとって，
　　　　見目良さに通ずる悪しき教え」（ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ『ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｽ』断片 54）
と詩人エウリピデスは『アレクサンドロス』の中で歌っている．4）というのも
　　　「貧困は，同族性を通じて知恵をもたらす」
 （ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ『ﾎﾟﾘｭｲﾄﾞｽ』断片 641.3）．
5）金銭愛は，スパルタのみならず，すべてのポリスを捕らえるのであろう．
　　6）「白い銀貨や金貨は，貨幣であるだけでなく，
　　　　人間どもにとっては卓越性でもある」
 （ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ『ｵｲﾃﾞｨﾌﾟｽ』断片 542）
とソフォクレスは言っている．
VI．至福の数々についての説明．
　25.1）さて，聖なるわれわれの救い主は，霊的な事どもおよび感覚的な事ど
もに関して，貧困と富，およびそれに類する事柄を定めている．主は＜義のた
めに迫害される人々は幸いである＞（ﾏﾀｲ 5,10）と述べ，われわれに対し，い
かなる状況にあっても，証し人を目指すべきことを教えている．2）正義のた
めに貧しくなることがあれば，主が愛した正義とは善きものであることを証し
することになる．また正義のために飢えようと渇こうと，正義が最良のもので
あることを証しすることになる．26.1）同様に，正義のために泣いたり嘆いた
りする人々も，最良の法が美しいものであるということを証ししている．2）
かくして迫害される人々と同様，正義のために餓えたり渇いたりする人々につ
いてもまた，主は「幸いな人々」と呼ぶ．この主とは，飢餓も打ち砕くことの
できない真正なる飲み物を受け取った方である．3）この正義に餓えるとして
も，彼らは幸いなる人々なのである．＜貧しき人々は幸いである＞（ﾏﾀｲ 5,3）．
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それはすなわち，霊においてであれ，正義のための能力に関してであれ，当て
はまる．4）したがって，単に貧しき人々というのではなく，正義のために貧
しくありたいと望む人々，その人々をも，主は「幸いなる者たち」と言って祝
福しているのである．彼らは，この世における名声を，善の余剰物として軽蔑
する人々である．5）同様に，倫理性と身体に関して浄らかであることによっ
て麗しくなった人々，気品に溢れ敬意を払われる人々，また義を通じて「子で
あること」へと招かれた人々，それを通じて＜神の子となる権能＞（ﾖﾊﾈ 1,12），
あるいは＜蛇やマムシを踏みつけて歩く権能＞（ﾙｶ 10,19），また悪魔や神と対
立する力に勝る権能を獲得した人々を，主は祝福する．27.1）総じて主の鍛錬
は，霊魂を肉体から感謝をもって引き離し，霊魂も自らを置き換えによって離
脱させる．2）＜自らの霊魂を見出す者はそれを失い，霊魂を失う者はそれを
見出すであろう＞（ﾏﾀｲ 10,39）からである．ただこれは，われわれが自らの被
死性を，神の不滅性に与かるものとして委ねた場合である．神の望みとは神に
対する認識であり，それは不滅性の共有に他ならない．3）したがって，回心
の論理によって罪深き霊魂を認識するとき，人は罪に引きずられていた霊魂を
罪から解き放つことになる．そして自らを失いながらも，罪に死に信仰に生き
るという従順によって見出すのである．これこそ霊魂を発見するということで
あり，自らを知るということなのである．28.1）しかるに神的なものへの向き
変えについて，ストア派の人々は，霊魂が知恵に転ずるという転化によってこ
れが生ずるのだと主張する（ｸﾘｭｼｯﾎﾟｽ断片 221 ｱﾙﾆﾑ）．2）一方プラトンは，霊
魂がより善きものに向けての転回と，いわば夜から昼への転換を獲得するのだ
と主張する（ﾌﾟﾗﾄﾝ『国家』521C）．3）哲学者たちも，真摯なる人間には，ロ
ゴスに適った導きを認めている．ただしそれは，もし彼が，行動に関わる希望
がもはや何も残されていないほどに，行為することから切り離された場合であ
る．4）しかるに裁判官は，われらの愛する方を否定するよう，われらに強い，
わたしには，誰が神に親しい者か，誰がそうでないのかを吟味しているように
思える．5）この世にあってはもはや，人が何故，人間の破滅かあるいは神の
愛か，そのどちらを選ぶべきなのか，という選択の余地はもう残されていない．
6）悪しき行為からの離反や，より悪しき行為の減退や消滅といったことは，
それらの諸悪の力が，無活動によって滅ぼされてしまったならば，どのように
見出されるのだろうか．これこそ＜あなた方の財産を売り払い，貧しき人々に
売り払うがよい．それからわたしについて来るがよい＞（ﾏﾀｲ 19,21），すなわ
ち主によって語られた言葉に随いて来るがよい，という句の意味するところで
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ある．29.1）しかるに「財産」という語彙に関してある人々は，主はこれを霊
魂のうちにある異質なものを指すのだ，と言う．したがって彼らは，それをど
のようにして貧しき人々に分かち与えるのか，述べることができずにいる．む
しろ神は，経綸の正しさに基づき，すべてのものをすべての人々に，相応しい
分に応じて分かち与えている．2）だから主は，神が分かち与えた財産につい
ては，あなたの寛容さをもって軽んじて，わたしによって語られた言葉に従
い，霊の上昇に努めよ，諸悪からの離脱によって義化されるだけでなく，主に
ならっての善行によって完徳の域に達するがよい，と言うのである．3）律法
の規定を完全に守ってきたと言って誇る若者に対して，主は「隣人を愛してい
ない」と反駁した（ﾏﾙｺ 10,20）．愛は安息日をも支配するものとして，覚知を
伴った上昇によって親切な行為を告げ知らせる．4）したがってわたくしが思
うに，懲罰を恐れるためでも，何らか贈り物が約束されるためでもなく，善そ
のものの故に救いの言葉に近づくべきなのである．30.1）そのような人々は，
聖性の右の座に立つことになる．それに対して，朽ち行くものの寄贈によって
不腐敗性を獲得できると考えている者たちは，二人の兄弟の譬喩のなかで「雇
われ人」と呼ばれている方である（ﾙｶ 15,17）．彼らに関しては，この世では何
ら「像また似姿」（創世 1,26）性が輝き出ることはない．その結果彼らの一方
は救い主への似姿性のもとに生活するが，もう一方は左手に留まり，この人々
の像となるのである．2）しかるに真理には三種類があり，一つは根，後の二
つは基体である．それらに関して，選択意志は等しくない．むしろ選択に際し
ての相違が等しくないのである．3）わたくしが思うに，それは覚知によって
選び取ることと，その模倣によって選択することの相違である．ちょうど，燃
えるもの・照らされるものが，火や光と異なるのと同様である．したがってイ
スラエルは，書面における類似性の光であるのに対して，もう一方は似像であ
る．4）ラザロの譬喩は，主における富める者と貧しき者の像を示すものであ
るが，これは何を意味しているのであろうか．なぜ＜誰も，二人の主人すなわ
ち神とマモンに仕えることはできない＞（ﾏﾀｲ 6,24）のであろうか．ここで主
は，金銭欲のことをこのように名づけているのであるが．31.1）饗宴への招き
に関して，財産欲のたぎる者たちは招かれてもやって来ない．それは彼らが財
を獲得したためではなく，情動と共に獲得したためである．2）＜狐には，ね
ぐらの穴がある＞（ﾏﾀｲ 8,20）．富を掘り掘削することに尽力する者たちは，悪
しき品性の土質的人間として「狐」と呼ばれている．3）同様にヘロデに関し
てもこう言われている．＜あなた方は行って，あの狐に，「今日も明日も，悪
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霊を追い出し，病気を癒し，三日目にすべてを終える」とわたしが言ったと伝
えよ＞（ﾙｶ 13,32）．4）＜天の飛ぶものたち＞は，天における他の鳥からは区
別されていて，真に浄らかであり，天上的なロゴスの覚知に向けて飛び立つ者
たちとされている．5）富や栄誉や結婚ばかりでなく，貧困に関しても，耐え
ることのできない者には幾多の思い煩いがある．それらの思い煩いに関して主
は，四つに分類した種子の譬えでほのめかしているのではないだろうか．主は
御言葉の種子の話をしつつ，茨や垣根の間に落ちた種は，それらの障害物のた
めに窒息し，実りをもたらすに至らないと述べているからである（ﾏﾀｲ 13,7）．
32.1）したがって，突発する出来事の各々に対して，いかに対処すべきかを学
ばねばならない．それは，覚知を伴った善き生き方によって，永遠の生命の習
性に向けて鍛錬するためである．2）というのも，詩人は言う．＜不敬なる者
が横暴を極め，レバノンの杉のように高くそびえるのをわたしは見た＞（以下，
詩篇 36,35 － 37）．聖書は続ける．＜しかし彼は，時が経てば過ぎ去り，見よ，
消え失せる．彼を探そうとも，その場所は見出されえないだろう．悪のない
状態を守り，廉直さに眼差しを注げ．平和な人間には未来がある＞．3）彼は，
心のすべてで偽りなく信じ，霊魂のすべてにおいて穏やかな人であろう．4）
＜というのも彼以外の民は，唇では尊ぶが，その心は主から遠く離れている＞
（ｲｻﾞﾔ 29,13）．＜彼らは口では祝福するが，心では呪っている＞（詩篇 61,5）．
5）＜彼らは口では彼のことを愛したが，舌では彼のことを欺いた．なぜなら彼
らの心は彼とともに真直ぐあることをせず，彼の契約に忠実ではなかったから
だ＞（詩篇 77,36 以下）．33.1）それゆえ，＜偽りを語る口は封じられよ．それ
は義に反して不法を語る唇＞（詩篇 30,19）．さらにはこう述べられる．＜主よ，
滅ぼしたまえ．すべて偽りを語る唇と，大言壮語する舌を．彼らはこう言う．
「われらは自らの舌を誇ろう．自らの唇は自分のためにある．われらの主とは
誰か」．主はこう語る．「わたしはいま立ち上がる．貧しき者たちの虐げと，虐
げに苦しむ者たちの呻きに応えて．わたしは彼らがあえぎ望む救いを提示しよ
う」＞（詩篇 11,4 － 6）．3）キリストはへりくだる者たちの友であり，自らの
群れに対して傲岸にふるまう方ではない．4）＜あなた方は地上に宝を積むこ
とのないようにせよ．そこではシミやウジが宝を台無しにし，盗人たちが掘り
起こしては持ち去るのだから＞（ﾏﾀｲ 6,19）．おそらく主は，財に貪欲な人々を
難詰してこう語るのであろうが，おそらくは単に思い煩ったり，心配性だった
り，はたまた体のことに気を遣い過ぎる人々をも非難しているのであろう．5）
愛欲や病，あるいは悪しき詮索は，思惟とその人の人間性すべてを＜掘り起こ
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す＞からである．しかるにわれわれの真なる宝物庫は，この世にあっては理性
との同起源性である．6）さらに主は，正義に与かる事柄をも伝え，いにしえ
に為された回心の習慣に，その回心によってわれわれが獲得したものを委ね，
神に向かって憐れみを求めて馳せ参じるべきことを強調する．7）この神こそ
真に＜擦り切れることのない財布＞（ﾙｶ 12,33）であり，永遠の生命の路銀で
あり，＜天にあって尽きることのない宝庫＞である．なぜなら＜わたしは，自
分が憐れもうとする者を大いに憐れむ＞（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 33,19）と主は述べている
からである．34.1）さらに主は，義のために貧しくあることを望む人々に対し
て次のことを述べる．なぜなら彼らは，律法を通じて＜滅びに通じる門は広く，
その道も広々として，その道を通って行く人も数多いからである＞（ﾏﾀｲ 7,13）．
2）これは他でもなく，浪費，女好き，名誉心，権力欲，その他同様の情動に
関して述べたものである．主はこう述べる．＜愚か者よ，今宵，お前の生命は
取り去られる．お前が用意したものは，いったい誰のものになるのだろうか＞
（ﾙｶ 12,20）．3）掟は，文面どおりには次のようになっている．＜あらゆる貪欲
さから遠ざかるがよい．自分の生命は，財産を増やすことのできる能力のうち
には置かれていない＞（ﾙｶ 12,15）．4）＜人がもし全世界を手に入れたとして
も，自分の霊魂を失ってしまったなら，いったい何の利があろうか．自分の生
命を買い戻すのに，どんな代価を支払えばよいのか＞（ﾏﾀｲ 16,26）．5）＜だか
ら言っておく．あなた方の霊魂のうちで，何を食べようかとか，何を身にまと
おうかとか，思い悩まないことだ．霊魂は食物よりも尊く，肉体は衣服よりも
尊いからだ＞（ﾙｶ 12,22 以下）．6）さらにはこうも語られる．＜あなた方の父
は，これらの物がすべて必要であることをご存知である．だからまず，天の王
国とその義を求めよ．これらのものは大きいが，先のものは小さい＞（ﾏﾀｲ 6,32
以下；ﾙｶ 12,30 以下）．すなわち，生活に関わる事物は小さく，それらは＜あな
た方に添えて与えられる＞というのである．35.1）いったい，主はわれわれに
対して覚知の生を追い求めるように命じ，業と言葉によって真理を探究するよ
うに勧告しているのではないだろうか．したがって霊魂を教育するキリストは，
富めるものとして，贈り物ではなく選択意志を考えているのである．2）かく
して徴税人のザァカイは（ある人々はマッティアスだと言う），主が自らの許
を訪れることを良しとしたということを耳にして，＜主よ，わたしは自分の財
産の半分を施しとします＞と言い，＜また，誰かから何かだまし取っていたな
ら，それを四倍にして返済します＞と述べた．この彼に対して救い主は言った．
＜人の子はやって来て，今日，失われたものを見出した＞（ﾙｶ 19,8 － 10）．3）
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また主は，富める者がその収入に応じて賽銭箱に献金を投ずるのを見ていたが，
あるやもめが銅貨二枚を入れるのを見て，「このやもめは誰よりも多くを献金
した」と言った．なぜなら他の人々はあり余るものから投じたが，彼女は乏し
い中から残額をすべて投じたからである．36.1）すべては霊魂の教育のために
寄与するということを告げるために，主はこう述べる．＜柔和な人は幸いであ
る．彼らは地を受け継ぐからである＞（ﾏﾀｲ 5,5）．2）ここで「柔和な人」とい
われるのは，霊魂のうちに起こる，憤怒・欲情・あるいはそれらに服属する事
どもをめぐる宥めがたき闘いを終わりにしてしまった人々のことである．主が
「柔和な人」と言って称揚しているのは，自由意志に従ってそうした人々のこ
とであり，不可避な状況に置かれてそうなってしまった人々のことではない．
3）主の許には，人生からの類比により，より多くの報酬と住まいがある（ﾖﾊ
ﾈ 14,2）．4）主はこう述べる．＜預言者を預言者の名のもとに受け入れる人は，
預言者の報いを受け取るであろう．義なる者を義なる者の名のもとに受け入れ
る人は，義なる者の報いを受け取るであろう．これらの小さき弟子たちの一人
を受け入れる者は，その報いを失うことはないであろう＞（ﾏﾀｲ 10,41 以下）．5）
あるいはまた，価値に関する相違，すなわち徳の本質的な取り分について，主
は数に関して同じでない時間をもって告げる．だがさらには，各々の働き手に
対して，同じ報酬が与えられるということが告げられる（ここで報酬とは救い
という報いの意味である．それをデナリオン銀貨が象徴的に表している）．す
なわち，異なった時間分だけ働いても，みな等しく義に与かるということが告
げられるのである（ﾏﾀｲ 20,1 － 16）．37.1）つまり，老人に相応しいとされる
住まいに見合う働き手たちは，語りつくせぬ経綸と秘儀の協働者となるのであ
る．2）「一方，とりわけ敬虔に生きることに相応しいと判断されようと決意す
る者たちは」，プラトンは言う．「この地上の事柄，すなわち牢獄のようなもの
から自由にされ，解放されて，天上界すなわち浄らかな住まいへと至るのであ
る」（ﾌﾟﾗﾄﾝ『ﾌｧｲﾄﾞﾝ』114BC）．3）これと同じ事柄は，いっそうはっきりした
言葉遣いで次のように述べられる．3）「彼らの中で，哲学において十分に浄め
られた人々は，肉体を摂らずに未来永劫に生きるであろう」．そして彼らに対し，
ある者には大気の，ある者には火の衣をまとわせる．4）「さらに彼らは，これ
よりもさらに美しい住まいへと至る．この住まいは，今この世では，明らかに
するのは容易なことではないし，時間も充分ではない」．5）次には相応しくも，
＜泣く者は幸いである．彼らは慰めを受けるであろう＞と語られる（ﾏﾀｲ5,4）．6）
というのも，かつて悪しき生き方をした事柄に関して回心する者は，招かれる
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に至るからである．これこそ「慰めを受ける」ということである．7）しかる
に回心を経る際に二通りの道があり，一方は，行った事柄に関する一般的な恐
れであり，もう一方はより固有のあり方に基づくもので，良心に基づいての霊
魂の自らに対する羞恥である．それがこの世であるのか，あるいはどこか他の
場所であるのかは明白でない．なぜなら神の善行にとって明確な場所というも
のは存在しないのだから．38.1）さらに主はこう語る．＜憐れみ深い人々は幸
いである．彼らは憐れみを受けるであろう＞（ﾏﾀｲ 5,7）．しかるに憐れみとは，
ある哲学者たちが考えているように，他の人の災いに接しての苦難ではなく，
むしろ何か非常に気品に溢れることであり，それは預言者たちが語っていると
おりである．＜わたしが望むのは憐れみであって献げ物ではない＞（ﾎｾｱ 6,6）．
2）したがって主は，憐れみの行為を行う者たちばかりでなく，たとえ可能で
なくとも，憐れみ深くあろうと望む人々をも，憐れみ深い人々であるとする意
向である．彼らにあっても，その選択意志において，そう行為しようという意
志があるからである．3）というのもわれわれは時に，銀の布施によって，あ
るいは身体的な尽力によって憐れみの行為を行いたいと望む．それは，事欠く
人を喜ばせたい，病める人に奉仕したい，困難な状況にある人に援助したいと
いった意向であろう．だが貧困・病・老齢（これも本性的な病である）などの
理由により，われわれは自分の駆られている選択意志をまっとうすることがで
きず，望んでいた事柄を最後まで遂行することができないという場合がある．4）
したがって，その意向を持つ者は，それが可能な者たちと同一の名誉に与かる
ことができる．両者にあって，たとえその一方が富の余剰において勝っていた
としても，その選択意志は等しいのである．
　39.1）さて，救いの完成に向けて遡ろうとする者の道は二つ見出される．そ
れは業と覚知である．したがって主は，心において浄らかな者たちを「幸いな
る者」と呼ぶ．なぜなら彼らは神を見るであろうから，と（ﾏﾀｲ 5,8）．2）だが
もしわれわれが真に真実に目を注ぐなら，覚知は霊魂の支配的部分の浄めであ
り，また善きエネルゲイアでもある．3）したがって実に，善それ自体はそれ
そのものとして善であるが，一方善に与かっているものも善である．ここでわ
れわれが考えているのは，たとえば善き行為などの場合である．しかるに質料
の座を占める事物が中間になければ，行為は善きものとも悪しきものともなり
えない．たとえば生命・健康，その他の必須の事柄，また状況に左右される事
柄がそうである．4）そこで主は，神の認識に至る理性的判断が，身体的な情
動に関して浄らかかつ聖なるものであることを望む．それは，霊魂の支配的な
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座が，自らの力を覆い隠すような病を何ら有しないようにとの意向から出るも
のである．40.1）かくして人は，観想に時を費やすとき，神性との浄らかなる
語らいあいのうちに，覚知者として聖性に与かる者となり，習慣性のうちに無
情動の同一性に専心する者となる．それはもはや，知識を得たり覚知を獲得し
たりするためではなく，知識そのもの・覚知そのものになるプロセスである．
　2）さて＜平和をもたらす者は幸いである＞（ﾏﾀｲ 5,9）と語られる．われわ
れは，理性の思慮（phronēma）に対立する掟や，憤怒の脅迫，欲情の罠やそ
の他の情動など，理性的思考（logismos）に戦いを挑むすべてのものに対し
て，これを馴らし，改めようとする．そして，善き業と真なる言葉に関する知
識に従って生きることにより，もっとも望ましい「子たること」にまで遡る
（apokatastathēnai）．3）生起するあらゆる事柄に対して，変わることなく平和
的なあり方を守り抜くことこそ，完全な平和のもたらしであろう．心の内的な
統合を聖にして美しきものと呼び，神的また人間的な事柄の知識のうちに身を
置き，宇宙にある諸々の対立を，創造の最も麗しき調和と見なせるようになる
からである．4）しかるに彼らは，この世にあって，罪の支配に対し敢然と戦
いを挑む者たちに平和をもたらし，信仰と平和に赴くことを教える．
　41.1）わたくしが思うに，肝要なのは，すべての徳の主がわれわれに対し，
神への愛を通じて死を軽んじ，より覚知に満ちた者となるべきであるというこ
とを教えているという点であろう．2）主はこう語る．＜正義のために迫害さ
れる者たちは幸いである．彼らは神の子と呼ばれるであろう＞（ﾏﾀｲ 5,10）．あ
るいは，福音を改変する者たちのある者はこう述べる．＜正義のために迫害さ
れる者たちは幸いである．なぜなら彼らは完全な者となるであろうから．3）
そしてわたしのために迫害される者たちは幸いである．彼らは迫害されること
のない場所を持つであろうから＞．＜人々があなた方を憎み，追放し，人の子
のためにあなた方の名を悪しきものとして除外するとき，あなた方は幸いであ
る＞（ﾙｶ 6,22）．4）すなわち，もしわれわれが迫害者たちを忌み嫌うことなく，
彼らからの処罰を耐え忍び，彼らを憎まないならば，それはわれわれが試みに
遭うことを考えて予期していたよりも過酷なものであるだろうが，いかなる試
みであれ，それは証しのための端緒となるのだということを認識できよう． 
VII．神のために血を流す人々は幸いであること．
　42.1）その後，偽証をし，自らが不信心であることを証しし，ある悪事に関
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して悪魔の陣営に転ずる人が存在するであろうか．2）彼は主を欺くが，それ
よりもむしろ自らの希望を欺くことになるであろう．なぜなら彼は神を信じて
いないのだから．命じられた事柄を実行しない者は，信じていないのである．3）
ではどうなのだろうか．主を否む者は自らを否むことにならないだろうか．つ
まり彼は，主の家から主人を取り去ることになり，それは自らを，主との自由
な関係から自らを奪い去ることにならないだろうか．従って救い主を否む者は
生命を否むことになる．なぜなら＜光は生命である＞（ﾖﾊﾈ 1,4）からである．4）
主はこれらの人々を「信薄き者」ではなく，「不信心なる者」「偽善者」と呼ぶ．
それは，名を借りているだけの存在であり，信ずる者であることを否定してい
るからである．しかるに信ずる者は僕また友である．5）したがってもしある
人が自らを愛するなら，主を愛し，救いに同意することになり，その結果霊魂
を救うことになる．43.1）そして，たとえあなたが愛ゆえに隣人のために死ん
だとしても，その隣人とはわれわれの救い主であると受け取るならば（という
のも救う人は，救われる者の近くにいる神であると言われているのだから【ｴ
ﾚﾐﾔ 23,23】），あなたは生命のために死を選ぶことによって死に，他者のためよ
りもむしろ自らのために苦しみを被ったということになろう．そしてこの故に
「兄弟」と言われているのではないだろうか（ﾏﾀｲ 12,48）．2）なぜなら神への
愛のために苦しみを被る者は，自らの救いのために苦しみ，さらに自らの救い
のために死ぬ者は主への愛の故に忍耐するのだから．というのも，そのために
苦しみを被った当の相手のために苦しむことを望むのは，他ならぬ生命だから
であり，それはその方の苦しみを通してわれわれが生きるためだからである．3）
＜あなた方はわたしを何者だと言うのか．「主よ，主よ」と言いながら，あなた
方はわたしが言うことを行っていないではないか＞（ﾙｶ 6,46）．3）つまり民には，
唇では愛しながら，その心において主から遠く離れている者もあれば，他の者
を信じ，その者に自らを進んで売り飛ばした者もあるからである．4）救い主の
掟を完遂する者は，そのそれぞれの行いにおいて証しを立て，救い主が望む事
柄を行い，したがって主の名を告げ知らせ，その行いによって，自らが付き随
う方が存在することを証しし，肉を，欲情および情動とともに十字架に懸けて
いるのである．5）＜われわれは，もし霊において生きるなら，霊において歩む
ことにしよう＞（ｶﾞﾗﾃﾔ 5,24 － 25），こう使徒は語っている．5）＜自らの肉に
蒔く者は，肉から腐敗を刈り取るが，霊に蒔く者は，霊から永遠の生命を刈り
取る＞（ｶﾞﾗﾃﾔ 6,8）．
　44.1）憐れむべき人々にとっては，死こそが最も強靭なものであって，これ
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が血による主の証しであると思われている．しかし彼らは，そのような死は扉
に過ぎず，それは真なる生命の端緒なのだということを理解していない．また
彼らは，敬虔に生き抜いた人々の死後の栄誉や，不正にまた放蕩にまみれて生
活してきた人々の懲らしめについて理解することを望まない．彼らのあり方は，
われわれの書物に耳を貸そうとしないのみならず（ほとんどすべての掟がこの
ことを告げているのだから），彼ら自身の言説にも聴き従おうとはしないとい
うものである．2）ピュタゴラス派のテアノはこう記している．「悪事の限り
を尽くして終焉を迎えた悪人どもにとっては，もし霊魂が不滅でなかったなら，
生とは真に饗宴である」（ﾃｱﾉ，断片 5 ﾑﾗｯﾊ）．3）プラトンも『ファイドン』の
中で述べている．それは「もし死が万物からの解放であるなら，死とは僥倖な
のだが」（ﾌﾟﾗﾄﾝ『ﾌｧｲﾄﾞﾝ』107C）以下の部分である．45.1）したがって，アイ
スキュロスのテレフォスとともに「冥土に向かう道はたやすい」（ｱｲｽｷｭﾛｽ『ﾃ
ﾚﾌｫｽ』断片 239）と考えることはできない．逸れる道は多いし，過ちは欺瞞に
満ちているからである．2）おそらく，アリストファネスはこれらの不信なる
者どもを風刺化しているのであろう．
　　　「（彼は言う），さあ，闇に住む者ども，木の葉の種族に似た者どもよ，
　　　　力なき者ども，蝋の産物，陰みたいな輩，か弱き者ども，
　　　　翼なき者ども，一日限りの者ども」（ｱﾘｽﾄﾌｧﾈｽ『鳥』684 － 686）．
3）またエピカルモスが次のように言うのも同様の意であろう．「膨れた鞄，
それが人間の本性」（ｴﾋﾟｶﾙﾓｽ，断片 246 ｶｲﾍﾞﾙ）．4）だがわれわれに対して救
い主はこう語る．＜霊は燃えても，肉は弱い＞（ﾏﾀｲ 26,41）．それゆえ，使徒
は次のように説明する．＜肉の思いは神に敵対する．なぜなら神の法に従わな
いためであるが，もとよりそれは不可能である．肉のうちにある者どもが神を
喜ばせることはできない＞（ﾛｰﾏ 8,7 以下）．5）さらに説明を加え付言するが，
それはマルキオンのように，創造を悪として感謝なく受け入れることのないよ
うにするためである．＜もしあなた方のうちにキリストがいるなら，体は罪の
ために死したものとなっていても，霊は正義によって生命となっている＞（ﾛ
ｰﾏ 8,10）．6）さらにはまた＜あなた方がもし肉に従って生きるなら，死ぬであ
ろう．なぜなら，現在の苦しみは，将来わたしたちに現れされるはずの栄光に
比べれば，取るに足りないと思うからである．もしわれわれが，キリストとと
もに，嗣業に与かる者として苦しみを被るなら，それはわれわれもともに栄光
に与かるためである＞．46.1）＜われわれは，神を愛する者たち，すなわち神
の計画に従って召された者たちには，すべてが益となるように協働するという
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ことを知っている．神は，前もって知っていた者たちを，御子の姿に似たもの
にしようと予め定めた．それは，御子が多くの兄弟たちのなかで，長子となる
ためである．神は予め定めておいた者たちを召し出し，召し出した者たちを義
とし，義とされた者たちに栄光を与えた＞（ﾛｰﾏ 8,28 － 30）．愛によって殉教
が教えられるということが理解できるであろう．2）たとえ，諸々の善との引
き換えのために殉教しようと望んだとしても，さらに次のような言葉を耳にす
るであろう．＜われわれは希望によって救われている．目に見えるものへの希
望は希望ではない．現に目にしているものを誰がなお望むであろうか．ただ，
もし目にしていないものを望むとすれば，忍耐とともにそれを受け取るのであ
る＞（ﾛｰﾏ 8,24 以下）．3）ペトロはこう述べる．＜われわれは，もし義のため
に苦しみを受けるのであれば，幸いである．だが人々に対して恐れを抱いたり，
取り乱したりしてはならない．あなた方の心のなかで主なるキリストを聖なる
ものとせよ．そしてあなた方の抱いている希望について説明を要求する人には，
いつでも弁明できるように備えよ．それも穏やかに，敬意をもって，正しい良
心で弁明するようにせよ．そうすれば，キリストに結ばれたあなた方の善い生
活を罵る者どもは，悪口を言ったことで恥じ入ることになる．もし神の意向が
望むのであれば，善を行って苦しむほうが，悪を行って苦しむよりも良い＞（1
ﾍﾟﾄﾛ 3,14 － 17）．
　47.1）人は，軽口をたたいてこう言うかも知れない．弱き肉体がいかにして，
権力者たちの力と霊に対して抵抗しうるというのか，と．2）だがその人は，
次のことを知るがよい．われわれは全能者と主を後ろ盾にし，勇気を奮って，
この世の闇の権力および死に対して抵抗しているのだ．3）＜あなたが語って
いるときも＞，と述べられる．＜主は言う，見よ，わたしがここにいるのだ＞
（ｲｻﾞﾔ 58,9）．負けることのない助力者，われわれのために覆いを掛けてくれる
方を見よ．4）そこでペトロは言う．＜あなた方を試みるために身に降りかか
る火のような試練を，何か思いがけないことが生じたかのように，驚き怪しん
ではならない．むしろ，キリストの苦しみに与かれれば与かるほど，喜べ．そ
れは，キリストの栄光が現れるときにも，喜びに満ち溢れるためである．あな
た方はキリストの名のために非難されるなら，幸いである．栄光の霊，すなわ
ち神の霊が，あなた方の上に留まるからである＞（1 ﾍﾟﾄﾛ 4,12 － 14）．5）＜「あ
なたのためにわれわれは一日中死んでおり，ほふられる羊の群れのように見な
されている」（詩篇 43,23）と記されているとおりである．だがそのようないか
なる境遇にあっても，われわれを愛してくださる方の力によって，われわれは
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勝利を収めるのだ＞（ﾛｰﾏ 8,36 以下）．
　48.1）「わたしの心のうちにあるものを知りたいとあなたが望んだところで，
　　　　たとえ炎に投じようとも，頭のてっぺんから足の先まで，
　　　　恐ろしい鋸を力いっぱい挽こうとも，あるいはどんな縛めを
　　　　投げかけようとも，それは無理だろう」
 （ｷﾞﾘｼｱ悲劇詩人断片集，作者不詳 114）
と，ある女性が悲劇作品の中で恐れることなく雄々しく叫んでいる．2）ある
いはアンティゴネもまた，クレオンによる布告を軽んじ，勇気をもって次のよ
うに述べる．
　　　「これをわたしに語ったのは，決してゼウスではない」
 （ｿﾌｫｸﾚｽ『ｱﾝﾃｨｺﾞﾈ』450）．
つまり，われわれに告げ知らせるのは神であり，神にこそ従うべきなのである．
3）＜なぜなら，心で信じて義とされ，口で告白して救われるのだから．聖書
にもこう記されている．「すべて主に信を置く者，その人は辱められることが
ない」（ｲｻﾞﾔ 28,16）＞（ﾛｰﾏ 10,10 以下）．4）シモニデスが次のように述べて
いるのももっともである．
　　　「ことわざには，徳の女神はよじ登るのも難しい岩の上に住み，
　　　　素早きニンフの浄らかな群れがその女神を取り巻くと言われる．
　　　　彼女はどんな人間の目にも見えるというわけではない，
　　　　心を噛む汗がその人の内面を浸し，
　　　　その人が勇気もて頂にまで登らない限り」（ｼﾓﾆﾃﾞｽ，断片 58）．
49.1）ピンダロスもこう言っている．
　　　「若者たちの思い煩いは，労苦してめぐり，
　　　　栄誉を見出す．その業は時とともに，
　　　　澄み渡る天に輝きわたる」（ﾋﾟﾝﾀﾞﾛｽ，断片 227 ｼｭﾚｰﾀﾞｰ）．
2）このような考えは，アイスキュロスも抱いていて，次のように歌う．
　　　「労苦する者には，神々より
　　　　労の実りとしての名誉が備えられる」（ｱｲｽｷｭﾛｽ，典拠不詳断片 315）．
3）ヘラクレイトスによれば，「より大いなる運勢は，より大いなる運命を勝ち
取る」と言われる．
　　4）「だが思慮なきまま死すことの奴隷となるのは誰か」
 （ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ，典拠不詳断片 958）．
5）＜なぜなら神はわれわれに，恐れに至る隷属の霊ではなく，力と愛と思慮
アレクサンドリアのクレメンス『ストロマテイス』（『綴織』）第 4 巻
─全訳─ 0
分別の霊を賜った．だから，われわれの主による証しも，主の囚人であるわた
しのことも恥じないで欲しい＞（2ﾃﾓﾃ1,7）と使徒はテモテに宛てて記している．
6）だがもしその人が，使徒に従い，善から離脱することのない人間であるな
らば，彼は悪を退け，偽ることのない愛を得ることであろう．＜なぜなら他者
を愛する者は，律法をまっとうするからである＞（ﾛｰﾏ 13,8）．7）だがもし＜
希望の神＞，すなわちわれわれが証ししている方が，そのとおりであるならば，
われわれはこの希望に向けて馳せ参じることで，自らの希望を証しする．しか
るに使徒は言う，＜善性に満たされた人々は，あらゆる覚知にも満たされる＞
（ﾛｰﾏ 15,13 以下）．
　50.1）インド人たちの中で，哲学者たちは，マケドニア人のアレクサンドロ
スに向かってこう言っている．「あなたは身体を，ある場所からある場所へと
移動させるであろう．しかしわれわれの霊魂に対してあなたは，われわれの望
まぬ事柄を強いることはできないであろう．人間にとって最大の懲らしめは火
である．われわれはこの火を軽んじているのだから」．2）この点に関してはヘ
ラクレイトスもまた，自らはすべてに先んじて一つの名誉を選び取ったが，「多
くの家畜どもに満たされるかのように」（ﾍﾗｸﾚｲﾄｽ断片 28 ﾃﾞｨｰﾙｽ），多くの者に
妥協せざるを得ない，と告白している．
　　　「多くの労苦は身体のためのもの，
　　　　そのためにわれわれは，屋根を葺いた家を見つけ出し，
　　　　白い銀を掘っては大地に蒔く．
　　　　それ以外にも，われわれが名を知っている限りのものを」
 （ｷﾞﾘｼｱ悲劇詩人断片集，作者不詳 115）．
51.1）かくしてこの種の虚しき労は，多くの人々にとって，選択せねばならない
ものとなる．一方，われわれに対しては，使徒が次のように述べている．＜わ
れわれの古い人間性がキリストと共に十字架に付けられたのは，罪の肉体が滅
ぼされ，もう二度とわれわれが罪に隷属しないようになるためだということを
われわれは知っている＞（ﾛｰﾏ 6,6）．2）しかるに使徒は，多くの人々における
信仰の恥ずかしさをも明らかにして，次のように暗に付言しているではないか．
＜わたしに思われるに，神はわれわれを使徒として，あたかも死刑囚であるか
のように，最後に引き出される者とした．われわれは世に対し，天使にも人々
にも，見世物となったからである．今の今まで，われわれは餓え，渇き，裸で，
虐待され，身を寄せるところもなく，苦労して自らの手で稼いでいる．侮辱さ
れては祝福し，迫害されては耐え忍び，罵られては優しい言葉を返している．
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われわれは，世の屑となっているのだ＞（1 ｺﾘﾝﾄ 4,9；11 － 13）．52.1）これと
同様の事柄は，プラトンの『国家』篇のうちにも記されている．それによれば，
義人はたとえ拷問に遭おうとも，両眼をえぐられようとも，幸いであるという．
2）覚知者は，究極の目的を偶然のうちに置かれたものとして有しているので
はない．彼にとって，幸いであるとは覚知者であること，そして幸いにも，神
の王的な友だということのうちにあるのである．3）たとえ誰かがこの人を不
名誉で攻撃し，あるいは追放や財産没収，何にもまして死罪を課すとしても，
この人が自由そして神に対する揺らぐことのない愛から引き離されることはな
い．この愛こそ＜すべてを覆いすべてを耐える＞（1 ｺﾘﾝﾄ 13,7）ものである．4）
愛は，すべてに関して麗しくも神的な先慮を働かせてくれると信じられるもの
である．そこで使徒はこう述べている．＜あなた方に勧告する，わたしに倣う
者となれ＞（1 ｺﾘﾝﾄ 4,16）．53.1）したがって，救いのための最初の階梯は，恐
れを伴った教えであり，これを通じてわれわれは不正から離れ去る．第二に希
望があり，これを通してわれわれは最良のものを追い求める．そして最後を画
すのが愛であり，これは相応しくも，すでに覚知をもって教育するものである．
　2）実際ギリシア人たちは，詳しくは不明であるが，不可抗力に屈し，ロゴ
スによらずに生起する事柄に対して不本意ながらこれに従った，と認めること
がある．3）実際，エウリピデスは次のように述べている．
　　　「婦人よ，わたしが勧めることがらを，受け入れなさい．
　　　　人間には誰一人として，生まれながらにして労苦せぬ者はいない．
　　　　子供たちを埋葬し，他の若者たちの骨を撒き，
　　　　自らも死んでゆくのだ．人が苦しむのはこういった事柄」．
4）詩人はさらに続けてこう述べる．
　　　「本性からして通り抜けねばならない事柄は，経験せねばならない．
　　　　必然的な事柄で，人間にとって恐ろしくないものは何一つ存在しない」
 （ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ『ﾋｭﾌﾟｼﾌﾟﾚ』断片 757）．
　54.1）しかるに完全性に向けて専心する人々にとって，論理的な覚知は先立
つものであり，その礎石となるのは聖なる三位，すなわち＜信仰，希望，愛で
ある．このうち最大のものは愛である＞（1 ｺﾘﾝﾄ 13,13）．2）もちろん＜すべ
てのことが許されている．しかし，すべてのことが有益というわけではない．
すべてのことが許されている．しかし，すべてのことがわれわれを作り上げる
わけではない＞（1 ｺﾘﾝﾄ 10,23）と使徒は述べている．そして＜だれでも，自
分のことだけではなく，他人のことも考えよ＞（1 ｺﾘﾝﾄ 10,24）．これは，家を
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建てまたその上に建て増す者が，行いと同時に教えることも可能となるためで
ある．3）というのも使徒は，＜大地と大地に満ちるものは主のもの＞（詩篇
23,1）ということに同意するものの，弱者に対する良心が優先されるからであ
る．4）＜わたしが良心と言うのは，自分に対する良心ではなく，他人に対す
る良心のことである．なぜなら，何のためにわたしの自由が，他人の良心によっ
て裁かれる必要があるだろうか．もしわたしが感謝して与かっているのであれ
ば，わたしが感謝しているものに関して，なぜわたしが誹謗されねばならない
のか．あなた方は，食べるにせよ飲むにせよ，何かを行うにせよ，すべてを神
の栄光のために行え＞（1 ｺﾘﾝﾄ 10,29 － 31）．5）＜なぜならわれわれは，肉に
おいて歩んでいるものの，肉にしたがって戦うのではない．われわれが戦うた
めの武具は，肉によるものではなく，神によるものであり，要塞を殲滅する力
をも有する．われわれは理屈を打ち破り，主の知に逆らって思い上がるあらゆ
る高慢をなきものとしよう＞（2 ｺﾘﾝﾄ 10,3 － 5）．55.1）覚知者はこれらの武具
によって武装し，次のように言う．「主よ，そのような場面を与えたまえ，そ
して証しを受け取りたまえ．このような危難よ，近づき来るがよい．わたしは
あなたに向けての愛により，軽蔑をもってこの危難に立ち向かおう」と．
　　　「人のうちにあるものの中で，ただ徳だけが，いかなる場合でも，
　　　　扉の外にあるものからは報いを受けることがない．
　　　　徳は自らを，労の褒賞として持つのだ」
 （ｷﾞﾘｼｱ悲劇断片，作者不詳第 116 番）．
3）＜だからあなた方は，神に選ばれた聖なる愛された者として，憐れみの心，
慈愛，謙遜，柔和，謙遜，寛容を身に付けよ．これらすべてに加え，愛をまと
うがよい．愛は完徳のきずななのだから．4）そしてキリストの平和があなた
がたの心を支配するようにせよ．あなた方はこの平和に向けて，一つの体のう
ちに招かれたのだ．そして常に感謝を忘れないように＞（ｺﾛｻｲ 3,12；14 以下）．
つまりこれは，なお肉の身のうちにあっても，いにしえの義人たちが霊魂にお
ける不受動性と不動揺性を獲得していたように，との意味である．
VIII. 教会にあっては，男性に劣らず女性も，隷僕も，
また子供たちも等しく殉教を希求すること．
56.1）アゾトスの人々（ﾍﾛﾄﾞﾄｽ『歴史』2.157；「アゾトスは世界で最も長く籠
城に耐えた町である」）やマケドニア人，ラコニアの人々は，責め苦に遭いな
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がらも苦痛に耐えたが，これはエラトステネスが『善と悪について』の中で述
べていることである．だがそればかりでなく，エレア派のゼノンもまた，語っ
てはならない事柄を話すように強要されたにもかかわらず，一切告白すること
なく拷問に耐えた．彼は死ぬときにも，舌を噛み切って僭主に向かって吐きつ
けた．この僭主とは，ネアルコスだとも，デミュロスだとも言われている．2）
同様の行為は，ピュタゴラス派のテオドトスやラキュデスの弟子であるプラウ
ロスも行っている．それはペルガモンのティモテオスが『哲学者たちの勇敢さ
について』において，またアカイコスが『倫理学』において述べていることで
ある．3）だがそればかりでなく，ペウケティオーンによって捕えられたロー
マ人ポストゥモスも，隠していた事柄については一切明らかにしないばかりか，
手を青銅の如く火にくべ，手が溶け去っても，まったく変わることのない顔つ
きでいたという（ﾌﾟﾙﾀﾙｺｽ『ﾌﾟﾌﾞﾘｺﾗ』17）．4）アナクサルコスのことについて
は沈黙しよう．彼は僭主の許で，鉄の杵で殴打された際，こう叫んだという．「ア
ナクサルコスの鞄を叩け．それならお前はアナクサルコスを叩いたことになら
ないからだ」．
　57,1）さて，幸福への希求も，神へと向かう愛も，偶発的出来事のために弱
められることはなく，自由なままに留まる．それは極めて野卑な獣の前にさら
されようと，燃え盛る火に陥れられようと，暴君の拷問によって命を奪われよ
うと変わることがない．神的な愛に支えられ，非奴隷的なあり方で上界を経巡
り，ただその世界を維持することのできる諸力にのみ肉体を委ねるのである．2）
異邦人のゲタイ族は，哲学を知らぬことのない民族であったが，半神ザモルク
シスの許に送る使者を年ごとに選出していた（ﾍﾛﾄﾞﾄｽ『歴史』4.93 － 94）．こ
のザモルクシスとは，ピュタゴラスの弟子であった．58.1）最も適任であると
判断された者が喉を掻き切られるのであるが，哲学を修めた者たちは，これを
憂うることはあっても，そのために選出されることはない．それは彼らが，幸
いなる奉仕の務めには不適任とされているからである．2）そういうわけで，
教会全体には，一生をかけてキリストに向けた生命をもたらす死のことを思い
巡らす人々に満ち満ちている．それは，男性に限らず思慮を備えた女性に関し
ても言えることである．3）なぜならわれわれに倣った生き方をしている者で
あれば，無学な者であれ，そして異邦人であれギリシア人であれ，奴隷であれ
老人であれ子供であれ婦人であれ，愛智に励むことは可能だからである．とい
うのも思慮は，すべての人間にとって，それを選び取る人でありさえするなら，
共通のものだからである．われわれの間では，この本性はどの種族であっても
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同一であり，かつ同じ力を有するものと同意されている．59.1）したがって，
人間性に関して女性と男性が異なった本性を有しているとは思われないだけで
なく，むしろ同一の本性，すなわち同一の徳を有しているということになる．2）
そしてもし，男性の徳が，結局のところ節制（sōphrosynē），正義（dikaiosynē），
さらにはこれらに伴う限りのものであると考えられるとすれば，一体全体，男
性だけが有徳であり，女性は自制心を欠き正義に悖ると言うのは適切なことで
あろうか．むしろそのようなことを述べるだけでも不適切である．3）である
から節制，正義，さらにはそれ以外のすべての徳について，女性も男性も，自
由人も奴隷も異なることなく涵養に努めるべきである．なぜなら一にして同じ
徳が同一の本性に属しているのであるから．4）だからといって，女性の本性が，
女性である限りにおいて，男性のものに照らして同一であるとはわれわれは言
わない．というのも女性・男性のそれぞれについて，まったくもって何らかの
相違点が存在してしかるべきだからである．その相違のゆえに両者の一方は女
性であり，一方は男性なのであるから．5）実際，妊娠し出産するのは女性に
固有のことであるとわれわれは言う．それは人間だからではなく，女性だから
為せる業なのである．もし男性と女性とにまったく相違点が存在しないとすれ
ば，両者の各々がまったく同じことを行為し被ることであろう．60.1）したがっ
て，霊魂に関して両者に同一のものが認められるのと同じように，両者は同一
の徳へと至る．しかるにその相違点というのは，身体上の特性によるものであっ
て，妊娠と家事に関わる事柄である．2）使徒は述べる．＜あなた方には次の
ことを知っておいていただきたい．すべての男性の頭はキリスト，女性の頭は
男性である．男性が女性から出たのではなく , 女性が男性から出たからである．
主にあっては，男性なしの女性もなければ，女性なしの男性もない＞（1 ｺﾘﾝ
ﾄ 11,3；8；11）．3）なぜならわれわれは，男性は思慮深くあり快楽に打ち克つ
べきだと言うのと同様に，女性に対しても，思慮深くある者，また快楽と戦う
ことを心がける者を高く評価するからである．4）使徒の勧告は次のように述
べている．＜わたしは言いたい．霊に従って歩み，肉の欲情を決して満たそう
とすべきではない．なぜなら肉は霊に逆らって欲情を起こし，霊は肉に反する
からである＞．つまり＜これらは対立しあうものである＞（ｶﾞﾗﾃﾔ 5,16 以下）が，
それは悪が善に対立するような形でではなく，互いに益しあうようなかたちで
戦っているという意味である．61.1）さらに使徒はこう付言する．＜あなた方
は望むことを，できないでいるのである＞．＜肉の業は明らかである．それは
姦淫，わいせつ，好色，偶像崇拝，魔術，敵意，争い，そねみ，怒り，利己心，
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不和，仲間争い，妬み，泥酔，酒宴，その他この類のものである．以前言って
おいたように，ここでも前もって述べるが，このようなことを行う者は，神の
国を受け継ぐことができない．それに対して霊の実は愛，喜び，平和，寛容，
親切，克己，善意，信仰，柔和である＞（ｶﾞﾗﾃﾔ 5,19 － 23）．思うに，ここで「肉」
とは罪深い人々のことであり，「霊」とは正しき人々を言っているのであろう．
2）実に，勇気に関わる事柄は，度胸および忍耐に加えて受け取られるべきで
ある．それは，片方の頬を打つ者にはもう一方の頬を差し出し，外衣を剥ぎ取
る者には下衣をも提供すべきであり（ﾙｶ 6,29），このように雄々しく怒りに打
ち勝つことが必要なのである．3）というのもわれわれは，アマゾン族のような，
戦事に関して勇敢である女性たちを尊んでいるのではなく，むしろ男性に関し
ても平和的であることを望むからである．62.1）わたくしが耳にしていること
には，サウロマタイ族の女性たちは，男性たちに劣ることなく，戦争において
活躍するという．サカス族の女性たちもそうであると言われ，彼女たちは男性
たちと同様，逃げると見せかけて後ろ向きに弓矢を射る．2）わたくしはまた，
隣国のイベリアの女性たちも，男性顔負けの業と労働に従事することを知って
いる．彼女たちは，出産を間近に控えていても，為すべき事柄をなおざりにす
ることがなく，しばしば労働の格闘の中で，臨月の女性が胎児を産み落とし，
家に抱えて帰ると言われている．3）実に，彼女たちは雌犬が雄犬に何ら劣る
ことがないように，家事に勤しみ，狩りをし，群れを守るのである．
　　　「クレタ島の犬は，ゴルゴの如く，鹿の足跡を追って駆ける」
 （ｱﾝﾃｨﾊﾟﾄﾛｽ『ギリシア詩歌集』Anthologia Palatina 9.268.1）．
4）したがって女性もまた，男性と同様に，哲学の業に励むべきである．それ
はたとえ，男性のほうが優れた結果を出し，女性的にならない限り，すべてに
おいて結果的に第一位を占めるということになってもである．63.1）実に，人
間の種全体にとって，もしも幸福を希求するのでさえあれば，教養と徳とは必
須のものである．2）したがって，エウリピデスもこのことを多様な仕方で書
き記している．たとえば
　　　「妻というものは，どうしたって夫よりも劣るもの，
　　　　たとえ最悪の男が誉れ高き女性を娶ろうとも」
 （ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ『ｵｲﾃﾞｨﾌﾟｽ』断片 546）．
3）またこうも述べている．
　　　「思慮深い妻も結局は夫のはしため，
　　　　とも棲みの夫を差し置くのは，思慮なき女が無思慮からすること．
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　　4）　なぜなら，夫と妻とが心を一つにし，
　　　　ともに家庭を治めるなら，これに勝る優れたことは
　　　　何一つないのだから」（ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ『ｵｲﾃﾞｨﾌﾟｽ』断片 545）．
つまり，肝心なのは頭（かしら）となる存在なのである．5）しかるにもし＜
夫の頭は主であり，妻の頭は夫である＞（1 ｺﾘﾝﾄ 11,3）ならば，夫は妻の頭で
あり＜神の似像また栄光である＞（1 ｺﾘﾝﾄ 11,7）．64.1）それゆえ使徒はエフェ
ソスの人々に宛てて次のようにも記している．＜神への畏れのうちに，互いに
仕えあえ．妻たちは，夫たちに，主に仕えるように仕えよ．キリストは体の救
い主として，教会の頭であるように，夫は妻の頭であるから．教会がキリスト
に仕えるように，妻たちはすべてにおいて夫に仕えよ．2）夫たちよ，妻たち
を愛せ．キリストが教会を愛したように．夫たちは，自分の体を愛するように，
自分の妻たちを愛すべきである．自らの妻を愛する者は，自分自身を愛するの
である．自分の肉体を憎む者は一人としていない＞（ｴﾌｪｿ 5,21 － 25；28 以下）．
65.1）さらに使徒は『コロサイの教会への書簡』においても次のように述べて
いる．＜妻たちは，夫たちに従え．それは主において相応しいことなのだ．夫
たちよ，妻たちを愛し，彼女たちに辛く当たってはならない．子たちよ，すべ
てにおいて両親に従え．それは主に喜ばれることなのだ．父親たちよ，子供た
ち苛立たせてはならない．いじけるといけないから．2）奴隷たちよ，すべて
において，肉における主人に従え．人にへつらおうとしてうわべだけで仕える
ようなことはせず，心の廉直さをもって主を恐れよ．何をするにしても，人に
対してではなく，主に対して仕えるように，心から行え．あなた方は，御国を
受け継ぐという報いを主から受けることを知っている．あなた方は主であるキ
リストに仕えているのだ．不義を行う者は，その不義の報いを受けるであろう．
そこに人の分け隔てはない．3）主人たち，奴隷を正しく，公平に扱え．あな
た方の主は，天におられるからだ＞（ｺﾛｻｲ 3,18 － 4,1）．4）＜そこにはもう，
ギリシア人とユダヤ人，割礼と無割礼，未開人，スキタイ人，奴隷，自由人た
ちの差はない．すべてにおいてキリストがすべてなのである．66.1）地上の教
会は天の教会の像である．実際われわれは，神の意向が天におけるごとく地上
にも実現されるように，と祈っている（ﾏﾀｲ 6,10）．2）あなた方は，憐れみの心，
親切，謙遜さ，温順さ，寛容さを身にまとうがよい．互いに耐え忍び，もし誰
かが誰かに対して非難の思いを持っていたとしても，互いに赦し合え．キリス
トがわれわれを赦して下さったように，われわれもまた，互いに赦し合え．3）
これらすべての上に愛が置かれる．これは，完全性をもたらす絆である．そし
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てキリストの平和が，あなた方の心のうちで支配しているようにせよ．その平
和に向け，あなた方は一つの体のうちに招かれているのである．そしてあなた
方は感謝を忘れないようにするがよい＞（ｺﾛｻｲ 3,12 － 15）．4）もしマルキオ
ンが，この句を幾分変改して信じているとすれば，彼の恥となるように，この
聖句をしばしば引くことを何事も妨げない．彼は，われわれを招き，肉体のう
ちに福音を継げた創造者たる神を信じ，感謝すべきであるということを学ぶべ
きなのだから．
　67.1）これらの事どもを通じて，信仰が一なるものであることと，「まった
き人」がどのような存在であるのかということについて，われわれに明らかと
なったと考える．かくして，誰か不本意かつほとんど抵抗する人々があったと
して，たとえ彼らが夫によるあるいは主人による懲罰に懸かったとしても，そ
の人は，召使とは何者か，妻とは何者かという問題について哲学するであろう．
2）たとえその人に，僭主から死をもって威嚇がなされたとしても，その人は
自由であり，たとえ裁判所に連行され，最大の危難に引かれようと，全財産没
収の危機に立たされようと，その人は何をもってしても敬神の念から引き離さ
れることはないであろう．3）妻は，悪しき夫と共棲していようと，子は悪し
き父を持とうと，召使は邪悪な主人を持っていようと，彼らはその状況を否む
ことなく，真摯に徳に留まるであろう．4）ただもし夫にとって，死ぬことが
徳や自由や自分自身のために美であるということであれば，それは妻にとって
も同じことであろう．というのもこれは男性の本性に固有の事柄というわけで
はなく，善き人すべてに固有の事柄なのであるから．68.1）したがって，年長
者であれ若者であれ召使であれ，掟に従うならば信をもって，生きることも，
もし必要であるならば死ぬこともできるであろう．それは，死をもって命を得
ることができるためである．2）実にわれわれは，子供たちや召使たち，妻た
ちがしばしば，父や主人や夫たちが望まぬのに，彼らよりも優れた者となるこ
とを知っている．3）敬神の念をもって生きようとする者たちは，もしいやし
くも，彼らが何かを実行しようと決断したのであれば，決して目標を小ぶりに
する必要はなく，むしろそれに際立って尽力し，果敢に闘いを挑むことのほう
が，はるかに適切であると考える．それは，打ち破れて最上のかつ必要不可欠
な意図から脱落することのないようにするためである．4）というのもわたく
しは，全能者の優れた崇拝者になるか，悪霊の闇を選ぶかという選択を受け入
れるべきではないと思うからである．他の人々のためにわれわれが為す事柄は，
時に，彼らのためになるようにと決断したその人々に目を注ごうと試みて実行
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するものである．その判断は，彼らに喜ばれるためということであろう．しか
るに誰か他の人々のためよりもむしろ，自ら自身のために行う事柄は，たとえ
誰かに喜ばれるにせよ喜ばれないにせよ，われわれにとっては同じ熱心さで実
行されることであろう．69.1）ただもし，善悪無記なるもののうちのいくつかが，
気の進まぬ人であっても選択すべきものだと思われるほどの誉れをかち得るの
であれば，徳はそれよりもはるかに優って獲得せねばならないと考えるべきで
ある．それは何か別の事柄に目を逸らすことなく，ただ麗しく行われうるとい
うそのことだけのためなのであり，ある人にはよいと思われるが別の人にとっ
てはそうではないという場合であってもそうなのである．2）したがって，エピ
クロスがメノイケウスに宛てて次のように記しているのも相応しいことである．
「人は，たとえ若くなくとも哲学すべきであるし，たとえ老いていなくとも哲学
することで疲弊すべきである．というのも霊魂に関して健康であるために，人
が時機を逸するということはないからである．3）しかるに＜自分はまだ哲学す
べきときではない＞とか＜自分にとって哲学すべきときはすでに過ぎ去った＞
などと言う者は，＜幸福であるために，格好の時機はまだ来ていない＞と言う
人に似ている．4）したがって，若者によっても老人によっても哲学すべきなの
であって，後者にとっては，老いつつも，すでに起こった出来事への感謝によっ
て，諸善によって若返るためであるし，前者にとっては，将来の事柄への恐怖
のなさによって，若いと同時に老いることができるためなのである」．
IX. キリストが殉教のもつ恵みについて語ったことを，
ここに列挙し，例示する．
　70.1）ところで，殉教については主が明らかに語っており，様々なかたちで
記された事どもをまとめたい．＜わたしはあなた方に言う．人々の前で，わた
しのうちにいると表明する者はすべて，人の子も神の天使たちの前で，その人
のうちにいると表明する．しかるに人々の前でわたしを否む者に対し，わたし
は天使たちの前でその人を否む＞（ﾙｶ 12,8 以下）．2）＜不義にして罪深いこ
の時代に，わたしやわたしの言葉を恥じる者に対し，人の子は，天使たちとと
もに父の栄光のうちにやって来るとき，その人を恥じるであろう＞（ﾏﾙｺ 8,38）．
3）＜すべて，人々の前で，わたしのうちにいると表明する者に対し，わたし
もまた，天におられるわたしの父の前でその人のうちにいると表明するであろ
う＞（ﾏﾀｲ 10,32）．4）＜あなた方は，会堂や役人，権力者のところに連れて行
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かれたときには，どのように弁明しようかとか，何を話そうかなどと思い悩ん
ではならない．そのようなときには，聖霊があなた方に対して，何を話すべき
かを教えてくれるであろうから＞（ﾙｶ 12,11 以下）．
　71.1）ウァレンティノス学派の中で最も名声を博すヘラクレオンは，この一
節を解釈し，同意の表明（homologia）とは，一方では信仰と生き方のうちに
あり，他方では発語のうちにあると述べている．＜まず，発語のうちにある同
意は，たしかに有力なものではあり，多くの者どもは，これだけが同意である
と考えているが，その解釈は健全ではない．この同意に関しては，偽善者でも
同意しうるからである．3）またその際の言葉は，普遍的に語られるのが見出
されるものでもない．救われる者すべてが，発語による同意に合意し，マタイ
やフィリポ，トマス，レビまた他の多くの者たちがそこから旅立った共同体か
ら旅立ったわけではない．4）しかも，発語による同意は全面的なものではなく，
個別的なものである．ここで「全面的な」と述べられているのは，主に対する
信仰に相応しい業と行為のうちなる同意である．このような同意の後に，力を
持った個別の合意が伴う．それは言葉が必要とされ，また理性がそれを選択し
た場合である．理性は発語をもってしても合意するからであるが，それは，そ
れ以前に意向（diathesis）において合意した場合である．72.1）そこで，適切
に合意する者に関して「わたしのうちに」と主は述べるのに対し，これを否む
者に関して「わたしを」という句を付加している．というのも後者の者どもは，
たとえ発語において主に合意したとしても，行為において合意していないため
に，主を否むことになるからである．2）主に対する合意と行為のうちに生き
る人々だけが「主において」合意している．それらの合意と行為のうちに自ら
合意し，それらを受け容れそれらによって支えられて初めてそう言えるのであ
る．それ故このような人々は，決して主を否むことができない．主のうちにな
い者どもが主を否むのである．3）というのも主は「わたしにおいて否む」と
は言わず，「わたしを否む」と述べているからである．4）しかるに「人々の前で」
とは，救われる者・異邦人に関して等しく「その前で」と語られているのであ
り，彼らの前で，生き方と発語において等しく合意する者，の意なのである＞．
　73.1）以上はヘラクレオンの弁である．彼には，当該の一節について，他の
点でもわれわれと見解を同じくしているように思える箇所があるが，次のこと
に関しては注目していない．すなわち彼は，もしある人が行為と生き方におい
て，人々の前でキリストへの信を表明していないように見えたとしても，陪審
院において言葉でキリストへの信を表明し，死に至るまでの拷問に苛まれた
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人々は，その意向において，信仰していたということを否定していないように
思われるという問題については何ら着目していない．2）その意向とは，キリ
ストへの信を表明するものであり，とりわけ肉体の欲望によって生じるすべて
の情動のうちの一つによることもなく死に向かうものであり，それらを処断す
るものである．3）というのもその回心とは，いわば人生の終焉に際し，行為
によって集中的に為されるものであり，キリストへの真なる信の表明であって，
言葉とはそれを証しするものだからである．4）しかるにわれわれに内在する「父
の霊」が証しするのだとすれば，言葉だけで証しを立てると言われている偽善
者たちはどうなのであろうか．5）ある人々には，もし適切であれば，弁明す
る機会が与えられるであろうが，それはすべての人々がその証しと弁明によっ
て益されるためである．つまり教会に属す人々は力づけられる一方，異邦の者
で救いを希求する人々は賛嘆を通じて信へと導かれ，さらにそれ以外の人々は，
驚きに捕えられるためである．74.1）かくして証しを立てることはすべての場
合において不可欠である．なぜならそれはわれわれの能力のうちにあるから．
しかし弁明をすることが，すべての場合において不可欠であるとは限らない．
それはわれわれの能力の外にあるからである．＜最後まで忍耐する者，彼は救
われるであろう＞（ﾏﾀｲ 10,22；24,13；ﾏﾙｺ 13,13）．2）だが，人が熟慮してみ
た場合，神にあって僕となることではなく，王となることの方を選択する者が
誰かあるだろうか．3）使徒によれば，＜それらの者たちは，神を知っている
と公言しながら，実はその行いにおいて神を否定しているのだ．彼らは嫌悪す
べき人間で，不従順であり，あらゆる善き行いに照らして失格者である＞（ﾃﾄ
ｽ 1,16）．たとえ彼らがこのことだけに関しては証しを立てたにせよ，それは善
き業の一つだけを完遂したことにしかならないのだ．したがって，殉教とは過
ちの，栄光を伴う浄めであるように思われる．4）かの“牧者”もこう述べて
いる．「もしあなた方の心が浄らかで咎なきものとなるならば，野獣の力に対
してであれ，これを逃れることができるだろう」（『ﾍﾙﾏｽの牧者』4,2,5）．それ
ばかりでなく主は自らこう述べている．＜サタンはあなたがたを篩にかけるこ
とを願い，聞き届けられた．だがわたしはあなた方の信仰がなくならないよう
に祈った＞（ﾙｶ 22,31 以下）．75.1）したがって主はまず，自らに対してたくら
みをなす人間ども，および不信心なる者どもの浄めのために杯を飲み干した．
この主に倣い，使徒たちは，いわば真なる覚知者またまったき人として，自ら
が据えた教会のために苦難を被った．2）かくして，使徒的な足跡に従って歩
む人々は，覚知者また過つことのなき者とならねばならない．さらに主に対
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する愛をもって隣人をも愛さねばならない．それは，もし状況がそう招くので
あれば，教会のために躓くことなく迫害に忍耐し杯を飲まんがためである．3）
しかるに生涯のうちにあっては業をもって，また裁きの場にあっては言葉を
もって証しを立てる者は，希望を受け入れるにせよ恐れを払拭するにせよ，単
に口先だけでもって救いを証しする者たちよりも優れている．4）ただもし誰か，
さらに愛へと前進する者があれば，彼こそ真に幸いにして正真正銘の殉教者で
ある．彼は主に従って掟と神に対し，完全な形で証しを立てる者である．主は
彼のことを愛し，兄弟として認める．彼こそは，自らのすべてを神に対する愛
のゆえに奉献する者であり，人間としてのあり方の返還を要求されたとき，こ
れを言わば預かり金として，感謝と愛をもって返納するのである．
X．自ら裁判官たちに訴える者たちを厳しく批判する．
　76.1）こうも語られている．＜ある町で迫害されたときには，他の町へ逃げ
よ＞（マタイ 10.23）．これは，迫害されることが悪であるがゆえに逃げること
を勧めているのでも，彼らが死を恐れるがゆえに逃亡によって死を避けよと勧
めているのでもない．2）御言葉はわれわれに，誰に対してであれ─われわれ
自身にであれ，迫害者にであれ，殺害者にであれ─何か悪の原因や遠因になら
ないようにと望んでいるのである．すなわち御言葉は，ある意味で危機を回避
するようにと命じているのである．したがってこの教えに聞き従わない者は，
不遜であり向こう見ずである．77.1）もし＜神の人＞（1 ﾃﾓﾃ 6,11）を殺害する
者があれば，その者は神に対して罪を犯すことになる．また自ら法廷へと出廷
する者は，彼を殺害する者に対して罪を犯すことになる．これは，迫害を回避
しない者，また尊大にも自らを捕らわれ人として差し出す者の場合である．こ
の人はおそらく，迫害の場にあって擁護を行わない人なのであり，自らを傲岸
さに囚われやすい者として差し出すことになろう．この人物は，自らになしう
る限りにおいて，迫害者の悪辣さに協調する者なのであり，もしさらに炊きつ
ければ，完全な原因となり，獣と化す者なのである．2）同様に，戦争あるい
は罰あるいは敵意あるいは裁きに対し，もし原因が供されれば，彼は迫害の端
緒となることであろう．3）それゆえ，御言葉はわれわれに対して，この世に
ある者の誰に対しても刃向かうなと命じるだけでなく，上着を奪い取る者には
下着をも提供せよと命じているのである．それは，我々が情念に縛られないで
いるためだけでなく，我々を訴え出る者どもに逆らって怒気をあおらないため
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であり，我々のために神の御名に対する誹謗を煽動しないためである．
XI．「もし神があなたがたを顧みているのなら，
なぜあなたがたは苦難を被るのか？」という異議に対する回答．
　78.1）彼らは言う．「いったい，もし神があなた方を気遣っているのなら，
何故あなた方は迫害され殺害されるのか？あるいは神自らあなた方をそのよう
な目に遭わせているのではないのか？」．だがわれわれはそのようには考えな
い．すなわち，主がわれわれに対して，危難の状況下に志操を崩すことを望ん
でいるとは思わない．むしろ，神は生起するであろう事どもを預言者的に前もっ
て語っていると考える．すなわち，われわれは主の名ゆえに迫害され，殺され，
串刺しに遭うのだ，と．2）その結果，われわれが迫害されることを望んでい
るのではなく，われわれが信じている事柄自らが語り出し，生起するであろう
と公言されているがゆえに，堪忍すべきだということが明らかにされるので
あって，それによってわれわれの嗣業が告げ知らされる．従ってわれわれのみ
ではなく，われわれは多くの人々とともに懲らしめに遭うのである．だが彼ら
は，悪事を働く者たちこそ，処罰を被って正当である，と言う．79.1）したがっ
て彼らは，われわれが正義のために不当に処罰される場合，そのわれわれのた
めに証しすることに反対する．だがこれは逆で，裁判官の不義が先慮を基にし
ているわけではない．というのも裁判官は，自らの見解の主であるべきであり，
霊魂を伴わぬ楽器の如くに，他からのみ原因を端緒として得て楽器を奏でよう
とするのは間違っている．２）実に裁判官は，裁く事柄に関して，ちょうどわ
れわれが宗派各々の選択や忍耐に照らして判断するように，判決を下す．とこ
ろが，たとえわれわれが不正を犯していなくとも，裁判官は，あたかもわれわ
れが不正を働いているかのように，処罰を課し，外界の事柄に原因を求めるの
である（ｳﾞｨﾗﾓｳﾞｨｯﾂの提唱読みに従う）．というのも彼は，われわれに関わる
事柄を知らず，知ることを望みもせず，先入観に囚われ虚しく誘導され，裁き
を下すからである．3）かくして彼らはわれわれを弾圧するが，それは彼らが，
われわれを不義であると判断しているためではなく，単にキリスト教徒である
という理由のみにより生命に対して不正を働いていると思い込んでいるからで
ある．彼らのこの考えは，同じように生活している人々，および似た生活を選
択している他の人々に対しても向けられている．
　80.1）「あなた方は，迫害されていながらなぜ助けを得られないのか？」と
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彼らは言う．だが，どうしてわれわれは，不正を被ることになるのだろうか．
死によって主の許へと解放され，あたかも時代と年齢を改められるかのよう
に，生命の変容を経られるというのに．だからわれわれがよく考えてみるなら
ば，この世からの速やかなる退去の端緒を与えてくれる人々に，感謝をするこ
とになるだろう，もし愛をもって殉教するならば．2）けれどももしわれわれ
が，多くの人々の目に，何か悪しき人々であるかのように思われるのでないと
すれば，彼ら自身も真理を知ることができ，すべての人々が道の始まりに立つ
ことができ，異端も存在しなくなるであろう．3）というのもわれわれの信仰
は＜世の光＞であり（ﾏﾀｲ 5,14），不信仰を暴くものだからである．4）「たとえ
アニュトスとメレトスがわたしを殺したとしても，わたしはまったく害される
ことはない．なぜならわたしは，優れたものが劣ったものによって害されると
いうことは許されることではないと考えるからである」（ﾌﾟﾗﾄﾝ『ｿｸﾗﾃｽの弁明』
30CD）．5）したがって，われわれは各人，雄々しく次のように述べるべきで
ある．＜主はわが助け，わたしは恐れることはない．人がわたしに何を為し得
ようというのか＞（詩篇 117,6）．＜義しき人々の霊魂は神のうちにあり，拷問
も彼らには何の影響も及ぼさない＞（知恵 3,1）．
XII．「殉教とは嘆願の一種だ」と考える　
　　バシレイデスの見解に対する論駁．
　81.1）一方バシレイデスは，『釈義』の第 23 巻において，殉教によって懲罰
を受ける人々に関して次のような表現で記している．2）「わたしが言うのは，
艱難と呼ばれている事柄を陥る人々は誰であれ，たとえ知らずに他の異端に
陥って罪を犯したとしても，この善に導かれれば，これをもたらした人の善意
によって，なかんずく次のような刑罰に処せられることになる．それは，悪だ
として見解の一致を見る事柄に断罪されて苦難を被るのでも，姦通者とか殺人
者とかいった蔑称で呼ばわれるのでもなく，本性上キリスト教徒であるという
理由で弾劾されるのである．このことは彼らを，苦難を被っているように見え
ないという点で慰める．3）またたとえ，彼らがまったく罪を犯していないの
に苦難を被ることになるとして，これは実に稀有なことであるが，その人は何
か権力者の陰謀にはまったのではなく，罪を犯したこともないように思える幼
児が苦難を被っているのだと納得されるであろう」．82.1）さらに少しく後で
こう付言している．「それまで罪を犯したことのなかった，ないし行為におい
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てまったく何も罪を犯したことのなかった幼児でも，自らのうちには罪を犯す
芽を有している．なぜならこの子が苦難を被る場に置かれれば，善い行為をお
こない，多くの悩ましき行いは避けるようになるからである．まさしくちょう
どこれと同じように，たまたま行為においてそれまで何も罪を犯したことのな
いまったき人であっても，苦難を被る場面に置かれれば，先の幼児と同じよう
な経験をする．それは自らのうちに罪を犯す芽を有しているからである．それ
まで罪を犯さなかったのは，この罪を犯す端緒を得ることがなかったために過
ぎない．だから彼が罪を犯さないと考えるべきではない．2）というのも，た
とえ姦通しないにしても，姦通したいと欲する者は姦通者であり，また実際に
は殺害することができないにしても，殺人を犯したいと欲する人間は殺人者で
ある．ちょうどそれと同じように，わたしが＜罪なき人＞と呼ぶ人間であって
も，彼がもし苦難に陥るのをわたしが目にしたならば，たとえそれまで何ら悪
を行っていなかったにせよ，罪を犯すことを望んでいたのだとして，わたしは
悪人と呼ぼう．なぜならわたしは，悪に備えるよりもむしろ，すべてに備える
べきだと言いたいからである」．83.1）しかる後，彼は主に関する話題に移るが，
あたかも人間に関してであるかのようにこう語る．「これらの推論をすべて省
略し，あなたはかれこれの人の例を挙げてわたしを当惑させ，こう言うかもし
れない．＜こんな人は，だから罪を犯したのだ．実際，彼は苦しんでいるのだ＞．
ならば，もし許してもらえるなら，わたしはあなたにこう答えよう．＜彼は罪
を犯していない．苦しめる幼児に似ているだけだ＞と．さらにもし論旨を捻じ
曲げるのであれば，わたしはこう答えよう．＜誰であれ，あなたが名を挙げる
人は人間であるが，神は義なる方である＞と．誰かが言ったように，人は誰も
穢れから浄らかではありえない」．2）実のところ，バシレイデスによる仮説は，
次のように述べられる．霊魂は，以前の生において先に罪を犯したため，今こ
の世において懲罰に遭っている．すなわち選ばれた霊魂は殉教によって誉れあ
る姿で，それ以外の霊魂は地上の懲罰により浄めを受けているのだ，と．だが
どうして，われわれにとってこれが正しいと言えるのだろうか，懲罰を受けて
いるのかそうでないのかを同意するかしないかという問いを課せられて．とい
うのもバシレイデスによる先慮は，拒否するであろう者にあって崩壊するから
である．84.1）そこでわたくしとしては，彼に対し，捕えられた証聖者に関し
て尋ねてみたい．この証聖者は，先慮によって殉教するから懲罰を受けること
になるのか，それともそうではないのか，と．否定をすれば，彼は懲罰を受け
ないことになるだろう．2）だがもし，その場を逃れることでこの男は懲罰を
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受けるべきではないと言うのであれば，否定するであろう人々の破滅を，自ら
の意志ではなく先慮によってさらに証しするであろう．3）けれどもなお，天
における最も栄光ある報いは，殉教することによって証しする者に，どのよう
な形で置かれるのであろうか．しかるに先慮が，罪ある者に対しては罪を犯す
ことに赴くことを許さぬとすれば，双方のために彼は不義となる．そして，義
のために懲罰へと引かれた者を先慮は救い取らず，不正を犯そうと望んだ者を
救い取るのである．この際，そのために彼が望んだ事柄を行ったのである．し
かるに先慮は，この業を阻み，罪びとを正しくは扱っていない．85.1）だが，
悪魔を神格化し，罪深き人間を敢えて主と言う者が，どうして神をも畏れぬ人
間でないことがあろうか．というのも悪魔は，われわれが何者であるかを知っ
ていて，かつわれわれが耐え抜きうるかどうかは知らずに試みに遭わせるから
である．むしろ悪魔は，われわれを信仰から揺さぶり離し，自らに屈服するよ
うに試みる．悪魔に唯一許されているのは，われわれが，掟から端緒を得て，
われわれ自身から救われねばならないということを通じ，試みに遭わせなが
ら失敗に終わる者の不名誉を通して，さらには教会に関わる事どもの強化を通
じ，また忍耐のさまに驚嘆する者たちの良識を通じて行われることに過ぎない．
2）だが殉教が，懲罰を通じての報いであるならば，それによって殉教が成立
するところの信仰や教えも報いである．であるから，これらも懲罰の協働者た
ちであろう．これ以上に何か他の矛盾が起こりうるだろうか．3）ただこれら
の教説に加えて，霊魂が輪廻転生するのかどうかという問題，あるいは悪魔の
問題については，しかるべき時機がおとずれた折に述べることにしよう．いま
は上述の事柄に次のことをも付言しておこう．以前に罪を犯した者どもにとっ
て，殉教が行われたならば，報いに関してさらなる信仰がありえようか．真理
のために迫害され，それを耐え抜くような神への愛がありえようか．信仰告白
する者への賞賛，否む者への非難はどこにあるだろうか．正しき生き方，すな
わち情動を亡きものとし，被造物の何物をも憎むことをしないような廉直な生
き方は，さらに何にとって有益であろうか．86.1）ただ，かのバシレイデス自
身が述べているように，われわれも，すべてを愛することが，神の意向と呼ば
れるものの一部分だとしよう．それは万物に対するあらゆる関係性を彼らが認
めているためである．次に何に対しても情動を抱かないということが第二の部
分であり，第三には何物にも憎しみを抱かないということだとしよう．そして
懲罰もまた，神の意向として受け止めよう．だが，これは想念するだけでも不
敬なことである．2）なぜなら主も，父の意向によって受難を被ったのではな
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く，迫害される者たちも神の望みに従って迫害されているのではないからであ
る．次の二つの事柄のうち，いずれかである．すなわち，神の望みによる迫害
が何か美しいことであるのか，もしくは迫害し圧迫を加える者たちが，神を信
じない者であるのかである．3）しかしながら，万物のうち何一つとして，主
の意向によらぬものはない．要するに残るのは，そのような事柄は，神が阻止
しないために起こるのだと言うことのみである．というのもこう述べることだ
けが，神の先慮と善性を救うあり方だからである．87.1）したがって，神が迫
害をおこなっているのだと考えるべきではない．そのようなことは想うだけで
も許されない．むしろ，神は迫害をおこなう者たちに対してそれを阻むことは
せず，敵対者たちの蛮行を美に向けて用いているのだ，と納得するのが相応し
い．2）（実に，神はこう述べている，＜壁を取り崩し，崩れ去るに任せよう＞
〔ｲｻﾞﾔ 5,5〕）．その種の先慮は教育的技巧に属すものであって，自ら固有の過ち
を通して他に働きかけ，われわれの過ちを通して主と使徒たちに働きかけるの
である．3）神的な使徒がまさしく次のように述べている．＜神の意向とは次
のことである．すなわち，あなた方の聖化，あなた方が姦淫から離れ去ること，
あなた方各々が聖化と尊敬のうちに自らの器を形成すること，主を知らぬ異邦
人のように欲情の情動に陥らぬこと，この件で自分の兄弟を蔑ろにしたり辛く
当たったりしないこと，である．なぜなら主はこれらの事どもすべてについて
罰を与えるからである．このことは以前にもわたしがあなた方に告げ，かつ証
しした．4）というのも神はわたしたちを不浄に向けてではなく，聖化の内に
あるように招いたためである．したがって，神を否定する者は人間を否定する
のではなく，自らの聖なる霊をあなた方に向けて与えた神を否定することにな
るのだ＞（1 ﾃｻﾛﾆｹ 4,3 － 8）．われわれのこの聖化のために，主は苦難を被る
ことを拒まなかったのである．88.1）したがってもし，彼らのうちの誰かが弁
明して，殉教者は霊魂が肉体をまとう（ensōmatōsis）以前の罪の故に懲罰を
受けるが，この世での生き方の実りはいずれ改めて受けることになるであろう，
なぜならこのように神による管轄が取り決められているのであるから，と言う
とすれば，われわれはこの人間に尋ねたいと思う，「報いは先慮によって生じ
るのであるか」と．2）というのももし，報いが神の管轄に属さないものであ
るとすれば，浄めの経綸は潰え，彼らの仮説は瓦解することになるからである．
しかるに浄めが先慮によって為されるのであれば，懲罰も先慮によって為され
ることになる．3）しかるに先慮も「第一の者」（Archōn）から来たるとすれ
ば，彼らが主張するように，先慮は運動を始め，万物の神の手になる本質の誕
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生とともに，諸実体のうちに蒔かれるであろう．4）このような次第を考えれば，
彼らは，懲罰は不正なものではないということを認めるか（つまり殉教者たち
を弾劾し迫害する者たちは，義を行っていることになる），もしくは迫害もま
た神の意向によって行われているということを認めざるを得なくなる．5）そ
うなるともはや，彼らが言っているように，労苦も恐怖も，事柄に付随して生
じるものではなく，そのあり方はちょうど，サビが鉄に付随しないように，個々
の望みに従って霊魂に到来するということになるだろう．
XIII．「死の根絶」を謳うウァレンティノスの戯言に対する反駁．
　89.1）さて，これらの事どもについては叙述が長きに及んだ．この問題につ
いては，後ほど時機が適した折に取り上げて検討することにしたい．一方ウァ
レンティノスはある説教の中で，およそ次のような措辞でこう記している．2）
「当初あなた方は不死であり，永遠の生命の子らであったので，死を自らに分
かち持ちたいと欲した．それは死を滅ぼし消尽するためであり，あなた方のう
ちであなた方によって死が滅びるためであった．3）というのもあなた方が世
を解き，しかもあなた方が滅びないときにこそ，すべての被造物と腐敗とを支
配することができるからである」．4）というのも彼は，バシレイデスと同様，
本性的に救われた種族を仮定しているからである．しかるに天上界よりこの世
にいるわれわれの許に，死を滅ぼすためにこの特異な種族が来たったが，その
一方で死の起源はこの世の創造者の業であるとした．5）それゆえにかの聖書
の詩句についても，彼は次のように受け取るのである．＜だれ一人，神の顔を
見て生きている者はいない＞（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 32,20）．これは，神が死の原因である
ことを物語る．6）この神については，聖書の次の部分が，次のような措辞で
語っている．「似像が生ける人物よりも小さいように，その分だけ世は，生け
るアイオーンよりも小さい．90.1）像の起源とは何であるのか．画家に対象を
提供する人物の偉大さであり，それはその人の名を通じて敬意を表されるもの
となる．というのも姿とは，権威のもとに発見されるものではなく，創造の際
には欠けていた部分を，その名が充たすからである．神の見えざる部分も，作
られるものの信仰に向けて協働するのだ」．2）ここで神また父としての存在は
「デミウルゴス」（創造者）と呼ばれているが，これを彼は真なる神の似像また
預言者と呼んでいる．しかるに画家とは「知恵」であり，似像はその知恵の製
作になるものである．これは見えざる存在の栄光に資する．なぜなら共なる絆
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から現れ出でるものは充溢であり，一なるものから出でるものは像だからであ
る．3）しかるに中庸からなる霊魂に関しては，その現れ出でたる部分ではなく，
相違分が現れる．これは異なった息吹の膨出であり，これが，息吹の像である
霊魂に吹きつけ，総じて＜像に従って＞（創世 1,26）成ったデミウルゴスに関
して語られる部分，これが知覚される像の部分のうちに置かれ，『創世記』に
おける人間創造の部分で語り出されているのだ，と彼らは主張するのである．4）
実に，彼らは自らの上にも似姿性を帯びており，卓越した霊の付与が，創造者
には知られざるままに生起したのだと教えている．91.1）しかしてわれわれが，
律法と預言者，それに福音によって宣べ伝えられた神とは一者であると受け取
る際，われわれはこの神に添って議論をし（ロゴスは原初であるから），さら
には刻印部も現れずにはいない．2）もし死を滅ぼすために，この異なった種
が到来したのだとすれば，キリストがこれらと同質（homoousios）なものと
して語られるのでない限り，死を滅ぼしたのはキリストではないということに
なる．しかるにキリストが，異なった種に触れぬよう，これを廃するために到
来したのであれば，創造者のライバルたるこれらの者どもが死を滅ぼしたので
はないことになる．これらの者どもとは，中庸よりの霊魂，すなわち自らの似
像に，異端の教説によれば天上界の生命を吹き込んだという．ただし，彼らが
言うように，これが母を通して生起した場合の話である．3）だがもし彼らが，
死を滅ぼすためにキリストと協力していると言うのであれば，次の隠された教
説にも同意せねばなるまい．それは彼らが，創造者の神的な力を敢えて追求し
ようとするために生ずるのである．彼らは，神による創造をより優れたもので
あると主張し，魂的な像を救い取ろうと試みる．神自身には，その像を腐敗か
ら救い取る力はないというのである．4）すると，主は創造者たる神よりも優
れたものとなるだろう．だが父が子と競合したり，これらが神々のうちで競合
したりということはありえまい．92.1）しかるに，この方が子の父であり，万
物の創造者であり，全能の主であるということのゆえに，われわれはかの考察
へと進むが，この考察によって，われわれは諸異端との対話に挑んだ．われわ
れは，この主によって告げ知れされた方だけが存在することを示す．2）一方
われわれに対し，使徒は苦難への忍耐に向かうよう，次のように書き記す．＜
これは神によることであるが，あなた方には，キリストのためなることが，恵
みとして与えられているのである．すなわち，キリストを信じることだけでな
く，キリストのために苦しむことも恵みなのである．あなた方は，私の戦いを
かつて見，今またそれについて聞いている．その同じ闘いをあなた方はいま闘っ
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ているのである．3）従って，もしキリストのうちに何か励ましがあり，愛の
慰めがあり，霊の交わりがあり，慈しみや憐れみがあるならば，わたしを喜び
で満たして欲しい．それは，あなた方が同じことを思い，同じ愛を抱き，心を
合わせ，一つのことを考えるようになるためである＞（ﾌｨﾘﾋﾟ 1,28 － 2,2）．4）
だがもしあなた方が感謝と共なる喜びのうちに，＜いけにえをささげ，礼拝を
行う際に＞，血が注がれるならば，この使徒の言葉が向けられている人々すな
わちフィリピの教会の人々のことを，恵みに与かる人々と呼んでいるのであれ
ば，どうして使徒は，彼らを共なる心・魂の人々と述べているのであろうか．
5）同様に使徒は，テモテと自分についてこう記している．＜わたしには，あ
なた方のことを親身になって心にかけている，自分と同じ心の者は，テモテ以
外には一人もいない．なぜならすべての人々は自分のことを求め，イエス・キ
リストのことを心に掛けないからだ＞（ﾌｨﾘﾋﾟ 2,20 以下）．
　93.1）上述の人々ばかりでなく，フリュギアの人々も，非難を込めてわれわ
れのことを「魂的な者ども」と呼ぶことはしないでもらいたい．というのもこ
の人々はすでに，新たな預言に耳を傾けない人々のことを「魂的な人々」と呼
んでいるのである．この人々について，われわれは『預言について』において
論じた．2) したがって「まったき人々」は愛の実践に励まねばならない．ま
たこの世にあっても神的な友情に励まねばならない．愛によって掟を全うする
ためである．しかるに主は，敵を愛することは悪を愛することではないし，ま
してや不敬や姦淫や窃盗を愛することでもなく，むしろ盗人・不敬なる者・姦
通者を愛することだと述べる．それは，その者が罪を犯しいかなる働きにおい
てであれ人間という名称を汚す限りにおいてではなく，彼が人間であり神の業
である限りにおいて愛するように，との命なのである．もちろん罪を犯すこと
はエネルゲイア〔働き〕のうちに置かれることであって，本質に関わることで
はない．それゆえそれは神の業ではない．94.1）しかるに罪を犯す者は神の敵
であると言われる（ﾛｰﾏ 8,7；ﾔｺﾌﾞ 4,4）．これは，彼らが随順しない掟に対する
敵となるという意味である．これはちょうど，掟に忠実な者たちは神の友であ
るのに相対する．その一方は神への親近性により，もう一方は異端説からの離
反によりこう呼ばれるのである．2）というのも敵意や罪というものは，敵や
罪を犯す者の存在なしにはありえないからである．そして何物にも情動を有さ
ないこと，そして情動を抱く対象が他者のものであるとして，これに望みを抱
かないように教えるのである．彼らはちょうど，第一の神とは別の創造者があ
ると考えているのと同様，誕生が嫌悪されるべきものだとか悪しきものだとは
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教説化しない．なぜならそのような教説は神なきものだからである．3）これ
に対してわれわれは，世にあるものは異質でも場違いではなく，万物の主なる
神の手になると言う．むしろそれらのうちにあって，われわれは全ての時間を
生き抜くことはできないために，所有に関しては他者のものであり，後に続く
世代のものであるが，使用に関してはわれわれの各々に固有のものであり，そ
れらと共にあらねばならぬ限りにおいて，われわれのために成ったと考える．4）
したがって本性的な欲求に従い，あらゆる超過や共感性を避けつつ，禁じられ
ていない事物は麗しく用いるべきであるとするのである．
XIV．すべての者を，敵をさえも愛すべきことについて．
　95.1）さて，善き思いとはどれほど大きいのであろうか．聖書は語る．＜あ
なたがたの敵を愛せ．あなたがたに呪いをかける者どもを祝福し，あなたがた
を侮辱する者どものために祈れ＞（ﾙｶ 6.27-28）などなど．さらにこう付け加
えられている．＜あなたがたは天におられる父の子となれ＞（ﾏﾀｲ 5.45）．これ
は，神との似像性をほのめかした言葉である．2）さらにこう語られる．＜あ
なたの敵とは早く和解するようにせよ．彼とともに道を行く間に＞（ﾏﾀｲ 5,25）．
ここで「敵」とは，ある人々が考えているように肉体上の敵ではなく，悪魔
と悪魔の手先どものことである．悪魔とは，この世の生において悪魔の業を真
似ようとする者どもの姿をとってわれわれに付きまとう者のことである．した
がって，自らはキリストのものであると公言しながら，悪魔の業と関わりを持
つような者どもは，最も苛烈な報いを被らずには済まない．なぜなら＜彼があ
なたを裁判官に引き渡し，裁判官は下役に引き渡すことがないように＞（ﾏﾀｲ
5.25）とあり，ここで「下役」とは悪魔の権能の僕の意味だからである．96.1）
＜死＞すなわち迫害する者どもの攻撃ゆえの死も，＜命＞つまりこの世の生命
も，＜天使＞つまり変節者も，＜諸々の支配＞すなわちサタンの支配，彼が選
択した生の意味─なぜならそのような支配とは実に，闇の支配であり権能であ
るから─も，＜現在のもの＞すなわち生ける間，われわれがそのうちにあるも
の─たとえば兵士なら希望，証人なら利得─も，＜高みにあるものも低きにあ
るものも，他のいかなる被造物＞も，つまり信仰に反する行動を選択する人間
に固有の働きをもってしても（この「被造物」とはわれわれの業の意味であり，
同じ意味で「働き」とも言われる），＜われらの主であるイエス・キリストの
うちなる愛，神の愛からわれわれを切り離すことはできない＞（ﾛｰﾏ 8,38 以下）
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のである．以上が，覚知をともなう殉教者に関しての総括である．
XV．躓きを避けるべきこと．
　97.1）＜われわれは，みなが認識・覚知を有している，ということを知って
いる＞（1 ｺﾘﾝﾄ 8,1）．この覚知とは，一般的な事柄における一般的なものであ
り，唯一なる神を認める認識である．なぜなら主は，信篤き者たちに対してそ
のように命じているからである．続いて使徒はこう付言する．＜だがすべての
人々に覚知が備わっているわけではない＞（1 ｺﾘﾝﾄ 8,7 以下）．すなわち覚知と
は，少数者のうちに伝承されるものである．しかるに＜偶像に捧げられた供え
物＞に関する覚知は，すべての人に備わっているわけではないと言う人々があ
る．彼らが主張するには，使徒がさらにこう付言しているというのである．＜
われわれの権威が，弱い人々にとって躓きの石とならないように．なぜなら弱
い人は，あなたの覚知のうちに滅ぼされかねないからである＞．2）たとえ彼
らが＜すべて，市場に売られているものは買って食べられると判断すべきであ
る＞（1 ｺﾘﾝﾄ 10,25）と主張し，詮索に関しても同様に，いろいろと判別しよ
うとする者たちに対して＜何も判別するな＞と記されていると言おうとも，こ
れは笑止千万な解釈を提示していると考えるべきであろう．3）というのも使
徒は，＜他のものに関してはすべて，市場から何も判別せずに買ってくるがよ
い＞と言っているからであり，ここで明らかにされた事柄に関する留保事項に
ついては，すべての使徒たちのための公同書簡の中で語られている．また聖霊
の合意とともに，『使徒行録』の中にも記されている．それはパウロ自らが給
仕して信徒たちの許に運ばれたものである（使徒 15,28 以下）．つまり，次の
ように明らかにされている．＜偶像に捧げられたものと，血と，絞め殺した動
物の肉，淫らな行いを避けねばならない．以上を慎めばよい＞．4）また別の
形では，使徒によって次のように語られている．＜われわれは，食べたり，飲
んだりする権利を持たないというのだろうか．われわれは，他の使徒たちや主
の兄弟たちやケファのように，信者である妻を連れて歩く権利を持たないとい
うのだろうか．否むしろ，われわれはそのような権利を有している＞（1 ｺﾘﾝﾄ 9,4
以下）．使徒はこう述べる．＜だが，われわれはすべてを耐え忍んでいる．そ
れはキリストの福音に，少しも障害を与えないためである＞．5）これは，す
べての人々に対して身軽に接する必要があり，重荷を耐え忍んでいるというこ
とであろう．あるいは，克己に励もうとする人々にとっての規範となろうとい
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うことであろう．それはまた，われわれに提供されたものを恐れることなく食
し，必要があれば女性とも親しく話をすべく，教会を打ちたてようということ
であろう．とりわけ，このような＜経綸を信じている人々＞（1 ｺﾘﾝﾄ 9,17）で
あれば，学ぼうとする人々に，汚れのない規範となることが適切だからである．
98.1）＜わたしは，誰に対しても自由な身であるが，すべての人々に対して自
分を隷属させた＞（1 ｺﾘﾝﾄ 9,19）と使徒は言う．＜それは，すべての人々を獲
得するためであり＞，そして＜競技をする者はみな，すべてにおいて節制する
＞（1 ｺﾘﾝﾄ 9,25）．＜だが大地とそこに満ちているものは，主のものである＞（1
ｺﾘﾝﾄ 10,26）．2）したがって，そこから遠ざかるべき事柄に関しては＜良心を
もって＞（1 ｺﾘﾝﾄ 10,27 以下）遠ざからねばならない．＜ここでわたしが良心
と言っているのは，自らの良心ではなく＞，つまり覚知的なものであり，＜む
しろ他者の良心である＞．それは，覚知に至っていない者が模倣だけによって，
無学のうちに建てられ，度量大きな者ではなく軽侮する者とならないようにす
るためである．3）＜なぜなら，一体何のために，わたしの自由は他者の良心
によって裁かれねばならないのだろうか．もしわたしが恵みに与かっているの
なら，なぜわたしが感謝している事柄をめぐって誹謗されねばならないのだろ
うか．だから，あなた方が為す事柄はすべて，神の栄光のために為すようにせ
よ＞．つまりこれは，どれだけの事柄が，信仰の規範にしたがって為すべく勧
められるか，という問題である．
XVI．殉教者たちの持つ貞節，忍耐，愛に関して，
聖書のいくつかの箇所が例示される． 
　99.1）＜心に信じて義とされ，口で告白して救いを得る．実に聖書にはこ
う記されている．「すべて彼に信を置く者は恥を受けることがない」＞（ﾛｰﾏ
10,10 以下）．＜われわれが告げ知らせているのはすべて，信の言葉である．す
なわちあなたは，自らの口で「イエスは主である」という言葉を告白し，自ら
の心のうちに「神は主を死者たちの中から復活させた」と信じるなら，救いを
得る＞（ﾛｰﾏ 10,8 以下）．2）すなわち使徒は，まったき義が，行いと観想によっ
て満たされるということを如実に描き出しているのである．＜迫害する者たち
を祝福しなさい．祝福するのであって，呪ってはならない＞（ﾛｰﾏ 12,14）．3）
＜われわれの誇りとするのは次のことであり，それはわれわれの良心の証しな
のである．それはすなわち，われわれは聖性と誠実さのうちに＞（2 ｺﾘﾝﾄ 1,12）
秋　山　　　学
神を知っているということであり，われわれはこのわずかな表明を通して愛の
業を示している．すなわち＜われわれは，肉のうちなる智慧ではなく，神の恵
みのうちに，世に住まっているのだ＞（同）．100.1）これは使徒による覚知に
ついての教えである．しかるに信仰をめぐる一般的な教えのことを，使徒は『コ
リントの教会に宛てた第二書簡』のなかで＜覚知の香り＞と述べている（2 ｺﾘ
ﾝﾄ 2,14）．2）というのも，＜今日に至るまで，旧い契約が読まれる際，多くの人々
にとって，この覆いは除かれずに掛かったままである＞（2 ｺﾘﾝﾄ 3,14）．すな
わちこれは，主に向かう回心なしに，の意である．3）それゆえ彼は，腹部を
這いまわる生命から（創世 3,14），なお肉のうちにありながらの復活を，見抜
く力のある者たちに示したのである．そこから主は，そのような者どものこと
を＜マムシの子ら＞（ﾏﾀｲ 3,7 ほか）と呼んだ．それは，快楽に惑溺する者ど
も，腹や陰部に隷属する者ども，その他，互いの頭部を＜世の情動ゆえに＞（ﾃ
ﾄｽ 2,12）切り落とす者どものことである．4）＜子らよ，われわれは言葉や口
先だけでではなく＞，使徒ヨハネは完全な人のことを教え諭してこう言ってい
る，＜むしろ，行いと真理において愛し合おう．このことのうちに，われわれ
は真理から生まれた者たちだということが示されるのだ＞．5）しかるにもし
＜神は愛である＞とすれば（1 ﾖﾊﾈ 3,18 以下），敬神の念もまた愛である．＜愛
のうちに恐れはなく，むしろ完全な愛は恐れを取り除く＞（1 ﾖﾊﾈ 4,18）．＜わ
れわれが，神の掟を守るということ，このことこそ神の愛なのである＞（1 ﾖﾊ
ﾈ 5,3）．6）あるいはまた，覚知者となる望みを抱く者に対してはこう記されて
いる．＜言葉，行動，愛，信仰，純潔の点で，信ずる者たちの規範となるがよ
い＞（1 ﾃﾓﾃ 4,12）．というのも思うに，信仰の完全性とは，共通の信仰のため
に規定されているからである．101.1）そして実に，神的な使徒は覚知者の軌
範をこれらの言葉でもって提示しつつ，それを次のように記している．＜わた
しは，自分の置かれた境遇に満足することを習い覚えた．貧しく暮らすことも，
豊かに暮らすすべも心得ている．満腹していても空腹であっても，物が有り余っ
ていても不足していても，いついかなる場合にも対処する秘訣を授かっている．
わたしを強めてくださる方のお陰で，わたしにはすべてが可能である＞（ﾌｨﾘ
ﾋﾟ 4,11 － 13）．さらに他の人々に対しては，謙遜を教える意味で次のようなこ
とを語るのを憚らない．2）＜あなた方は，光に照らされた後，苦しく大きな
戦いによく耐えた初めのころのことを，思い出すがよい．嘲られ，苦しめられ
て，見世物にされたこともあり，このような目に遭った人々の仲間となったこ
ともあった．実際，捕えられた人々と苦しみを共にしたし，また，自分がもっ
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と素晴らしく，永続するものを有していると知っていたため，財産を奪われて
も，喜んで耐え忍んだのである．3）だから，自らの確信を棄ててはならない．
この確信には大きな報いがある．神の御心を行って約束されたものを獲得する
には，忍耐が必要なのである．「もう少しすると，来たるべき方が来る．遅れ
ることはない．わたしの正しき者は信仰によって生きる．もしひるむようなこ
とがあれば，その者はわたしの心には適わない」．けれどもわれわれは，ひる
んで滅びる者ではなく，信仰によって霊魂・生命を確保する者である＞（ﾍﾌﾞﾗ
ｲ 10,32 － 39）．102.1）しかる後，彼はあなたに神的な規範の宝庫を提示する．
というのも＜嘲弄と鞭打ちの試みを受け＞（ﾍﾌﾞﾗｲ 11,36），忍耐によって正し
き者とされた人々が，信仰によらずにあったはずがあろうか．彼らは＜さらに
鎖と投獄をも味わったのだ．また石で撃ち殺され，拷問に遭い，剣で切り殺され，
羊や山羊の皮を着て放浪し，暮らしに逼迫し，迫害され，虐待された．世は彼
らに値しなかったため，彼らは荒れ野をさまよい，山々，洞穴，地の割れ目に
住んだ．2）彼らはすべて，信仰によって証しを立てながら，神の約束を手放
すことはしなかった＞．ここでは暗黙のうちに，「彼らだけが」と述べられて
いることに想いを致すべきである．103.1）使徒は次のように付言する．＜わ
れわれに関して，神はより優れたものを先慮している＞（ﾍﾌﾞﾗｲ 11,40）．これ
は神が善き方であるためだが，＜その結果，われわれ以外には，まったき状態
にされた人はいない．そういうわけでわれわれも，われわれを取り巻くおびた
だしい数の証人の雲に囲まれ＞，この雲とは聖にして光り輝くものであるが，
＜あらゆる重荷と，まとわりついて来る罪とをかなぐり捨て，忍耐をもって，
われわれに課せられた競争を走り抜こうではないか．信仰の創始者にして完成
者であるイエスを見つめながら＞（ﾍﾌﾞﾗｲ 12,1 以下）．2）すなわち使徒は，義
人たちとわれわれをめぐる，キリストのうちなる唯一の救いについて述べてお
り，そのことを彼はこれに先立って明瞭に語っていたのである．さらにモーセ
についても，これに劣らず述べて次のように付言する．＜モーセは，エジプト
人たちの財宝よりも，キリストのためなる罵詈雑言をより大いなる富と考えた．
つまり彼は，与えられる報いに目を向けていたのだ．彼は信仰のうちにエジプ
トを後にし，王の怒りを恐れることはなかった．目に見えない方を目にして，
力を得ていたのだ＞（ﾍﾌﾞﾗｲ 11,26 以下）．神の智慧は証聖者についてこう語っ
ている．3）＜思慮なき者どもの目に彼らは死んだように映り，彼らの旅立ち
は災い，われわれの許からの離別は破滅に見えた．ところが彼らは平和のうち
にいる．彼らは，人間の目には懲らしめを受けているように見えても，不死性
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への希望が彼らを満たす＞．104.1）だがその後付言して，殉教が栄光に満ち
た浄めであることを教える．＜彼らはわずかな教育しか受けていないのに，豊
かな恵みを得る．それは神が彼らを試み＞，つまり，神が彼らに対し，試みる
者どもの名誉心と不名誉のために試みられることを容認したという意であり，
＜自らに相応しい者＞，すなわち「子」と呼ばれるに相応しい者と判断したた
めである．2）＜あたかも神は，るつぼの中で金を試すように彼らを選り分け，
焼き尽くすいけにえの献げ物として受け入れた．そして主の訪れのとき，彼ら
は輝き渡り，わらを焼く火のように燃え広がる．彼らは国々を裁き，人々を治
め，主は永遠に彼らの王となる＞（知恵 3,2 － 8）．
XVII．聖クレメンスがコリントの人々に宛てた書簡から，
　  前章の論拠に係わる箇所の引用がおこなわれる．
　105.1）実に『コリント人たちに宛てた書簡』のなかで，使徒のクレメンス
は自ら，われわれに覚智者の範例をこう述べて描き出している．2）それは「君
たちの許に滞在した者で，徳に満ちまた堅固な君たちの信仰を確認しなかった
者が誰かいただろうか．キリストにおける節度に富み品位ある敬神の念に驚嘆
しなかった者があっただろうか．君たちが客人をもてなす際，その度量の大き
なやり方を宣べ伝えなかった者があるだろうか．君たちの完全にして落ち度の
ない知識を，祝しなかった者があるだろうか．というのも君たちは，分け隔て
なくすべてを行い，神の掟のうちに歩んできたからだ」以下の部分である（ｸﾚ
ﾒﾝｽ『第一ｺﾘﾝﾄ書簡』1,2 以下）．3）あるいはさらに明確にこう記している．「わ
れわれの眼差しを，主の素晴らしき栄光に完全なかたちで仕えた人々に注ぐこ
とにしよう．エノクを取り上げてみよう．彼はその従順のうちに，義たる者と
見なされ，天に移された．またノアは，信じたがゆえに救われた．アブラハムは，
その信仰ともてなしの心ゆえに神の友となり，イサクの父と呼ばれることと
なった．ロトは，もてなしの心と敬神の念ゆえにソドムから救われた．遊女ラ
ハブは，信仰ともてなしの心のゆえに救われた．エリヤ，エリシャ，エゼキエ
ル，それにヨハネ，預言者たちは，忍耐と信仰を通じ，山羊と羊の毛皮を身に
まとい，ラクダの体の毛でできた帽子をかぶって徘徊し，キリストの王国を宣
べ伝えた」（ｸﾚﾒﾝｽ『第 1 ｺﾘﾝﾄ書簡』9,2 － 4;10,1,7;17,2）．106.1）自由意志に根
ざす信仰によって神の友と呼ばれたアブラハムは，名声によって高ぶることな
く，謙遜にもこう述べた．＜わたしは塵・あくたに過ぎない＞（創世 18,27）．2）
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＜ヨブに関してはこう記されている．「ヨブは義しく，咎められるところなく，
真実で神を敬い，あらゆる悪から遠ざかっていた」（ﾖﾌﾞ 1,1）＞．3）この人は
忍耐によって，彼を試みる者に打ち克ち，神を証しすると同時に，謙遜を尊ぶ
神によってその正しさを証明された．彼はこう述べている．＜だれ一人として，
汚れから浄い者はいない．その人の生命は，一日たりとも己が意のままにはな
らない＞（ﾖﾌﾞ 14,4 以下）．4）モーセは＜その屋敷のすべてにおいて，忠実な
家僕であった＞が，芝の中から神の声を告げる者に対してこう述べている．＜
あなたがわたくしを遣わすとは，いったいわたくしは何者でしょうか．わたく
しは声のか細い，言葉の鈍い者です＞（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 3,11；4,10）．彼は人間の言
葉をもって，神の声に仕えることになった．またこうも述べられている．＜わ
たくしは壷から立ち昇る霧に過ぎません＞．＜なぜなら神は思い上がる者ども
を軽蔑し，謙遜な者たちには恵みを与える＞（箴言 3,34）．107.1）実に，ダビ
デもまたそうであり，彼に対しては主が証しをして述べる．＜「わたしはわが
心に適う男を見つけた．エッサイの子ダビデだ．わたしは彼に，聖なる油を注
いだ」（詩篇 88,21）．2）そればかりでなくダビデは自ら，神に向かってこう
述べる．「神よ，あなたの大いなる憐れみによって，わたしを憐れみたまえ．
あなたの豊かな慈しみによって，わたしの不法を拭い去りたまえ．3）十二分
にわたしの不法からわたしを拭い去りたまえ．そしてわが罪からわたしを浄
めたまえ．わたしは自分の罪を知り，わが罪は変わることなくわが前にある」
（詩篇 50,3 － 6）＞．4）その後，律法に関わることのない罪をほのめかしなが
ら，覚知をもって穏やかにこう付言する．＜「わたしはあなたにのみ罪を犯し，
あなたの前に悪を行った」．というのも聖書にはこう記されているからである．
「主の霊は，はらわたの思いを究める灯」＞．6）そして高潔な行いを為し覚知
により満ちると，この人には，光の霊がより近きものとなる．7）かくして主
は義なる人々に近づき，＜われわれが為す思いや考えは，何一つ主であるイエ
スの目を免れない＞．ここで主とは，全能者の意向に従ってわれわれの心を見
そなわす方である．＜この方の血は，われわれのために聖とされたものである．
108.1）であるから，われわれは自分たちの主だった人々を畏れ敬おうではな
いか．われわれよりも年長の人々を尊敬し，若者たちに対して，神の教育を授
けようではないか＞．2）というのも，主に関する事どもを相応しく教えまた
行う人は幸いだからである．彼は寛厚な考えの持ち主で，観想的真理に属す．3）
＜われわれの妻たちを，善に向けて立てようではないか＞．彼は言う．＜浄ら
かさを相応しく愛する性格を示させ，彼女たちの柔和さの意向を公にさせるが
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よい．彼女たちの舌の温順さを，沈黙によって明らかにさせるがよい．彼女た
ちの愛を，偏向によるのではなく，神を畏れる者たちすべてに，一様に等しく
提供させるがよい．4）われわれの子供たちを，キリストにおける教養に与か
らせよう．神の許で謙遜さがどれだけ力を持つか，神の許で浄らかな愛に何が
できるか，主に対する畏れが以下に美しく偉大なものであるか，学ばせよう．
この際その畏れは，神のうちに，浄らかな心でもって敬虔に立ち返る者たちす
べてを救う．5）なぜなら神は，想いと望みを究めるものだからである．この
神の息吹こそ，われわれのうちに吹いているものであり，神は，望むときには
その息吹を取り去る．109.1）これらすべての事柄を，キリストのうちなる信
仰が確固たるものにする．「来たれ，子らよ」，主は語る．わたしの言葉に耳を
傾けよ．主に対する恐れをあなた方に教えよう．生命を望み，善き日を見るこ
とを愛する人は誰か？＞．2）続いて彼は，覚知による「7 日目」「8 日目」の神
秘について付言する．＜あなたの舌を悪から遠ざけ，あなたの舌を，欺瞞を語
ることから引き離せ．悪を離れ，善を行い，平和を求めてそれを追求せよ＞．3）
と言うのもこれらの表現によって主は，諸悪からの離去と諸善の実行を伴う覚
知をほのめかしているのであって，この覚知は行いと言葉によって完遂される
ということを教えているのである．＜主の目は義しき人々に注がれ，主の耳は
その人々の嘆願に傾けられる．一方主の御顔は悪を為す人々に向けられ，彼ら
の記憶を地の表から根絶することに向けられる．110.1）だが義しき人と主は
叫びを挙げ，すべての艱難のうちから彼を救い出した＞．＜なぜなら罪びとた
ちに対する鞭は数多いが，主に望みを懸ける人々を憐れみが囲むからである＞．
真正なる望みを抱く者を，溢れんばかりの憐れみが覆うことについて，彼はこ
う述べている．それは『コリントの教会への書簡』の中でこう彼が記している
箇所である．＜イエス・キリストによって，理解なく闇に閉ざされていたわれ
われの思惟が光へと芽吹く．それゆえに主たる方は，不死なる覚知をわれわれ
が味わうように望んだ＞．3）彼はさらに雄弁にかつ覚知の特性を明らかにしつ
つ，こう付言する．＜かくしてわれわれにこれらの事どもはいとも明らかになっ
たのであるから，神の覚知の深みまでも究め，われわれはすべてを秩序立てて
実行せねばならない．それは主たる方が，完遂するように命じた事どもであり，
われわれは時に適ってそう定められているのである＞．4）＜であるから知者は，
自らの知恵を明らかに示すべきであるが，その際単に言葉をもってするのみな
らず，善き業にもよるべきである．謙遜なる者は，自らのために証しを立てる
のではなく，むしろ他者によって自らの証しが立てられるようなあり方を求め
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よ．肉において浄らかな者は欺瞞を用いることなく，他者こそ自らに克己を教
えてくれる存在だということをよく知るがよい＞．＜だから兄弟たちよ，われ
われがどれほど豊かな覚知に値する者とされているか，よくわきまえよ．それ
と同じだけ，われわれは危難にさらされているのだから＞．
XVIII．愛について．また情欲を抑制すべきことについて．
　111.1）かくして，われわれによる人間愛を通じての崇高なそして浄らかな
生き方というものは，（ローマの）クレメンスによれば共通善を志向するもの
である．それは殉教の証しを立てる場合であれ，行いと言葉で教育する場合で
あれ変わらない．これらは二重構造になっており，書面に拠らぬもの・書面に
拠るものの二種である．2）愛とは神と隣人とを愛することであるが，これは
語り尽くすことのできない高みへと導き昇る．3）＜「愛は多くの過ちを覆い隠
す」．愛はすべてに耐えすべてにおいて寛容である．愛はわれわれを神につな
ぎ止め，すべてを和合のうちに成し遂げる．神に属す選ばれた人々は，すべて
愛のうちに完成される．愛なくして，神に喜ばれる事柄は何一つ存在しない＞．
4）彼は述べる．＜この完徳に関しては，説明を尽くすことができない．誰が，
愛において十分であると考えられるだろうか．神自らがそれに相応しいと判断
した者を除いては＞．5）まさしく使徒パウロもこう述べている．＜もしわた
しが自らの体を献げようとも，愛を有していなければ，わたしは虚しい青銅
の響き，やかましいシンバルに過ぎない＞（1 ｺﾘﾝﾄ 13,3；13,1）．使徒がここで
言っているのは，たとえ選ばれた状況になくとも，わたしは覚知による愛を通
じ，恐れをもって述べる，ということなのである．112.1）したがって，たと
えわたしが，期待される報償を基に唇でもって主の証しのために語り，主を証
ししようとも，わたしは普通の人間であって，主を鳴り響かせようとも，覚知
をもって主を知っているわけではないのである．というのも，唇では愛する民
は存在するし，他にも，焼き尽くされるために身体を捧げる者があるからであ
る．2）＜たとえわたしが，自分の財産をすべて献げようとも＞，使徒は言う，
それは愛する共同体のロゴスに従って行われることではなく，むしろ報償を期
待しての行為，あるいは善行に逸る人の行為，あるいは約束する主に期待して
の行為なのである．3）＜たとえわたしが山を動かすほどの信仰を有し＞，影
を落とす情動を振り払いのけたとしても，愛をもって主を信じているのでなけ
れば，＜わたしは無に等しい＞．それは，覚知をもって証しを立てる者の判断
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に照らした場合明らかであり，その人は大衆の一人，彼らとなんら変わること
のない者と考えられるのである．4）＜アダムから今日まで，あらゆる世代が
過ぎ去って行った．だが愛のうちに完徳を窮めた者たちが，神の恵みのゆえに，
敬虔なる者の場を得ている．彼らは，キリストの王国の勤めにおいてその姿を
明らかにするであろう＞．113.1）愛は，罪を犯すことを赦さない．だがたと
え心ならずも，敵の介入によってそのような状況に陥ったとしても，ダビデを
模倣してこう爪弾く．＜「わたしは主に告白しよう．それは若く，角とひづめ
を持つ雄牛にも優って主に喜ばれよう．貧しき者たちはこれを見よ，そして喜
ぶがよい」．なぜならダビデはこう述べているからである．「神に向かって賛美
の献げものをせよ．そして主に向かってあなたの祈りを献げよ．あなたの苦難
の日にわたしを呼び求めよ．わたしはあなたを憐れみ，あなたはわたしに栄光
を帰すだろう」．「打ち砕かれた霊は神への献げもの」＞．4）かくして神は愛
であると語られる（1 ﾖﾊﾈ 4,8）．神は善き方だからである．ここから＜愛は隣
人に対して悪しきことをしない＞（1 ﾖﾊﾈ 4,16）．愛は不正を働かないし，不正
を返したりもしない．すべての人々に対し，端的に神の像にならって善を行う．
5）＜愛は律法の充溢である＞（ﾛｰﾏ 13,10）．それはキリストと同様である．す
なわち，われわれを愛する主の到来，そしてキリストにならっての，われわれ
のための愛の教えと生き方と同様である．6）したがって「姦淫するな」また「隣
人の妻を欲するな」という掟は，愛をもって完遂される．その際，まずもって
恐れによって阻まれる．その際，同じ業でも相違を生むが，それは恐れによっ
て生ずるか，もしくは愛によって完成されるか，あるいは信仰によって，また
覚知により果たされるかに拠る．114.1）したがって当然，それらの賞与も異なっ
たものとなる．まず覚知者のために準備されているのは＜目が見たことも，耳
が聞いたこともなく，人の心に浮かんだこともないもの＞（1 ｺﾘﾝﾄ 2,9）である．
一方，単に信じた者に対しては，彼が残したものの 100 倍が証しされる．この
約束は，人間の理解に入るようになっている．
　2）さて，ここに至ってわたくしは，自らのことを覚知者であると名乗る人の
ことが思い起こされる．というのもこの人物は，「わたしはこう言おう．女性に
対し情欲をもって眼差しを注いだ者は，すでに姦淫をおかしたのである」．それ
は，単に情欲をもってという点のみで判断される事柄ではなく，もしその業が
情欲によるとしても，その情欲によって情欲を越えた事柄が，その情欲のうち
に為される事なのだ．というのも夢は，幻影を通じてすでに身体をも行使する
ことになるからである．115.1）かくして，義人バッコリスに関する逸話を編ん
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だ人々は，次のような判断を述べている．この男はある遊女を愛し，報酬を与
えて説き伏せた．その報酬でもって，その女性に翌日自らの許へ来て欲しいと
いうのである．2）ただしこの夢に先立って情欲が起こっている．そこで，希望
を超えて自らの願いが満たされたため，彼が愛した女性が，取り決めたとおり
に自分の許にやって来ると，彼女が家の中に入ってくるのを阻止した．すると
彼女は，起こったことを理解すると報酬を要求してこう述べたと言う．「このよ
うなかたちで自分は，愛人の情欲を満たしたではないか」と．かくして彼ら二
人は裁判官の許に赴いた．3）この裁判官は若者に対して，報酬の入った財布を
差し出すことを命じた．つまり，日中にこの遊女の影を抱くように命じた．幻
影を思い描けた分だけ，感謝をもって幻影に報酬を払うべきだというのである．
　116.1）さて，霊魂が幻影に同意するとき，人は夢を見る．しかるに，白昼
に夢を見るのは欲情のもとに物を見ている者である．もし彼が女性の姿ととも
に想念上彼女と会話を交わすとすれば，それは，かの「自称」覚知者だけが主
張することには留まらない（というのもこれは情欲としての情欲の業であるか
ら）．むしろそればかりでなく，御言葉が言うことには，もし人が身体の美に
目を向けるならば，そしてその人にとって，欲情に照らして肉が美しいと見え
るのであれば，彼は肉に目を注ぎ罪のうちに女性を見ているわけで，彼は賛嘆
しているものを通じて裁かれているのである．2）というのも逆に浄らかな愛
を通じて美に目を注ぐ者は，肉を考えているのではなく，美しき霊魂を考えて
いるのである．その際，思うに，彼は彫像に賛嘆する者と同じように，身体に
対しては，その美を通じて技術者と真に美なる方に目を注ぐのであって，彼は
自らのことをなおざりにしている．この聖なるしるしは，義の光り輝く印を，
戸口に立つ天使たちに示す．それは喜びの恩寵であり，精神状態のあり方であ
り，聖霊の認可の許に磨かれた霊魂に備わるものである．117.1）そのような
栄光は，モーセの顔から放たれていたものであるが，この栄光に関して，民は
見ることができなかった（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 34,29）．それゆえに彼はこの栄光に覆いを
掛けたが，それは肉的な目で見つめる者たちのためであった．2）というのも
世俗的な事柄を持ち込む人々に対して，彼らを阻む人々は，自らの情動のため
に沈滞している者どもから，いわば税金を取り立てるからである．しかしなが
ら，税金のかかる事柄と無縁の人は，覚知と，業から来たる義に満ち，祈りを
通じて善を伝え，その人をその業ともども祝福するのである．3）＜その葉は
萎れることがない＞（詩篇 1,3）．それは，生命の木の葉の意味であり，この木は，
＜水の通り道＞に関してよく養われている．4）しかるに義なる人は実りをも
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たらす木になぞらえられており，それは高く育つ木の実りによるいけにえに限
られるものではない．ところがいけにえの奉納に際しても，律法には，その聖
性の監査者がいて，その件に秀でた人々が，情動の衝動をチェックする．さら
には快楽と不懲罰に関わる快楽を非理性的であると断ずる一方，本性に基づく
必然に関わる衝動を，理性的運動であると判断するのである．
XIX．男性も女性も等しく完徳に至りうること．
これは異邦の卓越した女性たちの例も確証していること．
　118.1）この完徳には，男性も女性も，等しく与かることができる．2）それ
はモーセだけではない．まずモーセは神から，次のような言葉を耳にした．
＜わたしはあなたに，一度また二度までも語った．わたしはこの民を見てきた
が，実に心頑なな民である．わたしが彼らを滅ぼすのをそのままにしておくが
よい．わたしは彼らの名を天の下から拭い去ろう．そしてわたしはあなたを，
大いなる民，驚くべき，この民よりもはるかに偉大なものにしよう＞（申命 9,13
以下）．3）これに対してモーセは，自分の利を考え求めてではなく，民と共通
の救いを求めてこう返答する．＜主よ，この民の罪を赦してくださらないのな
ら，生ける者たちの書からわたしを消し去ってください＞．自分一人が救われ
るよりも，民と共に死ぬことのほうを望むとは，何と大きな完徳であろうか．4）
だがモーセばかりではなく，ユディトは女性たちの中で完徳の域に達し，町が
攻囲にさらされたときに，長老たちに嘆願して他の民族の陣営に赴いた．あら
ゆる危難を省みず，信仰のうちに，祖国のため自らを敵の手に委ねたのである．
直ちに彼女は信仰の報いを得た．すなわち彼女は敵方に対して信仰をもって
雄々しく振る舞い，ホロフェルネスの首を取って凱旋したのである（ﾕﾃﾞｨﾄ 8
以下）．119.1）さらにはまた，まったき女性エステルは，信仰によってイスラ
エルを僭主的な権力とサトラップの残忍さから解放した．彼女は，断食によっ
て一人心を砕きつつ，幾多の武装された右の手に対峙し，僭主の思いを信仰に
よって打ち砕いたのである．2）そしてある者を手なずけ，ハマンを取り除き，
イスラエルに対しては，神に対するまったき嘆願によってこれを無受苦のまま
守り抜いたのである．3）わたくしはスザンナや，モーセの姉妹についてここ
では語らない．後者は，ユダヤ人たちの間で知恵において品位の高い女性たち
すべてを統率し，預言者モーセとともに出征した．前者は，あり余る崇高さを
もって，また死をも恐れることなく，凝らしめを知らない愛人たちに裁かれな
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がら，揺らぐことのない浄らかさの証し人として留まったのである．
　120.1）さらに哲学者ティオンは，ある女性のことを語っている．彼女は大
いなる羞恥の心から，衣を身にまとったまま水浴したという．一方フィロテラ
という女性は，浴槽に浸かろうとする際に，裸身の部分を水が覆うのに応じて，
その分だけ衣を少しずつたくし上げ，その後浴槽から上がる際には，再び少し
ずつ身にまとったと言う．2）あるいはアッティカの女性レアイナは，雄々し
く拷問に耐えなかっただろうか．この女性は，ハルモディオスとアリストゲイ
トンの一味とともに，ヒッパルコスに抗しての反乱計画に加わっていたが，極
度のさいなみに遭ってもなお，一言も口を割らなかったという（ﾌﾟﾙﾀﾙｺｽ『倫
理論集』505DE）．3）さらにはまた，女性詩人のテレスィッラ率いるアルゴス
女性たちが姿を現すと，戦事に長けたスパルタ人男性たちは，いち早く逃走し，
彼女たちは死をまったく恐れないということが実証されたのではなかったか
（ﾌﾟﾙﾀﾙｺｽ『倫理論集』245C 以下）．4）同様の事柄は，ダナオス王の娘たちを
めぐって劇作品『ダナオスの娘』を作った詩人がこう述べている．
　　　「そのときにも，ダナオスの娘たちはいち早く武装した，
　　　　流れの速い主，ナイルの川の傍らで」（『ﾀﾞﾅｲｽ』断片 1）
以下である．121.1）他の詩人たちは，狩猟におけるアタランテーの素早さ，
アンティクレイアの愛情，アルケスティスの夫に対する愛，マカリアやヒュア
キンティスの勇敢さを歌い上げる．2）さらには，ピュタゴラス派の女弟子テ
アノは，非常に高い哲学の域にまで達しており，彼女の外見を見て「腕が美し
い」と言う男性に対して「並ではない」と答えるほどであったという．3）こ
れと同じ崇高さに数え上げられるのは，次のような警句である．すなわち彼女
は「いったいどんな日に，妻は夫から離れてテスモフォリアの祭りを見に来る
のか」と問われて，「自分の夫から離れて直ちに」，だが付け加えて「他人の
夫からは決して」と答えたと言う．4）そればかりでなく，ゾイロスの娘でラ
ンプサコスの女性であり，ランプサコスの男性レオンテスの妻でもあるテミス
トは，エピクロス派の哲学を奉じたと言われる．同様にテアノの娘のミュイア
はピュタゴラス派の哲学を奉じ，またアリグノテはディオニュソスに関する著
書を遺したという．5）なぜならクロノスと呼ばれたディオドロスの娘たちは，
全員弁証家となったということを，弁証家のフィロンが『メネクセノス』のな
かで述べているからであり，彼女たちの名を次のように挙げている．メネクセ
ネ，アルゲイア，テオグニス，アルテミスィア，パンタクレイア．6）キュニ
コス派の女性も挙げておこう．それはヒッパルキアと呼ばれる女性であり，マ
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ロニスの娘で，クラテスの妻であったという．この妻と，クラテスは「犬姦」
（キュノガミア）をしたと『ポイキレ』の中で語っている． 122.1）一方アリス
ティッポスの娘でキュレネの女性アレテは，「母の教えを授かった」という異
名を持つアリスティッポスを教育した．2）またアルカディアの女性ラステネ
イアとフリエの女性アクスィオテアはプラトンの許で哲学を修めた．3）ミレ
トスの女性アスパスィアについては，喜劇詩人たちが大いに記しているが，ソ
クラテスが哲学に，ペリクレスが弁論術に導いた．4）記述が長きにわたるの
で，他の女性に関しては省略し，また女流詩人たちについても列挙することは
しないが，詩人としてはコリンナ，テレスィッラ，ミュイア，サッフォがいる．
また画家としては，クラティノスの娘エイレネやネアルコスの娘アナクサンド
ラがいて，彼女たちについてはディデュモスが『饗宴』のなかで記している．
123.1）またソフィストで，リンディオスの人々を単独で統治したクレオブロ
スの娘は，父親の客人たちの足を洗うのを恥ずかしがることはなかった．アブ
ラハムの妻で幸いなる者サッラも，自ら天使たちのためにパン菓子を準備した
（創世 18,6）．また王家の娘たちは，ヘブライ人たちのために羊の群れを放牧し
た（出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 2,16）．ここから，ホメロスに登場するナウスィカァも，洗濯の
ために赴いたのである（ﾎﾒﾛｽ『ｵﾃﾞｭｯｾｲｱ』6,86）．
　2）したがって，賢慮ある女性はまず，夫に対し，自らとともに，幸福にい
たる人々の一員となるよう説得することを選択するであろう．だがもしこれが
不可能であるならば，単独でも徳に赴くのがよい．ただその場合，すべてに関
して夫に従い，徳と救いとに関わると判断される場合以外には，彼が納得しな
いうちに何かを実行することのないようにするのがよい．3）だがそればかり
でなく，もし，妻であれあるいは女従僕であれ，そのような状況に偽りなく積
極的である女性に対し，誰かがそれを阻むようなことがあるならば，そのよう
なことをする者は，正義や節制から逸らせようという選択をする者に他ならず，
自らの家を，不義にして懲らしめのないものに仕立てることを選択する男であ
るように思われる．124.1）つまり，男性でも女性でも，いかなる事柄に際し
てであれ，学び・注意深さ・鍛錬においてよく訓練されていなければ，敬意を
払われる者とはなりえないということである．しかるに徳をめぐっては，われ
われ以外のひとびとのすべてに備わっているわけではないとわれわれは述べて
いる．2）したがって，もし誰か，戦争をも阻止することのできる者がいたと
しても，われわれに備わる事柄については，たとえ誰かが介在しようとも，決
してそうは為しえない．この賜物は神から与えられたものであり，誰をも欺く
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ことがないからである．3）そこから，向こう見ず（akolasia）ということは，
他ならぬ向こう見ずの人間にあってこそ最大の災いなのであり，逆に節制は，
節制することのできる人間においてこそ善なのである．
XX．善き品性を持つ女性の務めについて記述される．
　125.1）さて，慎みをもって夫を愛する妻を称賛しつつ，エウリピデスはそ
ういう女性をこう描き出している．
　　　「 口を開くときには賞賛を述べるように決意しなさい．あるいは何も言
わないときでも，共に暮らす夫のために，どんな良いことを言おうか
と骨折るべきです」（ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ，典拠不詳断片 909）．
2）あるいはまた，これに類したことを次のように述べている．
　　　「 夫が不幸に遭ったときには，妻も夫と同じく悲しむのは甘美なこと，
苦しみも，喜びもともに分かち合う意味で」．
3）さらに，災難に遭おうとも，妻の柔和さと豊かな愛を秘めたあり方を勧めて，
次のように述べている．
　　　「 わたくしは，たとえあなたが病気のときにも，ともに病に伏すことに
します．
　　　　 そしてあなたの不幸に共に耐えましょう．わたくしには何の辛いこと
でもありません」．
なぜなら愛する者と共にいることは
　　　「幸福のときにも，不幸のときにも不可欠だからです．
　　　　愛とは，それ以外の一体何だと言うのでしょう」．
126.1）実に，御言葉にしたがって遂行される婚姻は聖化される．それは，そ
の共なる絆が神に従い神に献げられる場合である．それは＜信仰のまったき実
りのうちなる真実の心とともに，心は誤った良心から清められ，体は浄らかな
水によって洗われ，希望の告白を有したあり方である．約束を下したのは信実
な方なのだから＞（ﾍﾌﾞﾗｲ 10,22 以下）．2）婚姻は，富によってでも，美によっ
てでも幸せだと判断されるものではなく，むしろ徳によってそう判断される．
3）悲劇ではこう語られる．
　　　「美はまったく益にならない，いかなる配偶の女性にとっても．
　　　　だが徳は多くの女性を益する．なぜなら，夫に尽くす妻とは，
　　　　善の極み，彼女は節度を知っている」．
秋　山　　　学
4）それに続き，いわば勧告を与えるかたちで次のように付言される．それは
　　　「まずは次のことが肝要だ．たとえ夫が容姿に恵まれていなくとも，
　　　　伴った妻に素晴らしいと思われることが．
　　　　なぜなら判断するのは目ではなく，理性が見るのだから」
以下の箇所である．5）というのも聖書は，まったく正しく，妻は夫に助け手
として神から与えられたと述べているからである（創世 2,18）．127.1）したがっ
てわたくしとしては，思うに，家事に関して，あるいは夫のために降りかかっ
てくる苦悩の各々は，御言葉に仕えるものとして，明らかに，納得とともに選
び取られるべきだと考える．2）だがもし夫に従わない場合，そのときにはす
でに，彼女は人間本性に可能な限りにおいて，過ちのない生活を送ることを試
みられていることになる．この点については，たとえ御言葉ととともに死のう
と，あるいは生きようと，変わりはない．そのような実践に際して，この女性
は，神を，助力者また協働者と考え，現在に対しても未来に対しても，真なる
同伴者また救い主と見なし，あらゆる行為の将軍また指導者として立て，節制
と正義とを為すべき業と認識し，神に愛されることを究極目的としたのである．
128.1）実に使徒は，『テトスに宛てた書簡』の中で，＜年老いた女たち＞が，感
謝をもって生活すべきことを教えている．＜彼女たちは，聖なる務めを果たす
者として，中傷せず，大酒の虜にならず，若い女性たちを諭し，夫を愛し，子
供を愛し，節度があり，浄らかで，家事に勤しみ，善良で，自分の夫に仕える
者となるように．それは，神の御言葉が侮辱されないようにするためである＞（ﾃ
ﾄｽ 2，3 － 5）．4）使徒は言う．＜すべての人々と共に，平和と聖性を追求せよ．
この聖性なしでは，誰も主を見ることはできない．また一杯の食物のために長
子権を譲り渡したエサウのように，淫らで俗悪な者とならないように気をつけ
るべきである．また，苦い根が現れてあなた方を悩まし，それによって多くの
人々が汚されることのないようにせよ＞（ﾍﾌﾞﾗｲ 12,13 － 15；16；15）．129.1）
しかる後，結婚をめぐる問題にいわば頂点を加える格好で，こう付言している．
＜結婚はすべての人々に尊ばれるべきであり，夫婦の閨は汚してはならない．
姦淫をする者・姦通を犯す者には神が裁きを下す＞（ﾍﾌﾞﾗｲ 13,4）．2）夫にも
妻にも，目標と目的は一つであることが示された後，ペトロは書簡の中で，何
が究極的であるかを述べている．＜今しばらくの間，いろいろな試練に苦しま
ねばならないにせよ，それはあなた方の信仰の確かさが，火で精錬されながら
も朽ちるほかない黄金よりもはるかに尊く，イエス・キリストが現れるときに
は賞賛と光栄と誉れを見出すようになるためである．4）あなた方は，このキ
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リストを見たこともないのに愛し，今見ていなくても信じ，言葉では言い尽く
せないほどの喜びに満ち溢れている．それはあなた方が，信仰の実りとして霊
魂の救いを受けているためである＞（1 ﾍﾟﾄﾛ 1,6 － 9）．5）それゆえにパウロ
も，キリストのために，＜苦労したことはずっと多く，鞭打たれたことも比較
できないほど多く，死ぬような目に遭ったこともしばしばであった＞（2 ｺﾘﾝﾄ
11,23）ことを誇っているのである．
XXI．「まったき人」ないし「真なる覚知者」について記述される．
　130.1）この点でわたくしは，「まったき人」というものが，各々の徳に専心
する人によって，多様な仕方で受け取られるということを理解する．なぜなら
人は，敬神の念に満ちていても，忍耐に優れていても，克己心に溢れていても，
業に秀でていても，証聖者であっても覚知者であっても，「まったき人」と呼
ばれるに値するからである．2）しかしながらわたくしは，われわれのために
人間性をまとった方ただ一人を除いて，いやしくも人間である限り，誰かがす
べての点において同様に「まったき人」でありうるとは思わない．たとえある
人が，諸悪から遠ざかることを告げ知らせていても，その人は単に律法の面か
ら「まったき人」であるということに過ぎないであろう．しかるにこの道は福
音と善行に向かう道である．3）もっとも律法的な事柄の完遂は，覚知に基づ
く福音の受諾であり，それは人が律法にしたがって「まったき人」となるため
の道である．なぜなら律法にしたがった人モーセが，このように理解して聞か
ねばならないと告げ知らせたためであり，それはわれわれが，使徒にしたがっ
てキリストを律法の充溢と受け取らんがためなのである．4）しかるに覚知者
はすでに福音のうちに歩みを進めており，それは律法のみを礎として用いるの
ではなく，律法に関して次のように理解し受け取る方法に拠る．すなわち，主
は掟を，定めたとおりに使徒たちに伝えたとする理解である．5）だがもし正
しき生活態度を採る者は（悪しき業のうちに覚知の道に従うのは不可能である
のと同じように），証聖者として，愛をもってそれらの事どものうちに正しさ
を証しする者となる．その際に彼は，人間界におけるよりもむしろ大いなる価
値を獲得するのであり，その様は，肉の身にあって「まったき人」と呼ばれる
者が，先駆けてそうであるのとは異なった様においてである．人生に限界があ
るということが，このような呼び方を予め獲得しているのであるが，覚知に満
ちた証聖者はすでに先んじて，覚知に満ちた愛を通じ，いとも優れた仕方で霊
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の注ぎを受け，まったき業を証しし提示する．131.1）彼はこの世の裁きの場
において，幸いなる者またまったき者と呼ばれるであろう．＜この並外れた偉
大な力が神のものであって，われわれから出たものでないことが明らかになる
ために＞（2 ｺﾘﾝﾄ 4,7）と使徒は述べている．われわれはただ，選択意志に適
うものと愛だけを保とう．＜われわれは，四方から苦しめられても行き詰まら
ず，途方に暮れても失望せず，虐げられても見捨てられず，打ち倒されても滅
ぼされない＞（2 ｺﾘﾝﾄ 4,8-9）．2）というのもこの同じ使徒によれば，完徳を
目指して専念する者は，＜どんな事にも，いかなる罪の機会をも与えてはなら
ない＞（2 ｺﾘﾝﾄ 6,3 以下）からである．むしろ＜あらゆる事柄において＞，自
らを人間にではなく，神に仕えるものとして備えていなければならない．3）
そしてその結果として，人間にも従うべきである．というのも人間に仕えるこ
とで，侮蔑の誹謗にも耐えることができるからである．4）しかるに使徒の賛
辞は続く．＜大いなる忍耐をもって，苦難，欠乏，行き詰まり，鞭打ち，監禁，
暴動，労苦，不眠，飢餓においても，純真，知識，寛容，親切，聖霊，偽りの
ない愛，真理の言葉，神の力のうちにそうしている＞（2 ｺﾘﾝﾄ 6,4 － 7）．それ
はわれわれが神の神殿として，＜肉と霊のすべてのけがれから＞（2 ｺﾘﾝﾄ 6,16）
清められるためである．5）使徒は言う．＜そうすればわたしはあなた方を受
け入れ，父となり，あなた方はわたしの息子また娘となる，と全能の主は述べ
る＞（2 ｺﾘﾝﾄ 6,17 以下）．6）＜かくして＞，使徒は＜われわれは神に対する
恐れのうちに聖性を極めよう＞（2 ｺﾘﾝﾄ 7,1）と言う．たとえもし恐れが苦痛
を生むとしても，使徒は言う，＜わたしは，あなたがたが悲しんだためではな
く，悲しんで悔い改めたために喜ぶ．なぜならあなた方は，神にしたがって悲
しんだからである．つまりわれわれのうちの誰からも害を受けずに済んだ．と
いうのも神の御心に適う悲しみは，悔いなき救いに向けての回心を働きかける
からである．しかるに世の悲しみは死をもたらす．7）というのもこのように
して，神の御心に適ってあなた方が悲しむことは，あなた方に対してどれほど
大きな専心を生み出すことだろうか．もっともそこには弁明，煩い，恐れ，望
み，ねたみ，裁きも伴う．だがこれらすべてにおいて，あなた方はその件に関
して自らを浄らかなるものとして整えることができたのであるから＞（2 ｺﾘﾝﾄ
7,9 － 11）．
　132.1）これらは，覚知のための修行の前鍛錬である．しかるに全能なる
神は自ら，＜使徒，預言者，福音記者，牧者また教師を与えた．こうして聖
なる者たちは奉仕の業に適した者とされたが，それはキリストの体を建設
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するためであった．われわれはみな，遂には，神の子に対する信仰と認識
（epignōsis）の一性において一致し，「まったき人」に至り，キリストの充溢
の域にまで成長するのである＞（ｴﾌｪｿ 4,11 － 13）．したがってわれわれが尽
力すべきなのは，覚知の面において成熟の域に達し，なお肉の身に留まって
はいても完成の域に至るということである．さらにこの世にあってまったき
一つの思いから，神の意向に合致して共に走ることを心がけるべきである．
そしてついには，「存在者」である神とのまったき生まれの一致と共通性の
完遂（apokatastasis）へ，さらに完全なる和合（katartismos）に支えられ
たキリストの充溢に至らねばならない．2）すでにわれわれは，どのような
理由でまたどのように，あるいは何時，神的な使徒が「まったき人」という
表現を用い，またどのようにまったき人々の相違点を明らかにしているかを
検討した．3）次のようにも述べられている．＜一人一人に「霊」の働きが
現れるのは，全体の益となるためである．ある人には「霊」によって知恵の
言葉，ある人には同じ「霊」によって知識の言葉が与えられ，ある人にはそ
の同じ「霊」によって信仰，ある人にはこの唯一の「霊」のうちに癒しの権能，
他の者には奇跡を発現させる力，またある者には預言，ある者には霊を判別
する力，ある者には異言の才，ある者には異言を解する力が与えられている．
だがこれらはすべて，一にして同じ「霊」の働きなのであり，「霊」は望む
がままに，個々の者一人一人にそれを分かち与えるのである＞（1 ｺﾘﾝﾄ 12,7
－ 11）．133.1）このような次第であるので，預言者たちは預言において，義
人は正義において，殉教者は証聖（homologia）において本来の働きをなす．
また他の者たちは，一般的な徳を備えていないわけではないが，宣教の業に
おいて，自らが召されている本分を達成するのである．よく考えてみるなら
ば，預言者が義人ではないと一体誰が主張するだろうか．なぜなら，アブラ
ハムのような義人も，預言しないことがあるだろうか．
　　2）「神は，ある者には戦のわざを与え，
　　　　ある者には踊りの術を，他の者にはキタラや歌の才を与えた」
 （『ｲﾘｱｽ』13.730 以下）
とホメロスは歌っている．3）＜だが各々の者は，固有の賜物を神より受け
ている．ある者はこのように，またある者は異なったふうに，と＞（1 ｺﾘﾝﾄ
7,7）．もっとも使徒たちは，すべてにおいて恵みに満ちていた．134.1）あな
たは，もし望むのであれば，彼らの行録や書き物の類から，覚知・生き方・宣
教・正義・潔さ・預言の賜物を見出すであろう．2）したがって知るべきなの
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は，パウロの場合なら，たとえ彼が当初は若さの域にあり，ちょうど主の昇天
の後に盛期を迎えたにしても，彼の書き物は旧約聖書に基づいており，彼はそ
こから息吹を得て語っているということである．3）なぜならキリストへの信，
福音をめぐる覚知は，律法の解釈と充溢だからである．4）このようなわけで，
ユダヤ人たちに対してはこう語られている．＜あなた方はもし信じなければ，
理解することもないだろう＞（ｲｻﾞﾔ 7,9）．つまりこれは，あなた方は，もし
律法を通じて預言し律法に基づいて予言する者に信を置かなければ，旧い契約
をも理解することはできないだろう，なぜなら主自らが，自らの顕現の際にそ
の契約を説き明かすからだ，ということなのである．
XXII．「完徳者」また「真なる覚智者」が務めを果たすとき，
それは罰を恐れてでも，報奨を期待してでもなく，
ただ善と美のみを目指してなすのであること．
　135.1）さて，理解しまた洞察力を備えた者，その彼こそ覚知者である．彼
のなす務めは，諸悪から離れ去ることでも（これは最大なる進捗のための基盤
であるから），何か善き事柄を恐れのゆえに行うのでも（次のように記されて
いる．＜わたしはどこに逃れ，どこにあなたの御顔を避けようか．たとえわた
しが天に昇ろうとも，あなたはそこにおられる．たとえわたしが海の彼方に遠
ざかろうとも，あなたの右の手はそこにある．たとえわたしが深淵に下ろう
とも，あなたの息吹はそこにある＞（詩篇 138,7 － 10；第 1 ｸﾚﾒﾝｽ，ｺﾘﾝﾄ書簡
28,3）），3）あるいは何か公示された栄誉への希望ゆえに行うのでもない（次
のように記されている．＜見よ，主がおられる．主の応報は，その御顔より来
たる．それは人の業に応じて各々に報いられるもの＞（第 1 ｸﾚﾒﾝｽ，ｺﾘﾝﾄ書簡
34,3）．＜目が見ず，耳が聞かず，人の心に昇りもしなかったもの，神はそれ
を，神を愛する者たちに備える＞（1 ｺﾘﾝﾄ 2,9；第 1 ｸﾚﾒﾝｽ，ｺﾘﾝﾄ書簡 34,8））．4）
ただ愛による善行，それこそ美そのもののために，覚知者によって選択される
ものである．136.1）すでに神の御顔から主に対してこう語られている．＜わ
たしに求めよ．わたしはあなたにあなたの嗣業として諸国の民を与えよう＞（詩
2,8）．これは，最も王に相応しい願い，すなわち報償を期待せずに人々の救い
を求めよということを教えている．これは，われわれ自らが嗣業となり，主を
有するためである．2）これとは逆に自分に対して，あることは生ずるがある
ことは生じないように，といった要求から，神をめぐる知識を望むというのは，
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覚知者のなす業ではない．ただ彼にとっては，覚知そのものが観想の原因とな
ればそれで十分である．3）というのも私は敢えて，神に関する知識そのもの
のために覚知を追求する者は，救われたいがために覚知を選びとるのではない
のだと言いたいからである．4）すなわち，想念（noein）は鍛練（synaskēsis）
によって常なる想念（aei noein）へと進展する．常なる想念は，絶えざる魂神
一致（anakrasis）によって知者（ginōskōn）の本質（ousia），さらには永遠
の観想（aidios theōria）となり，生ける実体（hypostasis）として留まる．5）
実際もし，ある人が覚知者に対し仮定として，神をめぐる覚知と永遠の救いを
めぐり─いかなる場合でもこれらは同一であろうが，それが分かちえたとして
─，そのどちらを選ぶことを望むかと問うたならば，まったくためらうことな
く，彼は神をめぐる覚知を選ぶであろう．それは彼が，愛を通じて覚知へと昇
り行く信仰の特性それ自体のゆえに，覚知をこそ選択すべきだと判断するため
である．137.1）これこそ，「まったき人」の第一の善行であって，それは，彼
を取り巻く事どもの中で，何らか有益なことのために行われることではない，
という際に成立する．それでも，善を為すことは麗しきことだと判断し，そ
れゆえあらゆる行為に全力で振り向けられる彼の労は善化される．それは，あ
る事柄に関してはそうだが別の事柄についてはそうでないといったものではな
く，むしろ習慣化した善行のうちに為されるものであって，哲学者たちが言う
ように名誉や名声のためでもなく，また人間からであれ神からであれ，何か
報酬のために行われるものでもない．彼は主の＜像また似姿に従って＞（創世
1,26），生涯をまっとうする．2）たとえどのような具合でであれ，善行をなす
彼に対して何か相反する状況が生起したとしても，恨みを遺すことなく，報復
をすすんで放棄する．＜正しき者にも不正なる者にも＞（ﾏﾀｲ 5,45），正しき者・
善き者となるのである．3）そのような人々に対して主はこう述べる．＜あな
た方の父がそうであるように，完全な者となれ＞（ﾏﾀｲ 5,48）．このような者に
おいて肉は死し，ただ主のみが生きる．墓場は聖化され，主にあって聖なる神
殿となり，いにしえの罪深き霊魂は神に向かうものとされている．138.1）こ
の人間は，もはや克己者ではなく，むしろ不受動性の習慣のうちにあり，一貫
して神的な相貌を帯びている．彼は言う，「もしあなたが施しをなすのであれ
ば，誰にも知られないようにせよ．もしあなたが断食をするのであれば，頭に
油を塗るがよい．それはただ神だけがそれを知り，人は一人としてそれを知ら
ないようにするためである」．あるいはむしろ，憐れみをかける者本人ですら，
自らが憐れみをかけているということを知るべきではない．というのもこのよ
秋　山　　　学
うな仕方であれば，あるときは憐れみ深いが，またあるときはそうではないと
いうことになるだろう．3）だがもし彼が，施しを習慣のうちに為すようにな
れば，善の本性そのものを模倣することになるだろう．しかるに状態というも
のは，本性さらには鍛錬と化すであろう．4）けれども高められたものは移し
変えてはならず，進み行く者は目的地まで到達せねばならない．いかに細い道
であっても，あらゆる小道を通らねばならないのである．というのもこれこそ，
父によって引き寄せられるということであり，神からの恵みの力を獲得するに
値し，妨げなく走りぬくということなのである．5）たとえ誰かが，選び抜か
れた人を憎もうとも，この人は彼らの無知を知っている．その際に彼らが考え
に関して無学であることを憐れむ．139.1）したがって，似つかわしくもこの
覚知は，無知なる者どもにも愛を向け，彼らに対して，全能である神のすべ
ての被造物を尊ぶように教え諭す．2）もし彼が神を愛することを学んだなら，
徳を，白昼夢とも夢とも何か幻影であるとも考えず，決して打ち棄てられるべ
きものとはしないだろう．徳自らの習慣性は，習慣であることから脱落したり
することは決してない．たとえ覚知が，習慣であれ状態であれ，いかように呼
ばれようとも．3）というのも，様々な想念が，変化を被らないままで霊魂の
主導的部分のうちに入り込むことがなければ，その人間は，日中の運動から生
じる幻影を夢見たまま，幻影の変質をも受け入れることがないだろうからであ
る．4）それゆえ，主は目覚めているようにと勧告する（ﾏﾀｲ 24,42）．それはわ
れわれの夢が，霊魂を情動で動かすことのないようにするためであり，むしろ
昼の間に充分に発揮された生き方を，夜の間にも浄らかで染みのないものに守
るように命じるからである．このような，力の限り神に似ることとは，理性を，
それ自体に従ったあり方のうちに守ることである．5）これこそ理性の，理性
としてのあり方（schesis）であり，多様な状態は，質料的なものへの執着に
よって生じるものである．140.1）わたくしには，夜が「善き時間」（euphronē）
と呼ばれるのはこの故であろうと思われる．というのもこの時間帯には霊魂は
諸感覚から閉ざされ，自らに向かい，いっそう賢慮を分かち持つようになるか
らである．2）このために，秘儀の儀礼もとりわけ夜に行われるが，これは夜
間における霊魂の肉体からの離去を意味するものであろう．3）＜われわれは，
他の人々のように眠っていないで，目覚めて身を慎んでいよう．眠る者は夜間
に眠り，酩酊に陥る者は夜間に酩酊に陥る．だがわれわれは昼に属しているの
だから，身を慎んでいよう．信仰と愛の武具，それに救いの希望という兜を身
に付けて＞（1 ﾃｻﾛﾆｹ 5,6 － 8）．141.1）眠りについて語られている限りの事ど
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もは，同じく死についても当てはまると取るべきである．というのもこれらの
双方とも，霊魂の離脱を明らかにするからである．一つはより多く，もう一つ
はより少なくであるが．このことはヘラクレイトスの言葉から理解することが
できる．2）「人間は夜のうちに光を捉えて自らに死し，視覚を失う．つまり生
きながらにして，眠りのうちに死者に触れ，視覚を失うのである．目覚めると
きに眠れる者に触れる」（ﾍﾗｸﾚｲﾄｽ断片 26 ﾃﾞｨｰﾙｽ）．3）というのも，使徒によ
れば＜好機を見る者は幸いである＞（以下，ﾛｰﾏ 13,11 以下）．＜なぜならあな
た方はもう眠りから目覚めるべき時だからである．いまやわれわれの救いは，
われわれが信仰に入った頃よりも近づいている．夜は遠ざかり , 昼は近づいた．
だから，闇の行いを棄て，光の武具を身に付けよう＞．4）使徒は，昼という
表現でもって子また光を比喩的に表している．一方光の武具という言い回しで，
福音の教えを暗に意味している．このように身を洗うことで，浄らかかつ輝け
る身となって，聖職と祈りに赴かねばならないとされる．142.1）そしてこの
ように，外面を飾り浄めるということは，象徴性のために行われることであっ
て，「浄らかさとは，敬虔なる事柄を考えることだ」と言われる．そして洗礼
の象りも，モーセから詩人たちに，次のように伝えられたのであろう．
　　2）「水浴びを終えると，肌に浄らかな衣をまとって」
 （ﾎﾒﾛｽ『ｵﾃﾞｭｯｾｲｱ』4.750）
ペネロペイアは祈りに赴く．一方テレマコスは，
　　　「灰色の海の水で両の手を洗い，アテネに祈りを捧げた」
 （ﾎﾒﾛｽ『ｵﾃﾞｭｯｾｲｱ』2,261）．
3）ユダヤ人の習慣としては，しばしば寝台の上で洗礼を受けることがよく行
われている．このことは，次の歌によく歌われている．
　　　「洗いによってではなく，むしろ想いにおいて浄らかであると知れ」．
4）というのも思うに，浄らかさがまったきものとなるのは，理性・行い・考
えの浄らかさが備わったときであって，言葉に関しては，夢の中での罪のなさ
が，純粋さとまったきあり方につながるのである．
　143.1）さて思うに，人間にとっての浄めとしては，正確にして確固たる回
心で充分であると考える．いやしくも自らに関して，それまでに行った行為に
則って省察し，先に進むのであれば．その後考えを致して理性を，感覚的な嗜
好や以前の過ちから解き放つのである．2）そしてもし，知識の源を探ること
が不可欠で，一旦静止してその知識に対し，いったい何のためにわれわれの霊
魂を諸問題に関わらせているのか，と反駁を加えてみることが必要であれば，
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その時々に応じて以前のあり方に立ち戻ることができる．3）ちょうど同じよ
うに，信仰に照らしても，存在者をめぐるわれわれの霊魂のあり方の根源を探
ることが不可欠である．4）然るにわれわれは，常にまたすべてにおいて義な
る方を学び取ることを切望する．この方は律法に照らして懲罰を加えるのでは
なく，罪を犯した人々に対して攻撃を加えないし弾劾を行う者どもの悪を憎む
心を嘉することもない．また不正を被った人々の危難を，義なる者として超然
と高みから傍観する方でもない．5）というのもこのようなやり方で，何か不
正を働くことから身を遠ざける人は，自ら進んで善良な人というのではなく，
恐れから善人ぶっているだけなのであるから．6）実にエピクロスは，それ自
体としての賢者は，何か利得に基づいて不正を働くと言うことを望まない人で
あると述べている（ｴﾋﾟｸﾛｽ断片 582）．なぜなら目につかない事柄に関して証
言をかちえるのは不可能だと言うのである．したがって，知らなかったと言っ
て納得するようであれば，それは自体的に不正を働いたことになる．144.1）
そしてこのような事柄は，闇に満ちた教説である．だがもし，義なる人々に神
より与えられる返報への希望から，人が不正を働くことから離れるとしても，
この人が本性的に善人であるということにはならないであろう．なぜなら先の
人を義としているのが恐れであったのと同様に，この人を義としているのは，
否むしろこの人が義なる人であると見えるようにしているのは報償だからであ
る．2）しかるに死後の希望に関しては，異邦人の智慧を追究した人々ばかり
でなく，ピュタゴラス派の人々もまた，善人にとっては美しきものだが悪人に
とっては逆であるということを知っていた．というのもかの人々もまた，哲学
者たちにとって，希望こそ究極の目的であるということを仄めかしているから
である．それは実に，ソクラテスが『ファイドン』篇の中で，「善き希望とと
もに」（ﾌﾟﾗﾄﾝ『ﾌｧｲﾄﾞﾝ』67C）美しき霊魂はこの世を去る，と言う一方，それ
とは逆に，それに悪しき人々の霊魂を対置させ批判して「悪しき者どもの霊魂
は悪しき希望とともに生きる」と言っていることから明らかである．3）彼に
対してはヘラクレイトスも同意しているように思われるが，それは彼が人間に
ついて次のように議論している箇所である．「希望も期待もしなければ，人間
は死したものに留まる」（ﾍﾗｸﾚｲﾄｽ断片 27 ﾃﾞｨｰﾙｽ）．
　145.1）かくしてパウロはローマ人たちに宛てて神的にこう命じる．＜苦難は
忍耐を生み出し，忍耐は練達を，練達は希望を産み，希望は決して欺かない＞
（ﾛｰﾏ 5,3 － 5）．というのも忍耐は，将来への希望によるからである．しかるに
希望とは，希望の返還・回復ということと同義である．希望は＜決して欺かな
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い＞ばかりか，決して難詰しない．2）一方，ただ一度の召命により呼ばれる
や随順する者は，恐怖も快楽も伴わずに覚知に至る．なぜなら彼は，何か外的
な利得が伴うのかとか，享受がありうるのかといった詮索はせず，真なる存在
である愛する方への愛によって引き寄せられ，然るべく導かれて敬神に至るか
らである．146.1）それゆえ仮定として，禁じられている事柄を罰せられぬま
まに実行する権限を神から得たとしてもそれは無理，さらには報酬として幸い
なる者たちの財を受け，その人々への約束を重ねて受けるとしてもそれは無理
であって，むしろ，神が行っていることであるのに神に知られることなくでき
る，あるいは正しき道理に反して，およそ何かを行おうと欲し（それは不可能
であるが），真に美しく，自らの故に選ばれるべき方，それゆえに愛される方を，
ただ選択するということだけが残されているのである．
　　　「というのも腹の食物のうちには，
　　　　有益なものは何もないのだ」（ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ『嘆願する女たち』865 以下）
とわれわれは受け取っている．2）しかるに使徒は＜食物がわれわれを神の許
に導くのではない＞（1 ｺﾘﾝﾄ 8,8）と聞いている．婚姻もまた然りである．た
だ無知ゆえに婚姻を回避するのもまた然りであり，ただ神の許に導くのは，徳
にしたがった覚知の業である．なぜなら犬は理性を伴わない動物であるが，棍
棒を取り上げた人を恐れ，それ故その人の出す餌を恐れるという理由で，克己
心のある動物と言われるのは相応しいからである．3）だが彼らとて，為され
ていた前提が取り除かれ，差し掛かっていた恐怖が除去され，差し迫る危難が
排除されたならば，差し出されたものをよく吟味するものだということをよく
知る必要がある．
XXIII．いかなる理由の故に，完徳の人は，感覚にとって快き事どもを
できるかぎり避け，よりすぐれた事柄をめざすべきであるか．
　147.1）さて，われわれの用途のために創造されたすべての事物は美しい，
と真に覚知をもって受け取ることが，この問題の本性そのものに適わしいとい
うわけではない．それはたとえば，婚姻であるとか，節度を伴った子作りであ
るとかを考えてみればよい．むしろ，神に向かう似像性のゆえに情動を越え徳
を備えることこそが，美に優ることなのである．2）しかるに，外面的に有用
なもの，あるいは有用でないものに遭遇した場合，そのあるものは遠ざけられ
るが，あるものはそうではない．だがそればかりではなく，遠ざける事物に関
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しても，それらが嫌悪を与えるものだと映ったならば，創造や創造者を排斥す
る者がある．それはたとえ，敬虔に回心したように思える者にあっても，不敬
な判断を下す場合である．3）しかるに＜欲情を抱いてはならない＞（出ｴｼﾞﾌﾟ
ﾄ 20,17）という事は，恐怖ゆえの必然性から要求されるのではない．快楽のう
ちで強いられる事柄から遠ざかることが必要なのであって，衝動を撃退するこ
とは，約束を通じて説得する報償に属すものではないのである．4）約束を通
じて神に従う人々は，律法によってではなく約束を通じて従順を選択するので
あるが，その際快楽の罠に絡め取られてしまうのである．148.1）その際，感
覚される事物の離反は，思惟される事物に対する親近性というものを，経綸に
したがって形成することはない．逆に思惟される事物に対する親近性が，本性
的に，覚知者にあって，感覚される事物からの転回となり，美を選び取ること
になる．その際彼は覚知をもって善を選択し，誕生に賛嘆するとともに創造者
を聖なる者とし，神に対する似姿性を聖なるものとするのである．2）「だがわ
たしは」，欲情から「自らを解放する」（ﾎﾒﾛｽ『ｲﾘｱｽ』10,378）と言われる．そ
れは，主よ，あなたに対する親近性の故である．なぜなら創造に関わる経綸は
美しきものであり，すべては善く管轄されていて，全能者よ，何事も原因なし
に成立してはおらず，わたしもあなたによる被造物にうちに含まれてしかるべ
きである．たとえこの世にあっても，わたしはあなたの傍らにある．わたしは
自分が恐れなくあることを欲する．それはわたしが，あなたに近づくことがで
きるためである．そしてわずかなもので満足し，似たものからの，善きものの
正しきあなたの選択に思いを馳せるためである．149.1）使徒は，いとも神秘
的かついとも敬虔なるかたちでわれわれに対し，真に感謝すべき選びについて
教えている．それは，他のものを悪しき物として排斥するやり方ではなく，美
しき物どもの中で，さらにより美しきものを作ることを告げるあり方である．
使徒の弁はこうである．2）＜相手の娘と結婚する人は美しきやり方を取るわ
けだが，結婚しない者はさらに優れたやり方を取るのである．それは，主のこ
とを煩いなく品位ある形で常に待つためである＞（1 ｺﾘﾝﾄ 7,38；7,35）．3）わ
れわれは，獲得の難しいものは必須のものではないが，必須のものは獲得が容
易であるということを，善を愛する神からの賜物として知っている．4）それ
ゆえにデモクリトスも，相応しくも次のように述べている．「本性と教えとは
隣り合わせ」（ﾃﾞﾓｸﾘﾄｽ，倫理学断片 187N33）．そしてその理由について，簡
潔に提示している．「教えは，人間を善き調和の取れたものに再形成する．そ
れは本性がその調和を取る働きをするからである」．つまり彼によれば，本性
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的に斯く斯くしかじかに形成されているということと，時間とともにあるいは
学びを通してこう再形成されたということとは，何ら違いはない，というので
ある．5）むしろその両者とも主が提供する事柄であり，一方は創造の際の事柄，
もう一方は掟に従っての再創造と刷新だからである．6）ただしこのうちでよ
り肝心な事柄に寄与する事柄をより選択すべきであり，思惟こそすべての中で
もっとも肝要なものである．7）したがって真に美しきものが最も快あるもの
と思われるのであれば，そこから望まれる実りが提供されるはずであり，それ
は霊魂の善き状況ということである．8）聖書にはこう語られている．＜わた
しの声を聞く者は，平安に信を置き休らうであろう．そしてあらゆる悪から離
れて恐れなく安心を得るであろう＞（箴言 1,33）．＜見よ，あなたの心のすべ
てにおいて，あなたの思いのすべてにおいて，神に信頼せよ＞（箴言 3,5）．こ
のあり方によれば，すでに覚知者が神となることが可能である．＜わたしは言
う．あなた方は神々であり，いと高き方の子らである＞（詩篇 81,6）．150.1）
かのエンペドクレスもまた，賢者の霊魂は神々となるということを主張し，お
よそ次のように書き記している．
　　　「結局彼らは，預言者，詩人，医師，
　　　　そして地上の人間を指揮する人々となる．
　　　　彼らから，敬意において最上の神々が芽吹く」
 （ｴﾝﾍﾟﾄﾞｸﾚｽ，断片 146 ﾃﾞｨｰﾙｽ）．
　2）かくして人間は端的に，本性を同じくする霊の範型に倣って形成される．
というのも人間は，本性の工房において範型なく形作られるのでも，かたちな
く形成されるのでもないからである．ここから人間の誕生は神秘的に完遂され
る．その技術と実体は共通であるが，「ある人」という形では，霊魂に内在す
る範例に倣い，どのような人へと選び取られるかにしたがって特徴づけられる
からである．3）そのようなわけで，われわれはアダムのことを，その形成に
際しては完全な者として創られたと言うのである．なぜなら特徴づける要因の
うちの何一つとして，彼には人間のイデアや形状が欠けてはいなかったからで
ある．5）しかるに完成が行われる際に彼が取り込んだ事柄が，従順によって
義化され，これが彼のうちにあるものを成就させる役割を果たしたのである．
彼はその端緒に関して選び取り，さらには禁じられているものを選び取ったの
であるから，神にその責はない．誕生は二重だったのである．151.1）そして
彼らが言うには，人間は情動のうちにあるのだから，その人間の勇気というも
のは，その本質のゆえに，その勇気に与かる人を，恐怖を知らず打ち負かされ
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ることのない者とする．そして憤怒が，忍耐と堪忍，その他同様のもののうち
に，理性の護衛役となる．また欲求の上に，節制と救いの賢慮が配される．し
かるに神は情動を知らず，怒りを知らず，欲求に駆られることもない．2）そ
して危険を回避しないという意味において大胆であるわけではなく，欲求に打
ち勝つという意味で賢慮に溢れるというわけでもない．というのも，神の本性
はいかなる危険にも陥り得ないし，神は怯惰を避けることもしない．それはちょ
うど，誰も，欲情に打ち勝つために欲求するということがないのと同様である．
3）かくして神秘的な意味において，ピュタゴラス派の格言「人間も，一人に
ならなければならない」は，われわれに関しても当てはまる．なぜなら万物の
創始者その方は一者，善なるものどもは，その習性において常に駆けて（thein）
いなければならないという不変のあり方により，神（theos）は一者だからで
ある．152.1）実際救い主は，欲情とともに怒りをも滅ぼしてしまった．怒りとは，
処罰に対する欲情だからである．というのも総じて，情動に関わる事どもとい
うのは，欲情のあらゆる種類に関して，互いに生まれを同じくするからである（ﾋ
ﾟｰﾆの提唱する読み方に従う）．しかるに無情動に向けて駆ける人は，汚される
ことなく唯一者となって行く．2）それはしたがって，ちょうど海にいて碇に
引き留められている人々が，碇を引き離そうとしても，それを自らの許に手繰
り寄せることができないばかりか，むしろその碇のほうへと引き寄せられてし
まうのに似ている．それと同じように，覚知の生活を送る者たちが，神を引き
寄せようとして知らず知らずのうちに，神の方へと引き寄せられることになる．
というのも，神に奉仕する者は，自らにも奉仕しているからである．3）したがっ
て，もし人が観想的生活において自らに気遣い，神を崇拝しようとすれば，そ
の自らの熱意ある浄めを通して聖なる神を聖なるかたちで見ることになる．賢
慮は，すくなくともその存在するうちは，間断なく自らを見守り観想すること
により，可能な限り，神に似るからである．
XXIV．神によって課せられた処罰の理由と目的について．
　153.1）さて，われわれの能力の範囲内にあるものは，われわれがその主導
権を握りうること，およびその逆のことすべてである．たとえば哲学するこ
と・しないこと，あるいは信ずること・信じないことがそうである．その結
果，われわれは二つの対立する行為の各々に関して等しく自由意志を持つこと
になり，われわれに懸かっている選択が力を有するということになる．2）と
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りわけ律法に関して，われわれによって実行されうるのかそうでないのかとい
うことは，それによって賞賛と叱責のどちらが伴うかという結果を伴う．つま
り，それによって過ちが生じた場合，処罰される人はその過ちだけのために処
罰されるということになる．なぜなら実現してしまった事柄は，すでに過ぎ
去っており，すでに生起した事柄として，起こっていない事柄には後戻りでき
ないからである．3）というわけで，信仰を抱く前に犯した罪は，主によって，
犯されることがないようにという目的で赦されるのではなく，すでに犯され
てしまったが，あたかも犯されていないかのように赦されるのである．4）た
だ，バシレイデスによれば，そのすべてが赦されるわけではなく，ただ不随意
的に，かつ無知により犯してしまった罪だけが赦されるという．これでは，こ
れほどまでに大きな恵みを提供するのが人間であって神ではないと言うかのよ
うである．この男に対して聖書は述べている．＜不法者よ，わたしがお前に似
た人間だとでも思うのか＞（詩篇 49,21）．5）だがもし，随意的な罪に関して
までもわれわれが処罰されるとすれば，犯されたものが犯されなかったことに
なるようにではなく，それらが犯されたという理由によりわれわれは罰せられ
るのである．6）しかるに処罰と言うものは，罪を犯した者にとって，すでに
為されてしまったものに関しては益することがなく，もう二度と罪を犯さない
ために，そして他の誰も，同様の罪に陥らないようにするために有効なのであ
る．154.1）したがってこの点で善き神は，次の三つの端緒を通して教育をする．
まずは教育される者自身が，自らよりも優れた者となるためである．ついで範
例によって救われうる人々が，勧告を受けることで動じなくなるためである．
そして三番目には，不正を犯された者が，軽蔑されることのないように，また
不正を働かれることに慣れてしまわないようにするためである．2）しかるに
矯正の方法としては二通りがある．まず一つは教育であり，もう一つは懲らし
めであるが，われわれは後者を教育的であるとも言っている．3）さて，浄め
の後に罪に陥った者どもが，教育を受けた者であるということを確認せねばな
らない．というのもかつて働いていた力が削がれ，加わっていたものが取り去
られたのであるから．4）不信なる者どもについては，＜彼らは籾殻のように
見なされる．風は地の表から奪い去り，壷のしずくのようなものなのだから＞
（詩篇 1,4；ｲｻﾞﾔ 40,15）と語られている．
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XXV．真の完徳は，神の認識と神への愛のうちに存すること．
　　155.1）「誰であれ，歴史の学びを有する者は幸い，
　　　　　　市民たちを災いへと導かず，また不正な行為へと駆り立てず，
　　　　　　古びることのない不死なる本性の秩序に目を注ぎ，〔それが〕
　　　　　　どのようにして，またどのような形で成り立っているのかを
　　　　　　知る者は幸い．そのような人々には，
　　　　　　恥ずべき業の実践が近づくことは決してない」
 （ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ，典拠不詳断片 910）．
2）したがって，プラトンが，イデアを観想する者は，人間の中で神として生
きるであろうと述べているのも相応しいことである．理性とはイデアの場であ
るし，理性こそ神である．目に見えない神を観想する者は，人間の中に生きる
神であるとプラトンは言う．3）しかるに『ソフィスト』の中では，異邦のエ
レア人で弁証家の男を，ソクラテスは「神」と名づけている．いわば彼らは，
諸国の町々に出没する「異国の客人たちにも似た」（ﾎﾒﾛｽ『ｵﾃﾞｭｯｾｲｱ』17.485）神々
であるというのである．4）というのも霊魂が誕生へと逃れ，自ら単独でであ
れイデアと共にであれ，ちょうど『テアイテトス』篇における合唱首席歌手の
ごとくに，ちょうどもうキリストと共なる天使の如くになって，観想に生きる
者となれば，常に神の意志を目にし，真に「彼一人智者であり，他の者どもは
影のごとくに漂うのみ」（ﾎﾒﾛｽ『ｵﾃﾞｭｯｾｲｱ』10.495）ということになるだろう．
なぜなら，自分の亡骸を葬るのは死者（ﾏﾀｲ 8,22）だからである．5）ここから
エレミヤはこう述べている．＜わたしは大地を，大地より生まれた死者たちで
満たそう．わが怒りが彼らを撃った＞（ｴﾚﾐﾔ 33,5）．156.1）というわけで，立
証を受け付けない方である神は，われわれが知り尽くすことのできない方であ
る．ところが子は，智慧・知識・真理であり，その他これと同質の事柄すべて
である．それゆえ実証と記述を受け入れる．しかるに霊のすべての力は，究極
的には一なる同一のものに収斂する．それは子である．もっとも子のもつ力の
内包に関しては，規定しえない．2）ただ一なるものが一なるものであるのは
訳のないことではなく，また子は部分として多者であるということでもない．
むしろすべてであるがゆえに一なのである．そこから全体でもある．というの
も子は，一なるものに向けて引き寄せられ一化するすべての力の循環だからで
ある（ﾌﾟﾛﾃｨﾉｽ『ｴﾝﾈｱﾃﾞｽ』5.1.7）．157.1）それゆえに御言葉は＜アルファであ
りオメガである＞（黙示録 1,8；21,6；22,13）と語られる．すなわち，終わり
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は御言葉においてのみ始まりとなり，天上界における始まりに向けて再度終わ
りを迎える．それは決して途絶えることがない．2）それゆえこの御言葉に向
け，この御言葉を通じて唯一なるものが生成すると信ずることができる．この
唯一なるものは，散乱することなくこの御言葉のうちに一化されているが，こ
の御言葉に信を置かないことは，ここから乖離し切り離され分断されることを
意味する．3）＜それゆえに，主はこう語る．「心に割礼を受けず，身に割礼を
受けていない異邦の子はすべて」，すなわち肉と霊において浄らかでない者は
みな，「イスラエルの家の中にいる外国人はみな，すなわちレビ族を除いては，
聖所に入ってはならない」＞（ｴｾﾞｷｴﾙ 44,9 以下）．預言者がここで述べている「外
国人」とは，信じようとせず，信じないことを望む人々のことである．158.1）
したがって，ただ浄らかに生ける者たちのみが，神の真なる祭司なのであり，
割礼を受けたすべての種族よりもむしろ，大祭司や王，預言者たちのために塗
油をおこなう種族の方が，より聖性に満ちていると考えられた．2）ここから
彼らに対しては，亡骸に触れたり，死者のいる家に入ったりすることが禁じら
れた．それはその死体が穢れているためではなく，罪や不従順が，肉的なも
の・肉体のうちにあるもの，したがって死したもの・忌むべきものと考えられ
たためである．3）祭司はただ，父，母，息子，娘が亡くなった場合にのみ，
その許に赴くことが許された．それは彼らが，単に肉と種における親族であっ
て，祭司もまた，生命に関わる伝承の連続的原因を彼らから受け取っているた
めである．4）この祭司たちは，七日間の期間でもって浄められるが（ｴｾﾞｷｴﾙ
44,26），それは創世が完成する期間に等しい．なぜなら安らいは 7 日目に尊ば
れ，8 日目に祭司は購罪の品をもって聖所に入るからであり（ｴｾﾞｷｴﾙ 44,25），
これはエゼキエルが書き記しているとおりである．このエゼキエルによれば，
こうして購いが得られると告げられている．159.1）思うに完全なる浄めとは，
律法と預言者たちを通じて福音に至る信仰のことである．しかるに償いとは，
完全なる従順を通じての浄らかさが，世俗的な事どもの滅却をも伴い，霊魂の
解放を通じて肉体を感謝のうちに返納するに至ることを意味する．2）これは，
時間というものが，数えられる七つの周期を通って最果ての安らいにまで復元
されるものであれ，あるいはある人々が登攀によって数えた七つの天を指すも
のであれ（2 ｺﾘﾝﾄ 12,2），はたまた思惟界によってその数を増し，惑いのない
域が「オグドアス」（第八界）と呼ばれるにせよ，使徒が，覚知者とは誕生と
罪とを脱しなければならないと述べているのでない限り，当てはまる．3）実
に七日の間，献納物は罪のために奉納されるが，それは敬神の信心というもの
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が，なお回心と，七つ目ごとの循環に関わるからである．
　160.1）一方義人のヨブは，＜自ら＞こう述べている．＜わたしは裸で母の
胎を出た．裸で再びそこへ帰ろう＞（ﾖﾌﾞ 1,21）．これは彼が，財産に関して何
も有することなくという意味ではない（それはごくわずかな，しかも一般的な
ものであった）．むしろ，義人に相応しく，悪や罪，さらには不正な生き方を
する者どもに従う実体のない偶像などとは無縁でという意味である．2）なぜ
なら次のように語られているからである．＜あなた方は，もし回心して子供の
ようにならなければ＞（ﾏﾀｲ 18,3），これはすなわち肉体に関しては浄らかで，
霊魂においては，諸悪を離れることによって聖なる者となるという意味であっ
て，われわれが，言わば母の胎水から生まれ落ちた子供のような者となること
を神が望んでいる，ということを明らかにしているのである．3）誕生は誕生
を受け継ぎつつ，さらに進捗して不死なるものになることを望む．しかるに
＜不敬なる者どもの灯火は消し去られる＞（ﾖﾌﾞ 21,17）．161.1）実に，肉体に
関しておよび霊魂に関しての貞節さは，覚知者が追求するものであるが，か
の智慧に満ちたモーセが，相応しくも「繰り返し法」を用いてこう告げてい
る．つまり肉体と霊魂との非腐敗性をレベッカをめぐって次のように記してい
るのである．＜処女は美しい，（彼女は処女であった），男が彼女を知ったこと
はなかった＞（創世 24,16）．2）ここで，レベッカとは「神の栄光」と解され
る．神の栄光とは不腐敗性である．真なる正義は，まさに不腐敗的であり，他
の者の物に対して貪欲を向けたりせず，その全体が主の神殿として聖とされて
いるのである．かくして正義とは生の平和と静穏さであり，これに向けて主は
こう述べ遣わしている．＜平和のうちに行きなさい＞（ﾏﾙｺ 5,34）．3）しかる
にサレムは平和と解され，われわれの救い主はその＜王＞と称される．この王
については，モーセが＜平和の王，いと高き神の祭司，メルキセデク＞（創
世 14,18）と述べている．彼はブドウ酒とパンを，聖化された食物として献げ，
これを恩寵の祭典（eucharistia）の予型とした．＜メルキセデク＞とは＜義な
る王＞と解されるため，彼は＜正義と平和＞の調和体（symphōnia）である．
162.1）しかるにバシレイデスは正義と，その娘としての平和を仮定し，それ
らが「オグドアス」（八帯）のうちに配され留まっていると考えている．
　2）しかしながら，自然学により近い部分から，より明晰な倫理学の問題へ
と移行せねばならない．というのも，倫理学に関わる問題は，われわれがより
手近に有している問題の取り扱いの後に続くべきものだからである．3）そこ
で救い主自らが，奇を衒うことなく，悲劇を通じてわれわれを神秘へと導いて
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いる．
　　　「彼は，傍観する者たちを見て，秘儀を授ける」
 （ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ『ﾊﾞｯｶｲ』470）．
そして，こう自問する．
　　　「秘儀とは何か．あなたによれば，それはどんな姿をしているのか」
 （同 471）．
新たに次のように答えがある．
　　　「 口外できません．儀礼を受けていない者に，それを見ることはできま
せん」（同 472）．
4）もし誰か，それがどんなものであるのか，さらに問い質す者があれば，改
めて次のように耳にするがよかろう．
　　　「 あなたにはそれを耳にすることは許されていません．一見する価値の
あるものですが．
　　　　神の秘儀は，不敬を働く者を嫌悪するのです」（同 474；476）．
5）神とは，始まりのない方であり，万物の完全な始まりであり，創造的な始
まりである．したがってこの方は，実体である限りにおいて，自然的な学（ト
ポス）の始まりでもある．またこの方は，善である限りにおいて，倫理性の始
まりでもある．理性である限りにおいて，論理的また裁きの学の始まりでもあ
る．そこから，教師である方というのはただロゴスのみ，この方は至高にして
聖なる父の子であって，人間の教育者である（ﾌｧﾝ・ﾃﾞﾝ・ﾍｯｸの提唱に従う）．
XXVI．真の完徳者は，いかにして肉体と世の事物を
用いるべきであるか．
　163.1）したがって，人間の形成を侮蔑し身体を悪し様に言う者どもは，まっ
たくロゴスに適っていない．彼らは人間の構造を正しく見ていない．その構造
は直立したものになっているが，それは天に眼差しを注ぐことができるように
そうなっているのであり，また感覚器官の作りが覚知に伸びるためにそうなっ
ているのである．手足と四肢は美を志向するものであって，快楽に調和する目
的で作られているのではない．2）ここからこの住まいが，神に最も尊ばれる
霊魂に属し，また霊魂と肉体の聖化によって，聖霊に適うものとなるであるこ
とが示されることになる．救い主の購いによって，その聖化が完遂されたので
ある．3）そして実に，人間に関して，３つの徳の相互経綸によって，人間が，
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倫理学的・自然学的・論理学的に神的な事どもを探究する覚知的存在であると
いうことが明らかになる．4）まず智慧は，神的ならびに人間的な事どもの知
識であり，正義は霊魂の諸部分の調和であり，敬虔さは神に仕えることである．
5）だがもし誰かが，肉は排斥され，さらには肉を通じて誕生もまた排斥され
ると言うとしよう．その際の典拠は次のように語るイザヤであろう．＜肉たる
者はみな，草に等しい．人間の栄光とはみな，草花のようなもの．草は枯れ，
花は萎れる．しかし主の言葉は永遠に留まる＞（ｲｻﾞﾔ 40,6 － 8）．ならば，こ
の問題に関し，霊がエレミヤを通じて述べているのを聞くがよい．164.1）そ
れは＜わたしは彼らを散らす．荒れ野の風に吹き飛ばされる籾殻のように．こ
れがお前の運命，わたしが定めたお前の分である，と主は言われる．お前がわ
たしを忘れ，虚しいものにより頼んだからだ．わたし自身がお前の着物の裾を
顔まで上げ，お前の恥は顕わになった．お前の姦淫と，お前の淫行だ＞（ｴﾚﾐ
ﾔ 13,24 － 27）以下の部分である．2）というのもここで＜草花＞とは，使徒が
述べるところの＜肉にしたがって歩み＞，＜肉的であり＞，罪のうちにある者
どもの意味であるから．3）霊魂は，人間のうちでより優れた部分であると一
致して解される．一方肉体はより劣った部分であるものの，本性的に霊魂が善
であるわけではなく，また肉体が本性的に悪であるわけでもなく，存在せぬも
のが善であるわけでもない．ただそれはまさしく悪である．4）というのも中
庸とでも言うべきものがあり，その中庸の中でも先立つもの・後回しになるも
のが存在する．5）したがって，感覚器官のうちになる人間の形成は，さまざ
まなものから成るのが必然なのであるが，相異なったものから成るのではない．
それが肉体と霊魂なのである．165.1）しかして常に，善き行為は，より力あ
る霊的存在に対して，より優れたかたちで付随するが，快楽を愛し罪深い行為
は，より劣った罪深き霊的存在に付着する．2）したがって知者そして覚知者
の霊魂は，いわば身体から異化されたかたちで，身体に対して荘厳にかつ畏敬
をもったかたちで相伴い，それは執着をともなったものではない．そして離脱
のときが招いたならば，もはや可能な限りにおいて早急に，幕屋たる身体をあ
とにするのである．3）聖書は述べている．＜わたしは地上における客人，そ
してあなた方と共なる居留者＞（詩篇 38,13）．そしてここからバシレイデスは，
この世の選びを「他者的」であると語る端緒を得た．彼によれば，それは本性
的にこの世を越えるものだというのである．4）だがそうではない．というの
も万物は一なる神の手になるものであり，誰一人として本性的にこの世と異縁
なものはないからである．それは一なる実体による，一なる神のものなのであ
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る．ただ選ばれた者は異邦人として，すべてが獲得されまた手放されるべきも
のと考えてこの世を生きるのである．
　166.1）さて，彼はペリパトス派の人々が主張する三種類の善（ｱﾘｽﾄﾃﾚｽ『ﾆｺ
ﾏｺｽ倫理学』1098b12 など参照）を，すべて活用するが，そればかりでなく身
体をも用いる．それはちょうど，長旅をしてきた人が，宿や途上で見つけた避
難所を使うのと同様である．彼はこの世を気遣い，場所として相応しくしよう
とするものの，その住まいや財産から離れるときには，その使用に関しても情
動のないように努める．すなわちむしろ，この生命から取り去る方に喜んで従
う．すなわち，いかなる理由によっても後ろを振り返ることなく，滞在したこ
とを感謝するとともに退去することを称え，天にある住まいに挨拶するのであ
る．2）＜われわれの地上の住まいである幕屋が滅びようとも，神によって建
物が備えられていることをわれわれは知っている．人の手で作られたものでは
ない天にある永遠の住処である．われわれは，天から与えられる住処を上に着
たいと切に願って，この地上の幕屋にあって苦しみ悶えている．それを脱いで
も，われわれは裸のままではいない．なぜならわれわれは，目に見えるものに
はよらず，信仰によって歩んでいるからである＞（2 ｺﾘﾝﾄ 5,1 － 3；5,7）と使
徒は述べる．3）＜むしろわれわれは，身体を離れ，神の許に住みたいと望ん
でいる＞（2 ｺﾘﾝﾄ 5,8）．「むしろ」という語彙は比較の際に用いられるもので
あるが，比較とは，類似性のうちにある者どうしについて行われるものであ
る．たとえば，勇敢な人々よりもさらに勇敢な者は「より勇敢な者」と呼ばれ
る．ところが怯惰な者どもに対しては「極めて勇敢な」と表現されるのである．
167.1）そこから，彼はこう付言する．＜それゆえわれわれは，体を離れてい
ようと，体を住みかとしていようと，彼に喜ばれる者であることを誉れとして
いる＞（2 ｺﾘﾝﾄ 5,9）．この彼とは言うまでもなく，一なる神である．万物すな
わち世界と世界を超えたところのものは，この神の業であり創造物である．2）
わたくしは，次のように明確に述べているエピカルモスが好きである．
　　　「心において敬虔に生まれついていれば，たとえ死んでも，
　　　　何ら災いを被ることはなかろう．上界すなわち天にあっても，
　　　　霊が留まっているのだから」（ｴﾋﾟｶﾙﾓｽ断片 265）．
3）また次のように歌う抒情詩人も好みである．
　　　「不敬なる者どもの霊魂は，天より低く，地上をさまよい巡る．
　　　　殺戮的な苦しみの中で，避けがたい災いの連鎖によって．
　　　　しかるに敬虔なる者たちは天上界に羽ばたく．
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　　　　妙なる調べに大いなる幸いを讃歌で歌い上げながら」
 （ﾋﾟﾝﾀﾞﾛｽ断片 132）．
4）霊魂は決して，天から地上へと劣ったかたちで遣わされるのではない．な
ぜなら神は，すべてを選りすぐれた方向へと為し遂げるのだから．むしろ霊魂
は，最善の生を神から選び取り，大地と天の間で正義を交換したのである．
　168.1）さて，覚知の的を射抜いた人としてヨブを挙げるのが適当であろう．
彼は言う．＜いまやわたしは，あなたが万能の方であるということを理解した．
あなたには，不可能なことは何もない．いったい誰がわたしに，主の知らぬ事
柄を告げるだろうか．わたしの知らない事柄の大きさ・驚くべきことと言ったら．
ところがわたしは自分を卑下し，自分は土また塵に過ぎないと考えている＞（ﾖ
ﾌﾞ 42,2 以下；42,6）．2）というのも無知のうちにある者は，罪に陥っていて土
また塵だからである．しかるに覚知のうちに置かれるとき，人は可能な限り神
に似た者とされ，すでに霊的であり，それゆえに選び抜かれた人となってい
る．3）これに対して聖書は，思慮に欠けた者ども・不従順な者どもを「大地」
と呼んでいる．預言者エレミヤがこのことを明らかにしてくれるであろう．彼
はヨアキムとその兄弟に対してこう述べている．＜大地よ，大地よ．主の言葉
を聴け．この男のことを「打ち棄てられた人間」と記せ＞（ｴﾚﾐﾔ 22,29 以下）．
169.1）また別の預言者はこう述べている．＜天よ聞け，大地よ，耳を傾けよ＞（ｲ
ｻﾞﾔ 1,2）．ここで預言者は，理解のことを聴覚と言っている．そして覚知者の
霊魂を「天」としている．この霊魂とは，天上と神的な事柄の観想をおのが任
とし，それゆえにイスラエル人のものとなった霊魂である．2）というのも預
言者は再び，無学と心の頑なさを選び取った者を「大地」と呼ぶ．さらに彼は「耳
を傾けよ」と言うが，これは，聴覚器官としての耳にことかけてこう呼んだも
のである．こうして肉的な事柄を，彼は諸感覚器官に専念する人々に帰してい
る．3）これらの人々こそ，預言者のミカが次のように述べている人々である．
＜あなたがた民は主の言葉を聞くがよい．苦悩のうちに住む者どもよ＞（ﾐｶ 1,1
以下；1,12）．4）またアブラハムも＜決して＞，＜主よ，大地を裁かないでく
ださい＞と述べる（創世 18,25）．なぜなら＜離反した者は＞，救いの声によっ
て＜すでに裁かれている＞からである．170.1）『列王記』にも，主の裁きと宣
告が次のように行われることが記されている．＜義人たちの願いを神は聞き届
けるが，不敬なる者どもは救わない．彼らが神を知ることを望まないためであ
る．全能の神は，不適切な事柄を成就させることがない＞（ﾖﾌﾞ 36,10；12）．2）
異端者たちは何故，この言葉に対してさらに叫びを挙げようとするのか．聖書
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は全能者である神を善き方として告げ，悪や不正の原因は神のうちにはないこ
とを明らかにしているのに．もし万一無知が，認識しないことによって生まれ
るとしても，神は場違いなことは何ら為さないのではないだろうか．聖書には
こう記される．＜この方こそわれらの神，彼を措いて救い主はいない＞（ｲｻﾞﾔ
45,21）．なぜなら使徒によれば，＜不正は神より来たれるものではない＞（ﾛｰ
ﾏ 9,14）からである．4）預言者はさらに明らかに，神の意図と，覚知による進
捗とを次のような言葉によって教えている．＜イスラエルよ，いま主であるあ
なたの神があなたに求めていることは何か．それはあなたの神である主を恐れ，
つねに主の道にしたがって歩み，主を愛し，ただ主のみに仕えることではない
のか＞（申命 10,12）．彼は，あなたに対してこのことを求めているのである．
あなたは，救いを選び取る力を持っているのだから．
　171.1）では一体，ピュタゴラス派の徒が声を出して祈るようにと命じてい
るのは，何を意図してのことなのであろうか．わたくしに思われるに，これは，
神性というものが，沈黙のうちに語られている事柄については聞き届けること
ができないと彼らが考えているためではなく，祈りが正しきものとなることを
彼らが望んでいるためであろう．これに関しては，良識ある人々の多くは，そ
のような祈りをなすことを恥とすることのないものである．2）しかるにわれ
われは，祈りに関して，それは然るべきときに，自ずと言葉がほとばしり出る
ものだと受け取るであろう．行いについてもわれわれは＜あたかも昼に歩き回
る者の如くに＞（ﾛｰﾏ 13,13），叫びを上げるような業を有するべきである．3）
なぜなら＜あなたの行いを輝かせよ＞（ﾏﾀｲ 5,16）．＜見よ，その人だ．その人
の行いは彼の眼前にある．なぜなら見よ，神と神の業がそこにあるからだ＞（ｲ
ｻﾞﾔ 40,10；62,11；黙示録 22,12）．4）覚知者にあっては，力の許す限りにおい
て神を模倣することが必須である．しかるにわたくしには，詩人たちもまた，
彼らの許で選ばれた人々は「神にも似る」と呼んでいるように思われる．ある
いはその名は「神々しい」「神にもまごう」「知恵において神にも等しい」，あ
るいは「神々に似た想いを持った」（ﾎﾒﾛｽ『ｵﾃﾞｭｯｾｲｱ』13.89），また「神々に
も似た」とされる場合もある．これらは＜（神の）像また似姿として＞（創世
1,26）という句を借用したものであろう．172.1）実に，エウリピデスもこう言っ
ている．
　　　＜わたしには，背中には黄金の翼，
　　　　それに愛らしいセイレーンのサンダルが似つかわしい．
　　　　わたしは高く舞い上がって空中に赴き，
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　　　　ゼウスと語らいあいましょう＞（ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ，作品不詳断片 911）．
2）しかしわたしは，キリストの霊が翼を与え，わたしをわがエルサレムへと
飛翔させてくれるように祈る．ストア派の人々は，天とは他でもなく都市であ
り，この世にあって地上にあるのは，もはや都市ではないと言う．つまり「都
市」と呼ばれてはいるが，そうではないと言うのである．都市とは厳粛なもの
であり，民とは町に相応しき組織であり法によって支配された多数の人間であ
る．それはちょうど，ロゴスの許なる教会が，包囲されず僣主もいない地上の
都市の如く，地上にあってあたかも天国にある神の意向そのものなのと同様で
ある．3）詩人たちは，この都市の似像を作り，作品に残している．つまりヒュ
ペルボレオイやアリマスペイオイの町々，またエリュシオンの野は義人たちの
住む都市である . プラトンの描く都市も，範例として天に置かれているのを，
われわれは知っている．
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